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日本建築協会

会告

臨時総会議決の
お知らせ

平成24年10月29日開催の平成24年度
第 1回臨時総会において、下記の議
案が原案どおり承認されました。

・第1号議案
　 一般社団法人への移行認可申請の
件（詳細P1）
・第 2号議案
　 定款及び定款細則の変更（案）の
件（詳細P1）

・第 3号議案
　 平成24年度事業計画変更（案）の
件（詳細P5）
・第 4号議案
　 平成24年度収支予算変更（案）の
件（詳細P7）

臨時理事会議決の
お知らせ

平成24年10月29日開催の平成24年度
第 2回臨時理事会において、下記の
議案が原案どおり承認されました。

・第1号議案
　 一般社団法人への移行認可申請の
件
・第2号議案
　 定款及び定款細則の変更（案）の
件

・第3号議案
　 平成24年度事業計画変更（案）の
件
・第4号議案
　 平成24年度収支予算変更（案）の
件

第 1号議案

一般社団法人への移行認可申請に関する件

　当協会の公益法人制度改革に伴う新法人への移
行先につきましては、平成23年 6 月17日開催の第
1 回通常総会におきまして、「一般社団法人」へ
移行することが承認されました。
　一般社団法人への移行認可申請につきまして
は、内閣府のモデル定款にそった定款変更に加
え、直近の決算数値に基づく公益目的財産額の算
定並びに収支予算案に基づく公益目的支出計画が
必要であることから、定款変更と中国・東海・京
都の 3 支部を含めた平成24年度変更事業計画及び
平成24年度変更予算をお諮り申し上げます。
　なお、申請書類につきましても、今般取りまと
めましたので、あわせてお諮り申し上げます。
　また、この総会でお諮り申し上げます一般社団
法人への移行登記を停止条件とする定款第26条役
員の報酬等について、『理事及び監事は無報酬と
する。ただし、常勤の理事及び監事に対しては、
総会において定める総額の範囲内で、総会におい
て別に定める報酬等の支給の基準に従って算定し
た額を報酬等として支給することができる。』と
規定されていますので、別紙の「常勤の理事及び
監事の報酬等に関する規程（案）」のとおり常勤
役員の報酬規定を定めることについてもお諮り申
し上げます。
　最後に、移行認可申請にあたり、国等からの指
導等があった場合の変更につきましては、会長に
一任いただきたく、重ねてお諮り申し上げます。
　なお、内閣府への移行申請は11月初旬に行います。

第2号議案
Ⅰ 一般社団法人への移行に伴う定款の変更

1．変更理由
　一般社団法人への移行にあたり、「一般社団法
人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法
人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行

に伴う関係法律の整備等に関する法律」第120条
（認可の申請手続等）第 2 項に基づき、定款を変
更するものである。
2．変更年月日
　設立登記予定日の平成25年 4 月 1 日とする。

一般社団法人日本建築協会定款

第1章　総　則
（名　称）
第 1 条　この法人は、一般社団法人日本建築

協会と称する。英文ではThe Architectural 
Association of Japanとする。

（事務所）
第 2 条　この法人の主たる事務所は、大阪市に置

く。

第2章　目的及び事業
（目　的）
第 3 条　この法人は、建築関係各部門の連携協力

によって、建築に関する学術、技術及び事業の
進歩発展を図るとともに、建築を通じ広く社会
に貢献することを目的とする。

（事　業）
第 4 条　この法人は、前条の目的を達成するた

め、次の事業を行う。
　⑴建築に関する学術、技術及び施策の調査研究
　⑵ 講演会、講習会等の開催その他建築に関する

知識の普及
　⑶建築に関する技術教育の振興
　⑷建築の振興発展に資する業績等の表彰
　⑸会報、雑誌、図書及び印刷物の刊行
　⑹ その他この法人の目的を達成するために必要

な事業
2  　前項の事業は、日本国内及び海外において行
うものとする。

第3章　会　員
（構成員）
第 5 条　この法人の会員は、次の 3 種とし、個

人正会員及び団体正会員（以下「正会員」とい
う。）をもって一般社団法人及び一般財団法人
に関する法律上の社員とする。

　⑴ 個人正会員　建築又はこれに関係ある職務を
有し、相当の学識又は経験を有する者

　⑵ 団体正会員　建築又はこれに関係ある事業を
営む法人又は団体

　⑶ 準会員　この法人の目的に賛同して入会した
個人正会員以外の個人

2  　個人正会員で学識経験者又はこの法人に対す
る功績が顕著な者は、理事会の推薦により総会
の決議でこれを名誉正会員に指名することがで
きる。

（会員の資格の取得）
第 6 条　会員として入会しようとする者は、理事

会で定めるところにより申し込みをし、その承
認を受けなければならない。

2  　法人又は団体の会員は、法人又は団体の代表
者としてこの法人に対してその権利を行使する
1 人の者（以下「会員代表者」という。）を定
め、会長に届け出なけれぱならない。

3  　会員代表者を変更した場合は、速やかに別に
定める変更届を提出しなけれぱならない。

（経費の負担）
第 7 条　会員は総会において別に定めるところに

より、会費 1 口以上を納入しなければならな
い。

2  　名誉正会員には会費の納入を免除することが
できる。

（任意退会）
第 8 条　会員は、理事会において別に定める退会

届を提出することによって、任意にいつでも退
会することができる。

（除　名）
第 9 条　会員が次のいずれかに該当するに至っ

たときは、総会において総正会員の半数以上で
あって、総正会員の議決権の 3 分の 2 以上の決
議によって除名することができる。

　⑴この定款その他の規則に違反したとき。
　⑵ この法人の名誉を傷つけ、又はこの法人の目

的に反する行為をしたとき。
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　⑶その他除名すべき正当な事由があるとき。
2  　前項に該当し除名する場合には、その会員に
対し、あらかじめ通知するとともに、決議の前
に総会において弁明の機会を与えなけれぱなら
ない。

（会員の資格喪失に伴う権利及び義務）
第 10条　前 2 条の場合のほか、会員は、次のいず

れかに該当するに至ったときは、その資格を喪
失する。

　⑴ 第 7 条の支払い義務を 2 年以上履行しなかっ
たとき。

　⑵総正会員が同意したとき。
　⑶当該会員が死亡し、又は解散したとき。
2  　会員が、前 2 条の規定によりその資格を喪失
したときは、この法人に対する権利を失い、義
務を免れる。ただし、未履行の義務は、これを
免れることができない。

3  　会員が資格を喪失しても既に納入した会費、
その他の拠出金品は返還しない。

第4章　総　会
（構　成）
第 11条　総会はすべての正会員をもって構成す

る。
2  　前項の総会をもって一般社団法人及び一般財
団法人に関する法律上の社員総会とする。

（権　限）
第12条　総会は、次の事項について決議する。
　⑴会員の除名
　⑵理事及び監事の選任及び解任
　⑶理事及び監事の報酬等の額
　⑷ 貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計

算書）の承認
　⑸会費の額
　⑹定款の変更
　⑺解散及び残余財産の処分
　⑻ その他総会で決議するものとして法令又はこ

の定款で定められた事項
（開　催）
第 13条　定時総会は、毎年 1 回、毎事業年度の終

了後 3 ヶ月以内に開催する。
2 　臨時総会は、必要がある場合に開催する。

（招　集）
第 14条　総会は、法令に別段の定めがある場合を

除き、理事会の決議に基づき会長が招集する。
2  　総正会員の議決権の10分の 1 以上の議決権を
有する正会員は、会長に対し、総会の目的であ
る事項及び招集の理由を示して、総会の招集を
請求することができる。

（議　長）
第 15条　総会の議長は、会長がこれに当たる。た

だし、前条第 2 項の規定により請求があった場
合において総会を開催したとき、当該総会にお
いて正会員の中から議長を選出する。

（議決権）

第 16条　総会における正会員の議決権は、会費 1
口につき 1 個とする。ただし、一正会員の口数
が、総正会員の口数の50分の 1 を超えるとき
は、その超過分には議決権はない。

（決　議）
第 17条　総会の決議は、総正会員の議決権の過半

数を有する正会員が出席し、出席した当該正会
員の議決権の過半数をもって行う。

2  　前項の規定にかかわらず、次の決議は、総正
会員の半数以上であって、総正会員の議決権の
3 分の 2 以上に当たる多数をもって行う。

　⑴会員の除名
　⑵監事の解任
　⑶定款の変更
　⑷解散
　⑸その他法令で定められた事項
3  　理事又は監事を選任する議案を決議するに際
しては、各候補者ごとに第 1 項の決議を行わな
ければならない。理事又は監事の候補者の合計
数が第20条に定める定数を上回る場合には、過
半数の賛成を得た候補者の中から得票数の多い
順に定数の枠に達するまでの者を選任すること
とする。

（書面表決等）
第 18条　総会に出席できない正会員は、あらか

じめ通知された事項について書面又は代理人を
もって議決権を行使することができる。

2  　前項の代理人は、代理権を証する書類を議長
に提出しなければならない。

3  　第 1 項の規定により議決権を行使する正会員
は、第16条及び前条第 1 項及び第 2 項の規定の
適用については出席したものとみなす。

（議事録）
第 19条　総会の議事については、法令で定めると

ころにより、議事録を作成する。
2  　議長及び出席した正会員のうちからその会議
において選任された議事録署名人 2 人以上が記
名押印する。

第5章　役　員
（役員の設置）
第20条　この法人に、次の役員を置く。
　⑴理事　35人以上45人以内
　⑵監事　 2 人以上 3 人以内
2  　理事のうち 1 人を会長、 1 人以上 6 人以内を
副会長、 1 人を専務理事、 1 人を常務理事とす
ることができる。

3  　前項の会長をもって一般社団法人及び一般財
団法人に関する法律上の代表理事とし、常務理
事をもって同法第91条第 1 項第 2 号の業務執行
理事とする。

（役員の選任）
第 21条　理事及び監事は、総会において、正会員
（法人又は団体の場合にあっては、会員代表者
とする。以下同じ。）の中から決議によって選

任する。ただし、理事のうち 2 人以内は、正会
員以外の者から決議によって選任することがで
きる。

2  　会長、副会長、専務理事及び常務理事は、理
事会の決議によって理事の中から選定する。

3  　理事及び監事は、相互に兼ねることができな
い。

（理事の職務及び権限）
第 22条　理事は、理事会を構成し、法令及びこの

定款で定めるところにより、職務を執行する。
2  　会長は代表理事として、法令及びこの定款で
定めるところにより、この法人を代表し、その
業務を執行する。

3 　副会長は、会長を補佐する。
4 　専務理事は、会長及び副会長を補佐する。
5  　常務理事は業務執行理事として、理事会にお
いて別に定めるところにより、この法人の業務
を分担執行する。

6  　会長及び常務理事は、毎事業年度に 4 ヶ月を
超える間隔で 2 回以上、自己の職務の執行の状
況を理事会に報告しなければならない。

（監事の職務及び権限）
第 23条　監事は、理事の職務の執行を監査し、法

令で定めるところにより、監査報告を作成す
る。

2  　監事は、いつでも、理事及び使用人に対して
事業の報告を求め、この法人の業務及び財産の
状況の調査をすることができる。

3  　法令若しくはこの定款に違反する事実若しく
は不当な事実があると認めるときは、遅滞な
く、その旨を理事会に報告しなければならな
い。

4  　前項の報告をするため必要があるときには、
会長に対し、理事会の招集を請求することがで
きる。

（役員の任期）
第 24条　理事の任期は、選任後 2 年以内に終了す

る事業年度のうち最終のものに関する定時総会
の終結の時までとする。ただし、再任を妨げな
い。

2  　監事の任期は、選任後 2 年以内に終了する事
業年度のうち最終のものに関する定時総会の終
結の時までとする。ただし、再任を妨げない。

3  　補欠として選任された理事又は監事の任期
は、前任者の任期の満了する時までとする。

4  　理事又は監事は、第20条に定める定数に足り
なくなるときは、任期の満了又は辞任により退
任した後も、新たに選任された者が就任するま
で、なお理事又は監事としての権利義務を有す
る。

（役員の解任）
第 25条　理事及び監事が次の各号のいずれかに該

当するときは、総会の決議によって解任するこ
とができる。

　⑴ 心身の故障のため、職務の執行に支障があ

日本建築協会
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り、又はこれに堪えないとき。
　⑵ 職務上の義務に違反し、又は職務を怠ったと

き。
2  　前項第 2 号の規定により解任する場合は、当
該役員にあらかじめ通知するとともに、解任の
決議を行う総会において、当該役員に弁明の機
会を与えなければならない。

（役員の報酬等）
第 26条　理事及び監事は、無報酬とする。ただ

し、常勤の理事及び監事に対しては、総会にお
いて定める総額の範囲内で、総会において別に
定める報酬等の支給の基準に従って算定した額
を報酬等として支給することができる。

2  　理事及び監事には費用を弁償することができ
る。

第6章　理事会
（構　成）
第27条　この法人に理事会を置く。
2 　理事会は、すべての理事をもって構成する。

（権　限）
第28条　理事会は、次の職務を行う。
　⑴この法人の業務執行の決定
　⑵理事の職務の執行の監督
　⑶ 会長、副会長、専務理事、常務理事及び理事

のうち常勤の者の選定及び解職
　⑷総会に付議すべき事項
　⑸ その他総会の決議を要しない業務の執行に関

する事項
（種類及び開催）
第 29条　理事会は、通常理事会及び臨時理事会の

2 種とする。
2 　通常理事会は、毎事業年度 2 回開催する。
3  　臨時理事会は、次の各号のいずれかに該当す
る場合に開催する。

　⑴会長が必要と認めたとき。
　⑵ 理事から会議の目的である事項を記載した書

面をもって招集の請求があったとき。
　⑶ 第23条第 4 項の規定により監事から招集の請

求があったとき。
（招　集）
第30条　理事会は、会長が招集する。
2  　会長が欠けたとき又は会長に事故があるとき
は、各理事が理事会を招集する。

3  　日時及び場所並びに会議の目的たる事項及び
その内容を示した書面をもって、開会の日の 1
週間前までに通知を発しなければならない。

4  　会長は、理事から理事会の目的である事項を
記載した文書をもって、理事会の招集の請求が
あったときは、その請求があった日から 2 週間
以内に理事会を開催しなければならない。

（議　長）
第31条　理事会の議長は、会長がこれに当たる。

（決　議）
第 32条　理事会の決議は、決議について特別の利

害関係を有する理事を除く理事の過半数が出席
し、その過半数をもって行う。

（理事会の決議の省略）
第 33条　理事が、理事会の決議の目的である事項

について提案した場合において、その提案につ
いて、議決に加わることができる理事の全員が
書面又は電磁的記録により同意の意思表示をし
たときは、その提案を可決する旨の理事会の決
議があったものとみなす。ただし、監事が異議
を述べたときは、この限りでない。

（理事会への報告の省略） 
第 34条　理事又は監事が理事及び監事の全員に

対して理事会に報告すべき事項を通知したとき
は、当該事項を理事会へ報告することを要しな
い。

2  　前項の規定は、第22条第 6 項の規定による報
告については、適用しない。

（議事録）
第 35条　理事会の議事については、法令で定める

ところにより、議事録を作成する。
2  　出席した代表理事及び監事は、前項の議事録
に記名押印する。

第7章　支部・委員会・事務局
（支　部）
第 36条　この法人に、事業を円滑に運営するた

め、理事会の決議により支部を置くことができ
る。

2  　支部の組織及び運営に関する必要な事項は、
理事会で別に定める。

（委員会）
第 37条　この法人に、事業の円滑な遂行を図るた

め、理事会の決議により委員会を設けることが
できる。

2  　委員会は、その目的とする事項について、研
究又は審議するとともに、事業を実施する。

3  　委員会の組織及び運営に関する必要な事項
は、理事会で別に定める。

（事務局）
第 38条　この法人に、事務を処理するため、事務

局を置く。
2  　事務局長及び重要な使用人は、理事会の決議
を経て会長が任免し、その他の職員は会長が任
免する。

3  　事務局の組織及び運営に関する必要な事項
は、理事会で別に定める。

第8章　資産及び会計
（資産の管理）
第 39条　この法人の資産は、会長が管理し、その

管理の方法は、理事会の決議を経て、理事会で
別に定める。

（経費の支弁）
第 40条　この法人の経費は、資産をもって支弁す

る。

（事業年度）
第 41条　この法人の事業年度は、毎年 4 月 1 日に

始まり、翌年 3 月31日に終わる。
（事業計画及び収支予算）
第 42条　この法人の事業計画書及び収支予算書

については、毎事業年度の開始の日の前日まで
に、会長が作成し、理事会の承認を受けなけれ
ばならない。これを変更する場合も、同様とす
る。

2  　前項の書類については、主たる事務所に、当
該事業年度が終了するまでの間備え置くものと
する。

（事業報告及び決算）
第 43条　この法人の事業報告及び決算について

は、毎事業年度終了後、会長が次の書類を作成
し、監事の監査を受けた上で、理事会の承認を
受けなければならない。

　⑴事業報告
　⑵事業報告の附属明細書
　⑶貸借対照表
　⑷損益計算書（正味財産増減計算書）
　⑸ 貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計

算書）の附属明細書
2  　前項の承認を受けた書類のうち第 1 号、第 3
号及び第 4 号の書類については、定時総会に提
出し、第 1 号の書類についてはその内容を報告
し、その他の書類については承認を受けなけれ
ばならない。

3  　第 1 項の書類のほか、監査報告を主たる事務
所に 5 年間備え置くとともに、定款及び会員名
簿を主たる事務所に備え置くものとする。

（特別会計）
第 44条　この法人は、事業の遂行上必要があると

きは、総会の決議を経て、特別会計を設けるこ
とができる。

2  　前項の特別会計に係る経理は、一般の経理と
区分して整理するものとする。

（剰余金の処分）
第 45条　この法人は、剰余金の分配を行うことは

できない。
（長期借入金）
第 46条　この法人が、資金の借入れをしようとす

るときは、その事業年度の収入をもって償還す
る短期借入金を除き、理事会において特別の利
害関係を有する理事を除く理事の過半数が出席
し、その 3 分の 2 以上の決議を経なければなら
ない。

第9章　定款の変更、解散等
（定款の変更）
第 47条　この定款は、総会の決議によって変更す

ることができる。
（解　散）
第 48条　この法人は、総会の決議その他法令で定

められた事由により解散する。
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（残余財産の帰属）
第 49条　この法人が清算をする場合において有す

る残余財産は、総会の決議を経て、公益社団法
人及び公益財団法人の認定等に関する法律第 5
条第17号に掲げる法人又は国若しくは地方公共
団体に贈与するものとする。

第10章　公告の方法
（公告の方法）
第 50条　この法人の公告は、官報に掲載する方法

により行う。

第11章　補　則
（実施細則）
第 51条　この定款の実施に関する必要な事項は、

総会の決議を経て、理事会で別に定める。

附　則
1  　この定款は、一般社団法人及び一般財団法人
に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法
人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律
の整備等に関する法律第121条第 1 項において
読み替えて準用する同法第106条第 1 項に定め
る一般法人の設立の登記の日から施行する。

2  　この法人の最初の代表理事は香西喜八郎とす
る。

3  　一般社団法人及び一般財団法人に関する法律
及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に
関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関
する法律第121条第 1 項において読み替えて準
用する同法第106条第 1 項に定める特例民法法
人の解散の登記と一般法人の設立の登記を行っ
たときは、第41条の規定にかかわらず、解散の
登記の日の前日を事業年度の末日とし、設立の
登記の日を事業年度の開始日とする。

Ⅱ 一般社団法人への移行に伴う定款細則の変更

1．変更理由
　一般社団法人への移行にあたり、定款の施行に
関する必要な事項を定めた定款細則を変更するも
のである。
2．変更年月日
　定款の変更日と同一日とする。

一般社団法人日本建築協会定款細則

総　則
　この細則は、定款に定めるものの他本会の運営
に関する必要な事項について定める。

第1章　会員及び会費
第 1 条　正会員として入会するには、所定の入会

申込書をこの法人に提出しなければならない。

学生生徒で準会員として入会するには、当該学
校の在学証明書を提出しなければならない。

第 2 条　会員種別の変更を希望する会員は、所
定の転格申込書をこの法人に提出しなければな
らない。ただし、学生生徒である準会員は、当
該学校卒業と同時に正会員に転格するものとす
る。

第 3 条　会費は次のとおりとし、分納することが
できる。

　⑴ 定款第 5 条第 1 項第 1 号による者（個人正会
員）年額金14,400円

　　 ただし、遠隔の地で、支部のない地方の正会
員　年額金12,600円

　⑵ 定款第 5 条第 1 項第 2 号による者（団体正会
員）1 ロにつき年額金25,000円

　⑶ 定款第 5 条第 1 項第 3 号による者（準会員）
年額金8,400円

2  ．事業年度の中途で入会又は転格した者の会費
は月割計算とする。

3  ．会員に特別の事情が生じたときは理事会の議
決によってその期問中の会費の減免又はその他
の措置をすることができる。

第2章　名誉会長、名誉顧問、顧問及び参与
第 4 条　この法人に名誉会長、名誉顧問、顧問及

び参与若干名を置くことができる。
　⑴ 名誉会長は、この法人の会長の職にあった者

で理事会の推薦により総会の議決で指名した
者とする。名誉会長は、会長の諮問に応じ、
かつ、各種の会議に出席して意見を述べるこ
とができる。

　⑵ 名誉顧問は、この法人の役員として特に功労
のあった者で理事会の推鳶により総会の議決
で指名した者とする。名誉顧問は、この法人
の事業遂行に助言し、協力するものとする。

　⑶ 顧問は、建築に関係ある学識経験者であっ
て、理事会の推薦により総会の議決で指名し
た者とする。顧問は、会務の重要事項につい
て、会長の諮問に応じ又は意見を提出する。

　⑷ 参与は、会員の中から理事会が推薦し、委嘱
した者とする。参与は、会務について、理事
会の諮問に応じ又は意見を提出する。

2  ．顧問及び参与の任期は 2 年とし、再任を妨げ
ない。

3  ．名誉会長、名誉顧問、顧問及び参与は無報酬
とする。

4  ．名誉会長、名誉顧問、顧問及び参与には費用
を弁償することができる。

5  ．顧問及び参与は、役員に就任したときはその
位置を退くものとする。

第3章　支　部
第 5 条　理事会の決議により支部を設置すること

ができる。
2  ．支部を設置しようとする会員は、発起人を選

任し、支部規程案及び賛成会員名簿を添付して
理事会にその旨を申し出るものとする。

第 6 条　支部地域内に居住する会員はその支部に
属するものとする。ただし、会員からこれと異
なる申出があった場合にはこれに従うものとす
る。

第 7 条　支部に支部長その他の支部役員を置く。
2  ．支部役員の選任方法等は、支部規程で定め
る。

3  ．支部長は、支部を代表し、支部の会務を執行
する。

4  ．支部長は、理事会に出席して意見を述べるこ
とができる。

第 8 条　支部の会務は、支部規程の定めるところ
による。

2  ．支部規程の制定、変更は支部総会の議決でこ
れを定め、理事会の承認を経てその効力を生ず
る。

第 9 条　支部規程には、支部に関する次の事項を
記載しなければならない。

　⑴名称
　⑵事務所の所在地
　⑶地域
　⑷事業
　⑸支部総会及び役員会に関する事項
　⑹支部役員の選任及びその権限に関する事項
　⑺その他必要な事項
第 10条　支部の経費は、支部活動費、寄附金、支

部事業より生ずる収入及びその他の収入でこれ
を支弁する。

2  ．その支部所属会員の納付した会費の10分の
4 以内を支部活動費とすることができる。ただ
し、特別の場合には理事会の議決を経て、これ
を増額することができる。

第 11条　支部の事業年度はこの法人の事業年度と
同様とする。

2  ．支部は毎年事業計画書、予算書、事業報告
書、決算報告書を所定の日までに会長に提出
し、理事会の承認を経なければならない。

第4章　評議員
第 12条　この法人に、評議員50人以内をおくこと

ができる。
2  ．評議員は、理事会の決議を経て、正会員の中
から委嘱することができる。

3  ．前項の評議員は、次の各号のーに該当する者
の中から委嘱するものとする。

　⑴職種別推薦母体から推薦された者
　⑵支部から推薦された者
　⑶会長が適当と認めた者
第 13条　評議員の任期は 2 年とし、 6 月 1 日から

これを起算する。
第 14条　評議員は評議員会を構成し、次の会務を

処理する。
　⑴ 総会における役員の選任に資するため、会長

日本建築協会

会告
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日本建築協会

会告

の諮問に応じ、候補者名簿の作成等意見を具
申すること。

　⑵ その他、総会又は理事会が議決により委任し
た事項の審議に関すること。

第 15条　評議員会は、年 1 回定時会議を開催する
ほか、必要に応じ臨時会議を開催する。

2  ．評議員会は会長が招集する。
3  ．評議員会は、評議員の互選により議長 1 名、
副議長 1 名を選出し、次により会議を運営す
る。

　⑴会議は議長が主宰する。
　⑵ 副議長は、議長を補佐し、議長事故あるとき

は、その職務を代行する。
　⑶ 議長、副議長の任期は評議員の任期と同様と

する。
4  ．評議員会の定足数及び議決等については、定
款第17条第 1 項及び第18条第 1 項並びに第19条
の規定を準用する。

第5章　会務及び事務
第 16条　理事は互選によって次のとおり会務を分

掌する。
　⑴ 総務・総会、評議員会、理事会、事務局、庶

務、人事
　⑵財務・収支予算、決算、財産の管理運営
　⑶編集・雑誌その他の編集、出版
　⑷会勢・会勢増強
　⑸ 事業・見学会、説明会、講演会、展覧会、懇

親会
　⑹研修・研修会、講習会、セミナー
第 17条　理事のうち若干名を常任理事に選任す

る。
第 18条　常任理事会は常任理事の他、会長、副会

長、専務理事及び常務理事をもって構成し、次
の事項を処理する。

　⑴理事会提出議案の作成に関する事項
　⑵理事会の議決事項の処理に関する事項
　⑶その他この法人の会務執行に関する事項
2  ．常任理事会は、会長が招集し、会長、副会
長、専務理事又は常任理事の要請により必要に
応じて開催する。

第 19条　本会の事務を処理するため事務局に局長
1 名を置き、専務理事又は常務理事を充てるこ
とができる。事務局に次長、部長、課長及び職
員若干名を置く。

2  ．職員の給与は会長がこれを定める。
第 20条　副会長が事務局についての会務を分掌す

るときは報酬を支給することができる。報酬の
額は理事会でこれを定める。

第 21条　この法人は会報並びに雑誌「建築と社
会」を発行することができる。

第6章　雑　則
第 22条　この細則の改廃は、理事会の議決を経て

会長が定める。

2  ．この細則に定めるものの他、必要な規定の制
定及び改廃は、理事会の議決を経て会長が定め
る。

附　則
　この規程は、一般社団法人日本建築協会の設立
の登記の日から施行する。

第3号議案

平成24年度事業計画

1．平成23年度の事業概況
　平成23年度は、 3 月11日の東日本大震災の影響
をはじめ、原発事故、歴史的な円高、雇用情勢の
悪化、ヨーロッパ経済の減速などが続き、日本経
済もいまだ低迷状況から脱しきれず、不透明で厳
しい状況が続いている。
　このような状況の中において、建築に関わる私
たちも自らその立脚点を問い返し、また、その職
域の重要性を再認識せざるをえない年であったと
思われる。
　当協会の各事業においては、それぞれの事業に
おける肌理細かなコスト削減を行なうなど、各事
業の状況に応じた改善等を行なった。個別の事業
については、「建築と社会」の発行をはじめ概ね
前年度と同様の事業を実施した。
　17年度以降、財政の縮小均衡を図り、支出抑制
に努めた結果、事業収支は18年度から22年度決
算においても堅調に推移してきた。23年度決算に
おいては景気停滞の影響等で、会員口数、会員数
の減少をはじめ事業収入の減収が引き続くことも
あり、決算数値が前年度より低下する見込みであ
る。
　今後とも会員確保と収入確保のための努力を継
続していく必要がある。
2．平成24年度の活動方針
　各常設委員会の基幹事業は、40年、50年の実施
年数を数え、会員の枠を越えて、それぞれの関係
者間に定着しており、その社会的役割も大きい。
　また、協会の将来のために若い技術者のニーズ
に即した新しい事業の掘起しが求められる。
　そのためには協会の枠（会員）のみにとどまら
ず、有為な人材の育成に努めることを活動の柱と
して
　・会員外の一般参加者が参加できる事業
　・他団体との交流・連携事業
　・ 若手・中堅技術者の参加を促す事業（例：

「関西の建築界／群像」・工高生デザインコン
クール・講習会・書籍発行）等の充実を図
る。

　協会創立100周年を見据え、今後約 5 年間にわ
たり引き続き100周年記念事業を展開していくが、
24年度は次の通り事業を行う。
① 10年委員会において、20年度から「学生向け建

築現場見学会」および「大阪かくれたええとこ
再発見コンクール」を実施している。24年度は

「学生向け建築現場見学会」とアイデアコンペ
を実施する。

② 会誌において、若手会員の取材参画を得て、21
年度から実施している、関西の建築界の人々を
紹介するページ「関西の建築界／群像」を継続
する。100周年時に単行本「関西の建築界／群
像」としての発行を企画する。

③ 同様にして実施している「再読　関西の近代建
築」のページを継続し、100周年時の単行本化
を企画する。

　加えて、法律改定に伴う一般社団法人としての
移行認可申請を平成24年11月に行い、平成25年 4
月の移行を目指す。これを契機に支部活動もます
ますの活性化をはかっていく。
3．平成24年度活動計画
（1）出版委員会
・ 「建築技術選書」と「プロのノウハウ」の企

画・編集
・ 当委員会は、建築技術の単行本発行を企画し、

出版することを目的とし、時代のニーズに即し
た新しい著書の発掘を第一義的に行ない、23年
度で累計106冊の発行に達した。

・ 24年度においては、企画執筆中の図書を積極的
に発行し、この出版書をテキストとする著者の
講座を実施する。

（2）教育委員会
①建築工事実務講習会の実施
　・ 昭和32年以降、毎年主として中堅クラスの建

築技術者を対象に、標記講習会を実施、平成
23年度までに延87回を数えている。

　・ 平成23年度は、本部・東海支部ともに 1 日
コースで各 1 回実施をしたが、本部・東海支
部ともに参加者数は昨年度より減少した。

　・ 平成24年度も、本部・東海支部ともに年 1 回
実施する。また、中国支部・京都支部での実
施も目指す。

②工高生デザインコンクールの実施
　・ 標記コンクールは、工高生の設計技能向上の

ため、昭和30年に創設、平成23年度で第57回
を数えた。

　・ 平成23年度は参加校数21校（昨年度19校）、
応募作品数91点（昨年度108点）と参加校数
は微増であったが、作品数は減少した。

　・平成24年度も、23年度同様に実施する。
③工高建築科優秀卒業生の表彰
　・ 優秀な建築科卒業生を表彰することにより、

本人の研鑚意欲の向上を促し、また激励する
ことを目的とし、昭和27年より実施してき
た。

　・ 平成24年度も23年度同様、会員校及び会誌購
読校を対象に実施する。

④ 大阪府住まい・まちづくり教育普及協議会への
参画
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　・ 大阪府、㈳大阪府建築士事務所協会、㈳大阪
府建築士会、㈳日本建築家協会近畿支部等で
構成する協議会の諸行事の実施に協力する。

（3）事業委員会
・ 時代に応じたテーマによる催しを、年 4 回程度

実施し、著名建築物や、近代建築等の見学会、
並びに話題建築について、設計者・施工者等よ
り話を聞く場を設ける。

・ 平成23年度は、見学会 3 回（うち 1 回は茶室見
学会）、講演会 1 回を開催。

・ 平成24年度は、23年度同様 4 回程度開催する。
（4）編集委員会
①会誌「建築と社会」の発行
　・ 会誌「建築と社会」は、大正 6 年の創立以

来、当協会活動の中心にあり続け、会員相互
あるいは会員と社会を結ぶ役割を果たしてき
た。

　・記事内容のより一層の充実につとめる。
②青年技術者の顕彰
　・ 満35歳以下の青年技術者を対象とする青年技

術者顕彰制度は23年度で第58回に達し、建築
界の優秀な人材を社会に顕彰してきたが、平
成17年度からその意義をより一層深めるた
め、表彰式及び受賞者も出席しての懇親会を
併せて実施している。

　・ 平成24年度も顕彰制度を実施するとともに
講演会及び協会役員等や青年技術者同士の交
流の場として、表彰式並びに懇親会を実施す
る。

③「建築と社会賞」の顕彰
　・ 会誌に掲載された本誌の趣旨にふさわしい社

会性、環境などに配慮した建築作品や建築に
関する論文、記事などを顕彰する。平成24年
度も継続する。

（5）「関西の建築界／群像」の発行
・ 関西の建築界をとりまく様々な分野の方々を紹

介するページを会誌に設け、取材には若手会員
の参画を得て100周年時に単行本「関西の建築
界／群像」として発行する事業を継続する。収
支は会誌の収支に含む。

（6）「再読　関西近代建築」の発行
・ 関西における歴史的名建築について個々に取り

上げ解説し会誌に連載する。創立100周年の記
念事業として連載記事をまとめて書籍として発
行する事業を継続する。収支は会誌の収支に含
む。

（7）10年委員会
①建築現場見学会
　・ 次世代の建築界を担う人材の育成に繋がるこ

とを目的として、学生向けに設計の意図を生
かした建築現場やそれを支える施工者の工
夫、また現代技術を駆使した工場での製作過
程など、さまざまな“ものづくり”の実際を
総合的に体感できる場を提供する。24年度も
継続する。

② 大阪ええとこそうせい（創生）プロジェクトの
実施

　・ このプロジェクトは、普段見過ごされそうな
まちの資源を発掘し、“こうしたらもっとよ
くなる”“もっといきいきする”等のアイデ
アを創立100周年の2017年まで様々なテーマ
で募集する事により、まちづくりや町おこし
賑わい作りに役立てていく事を目的としてい
る。23年度は24年度以降の事業の展開を協議
した。24年度はアイデアコンペを実施する。

（8）建材委員会
・ 初代会長片岡安が自ら委員長となり、1921年に
「材料委員会」が設置され、その後、昭和35年
に現在の建材委員会になった。延べ251回、新
建築材料を紹介してきた。

・ 平成24年度も引き続き、建築材料の品質・性能
の検討、設計・施工上の留意点などの調査を行
い、会誌上で紹介する。

（9）工事請負契約約款販売事業
・ 民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款委員

会に委員を派遣し、「民間（旧四会）連合協定
工事請負契約約款の社会的認識の向上に努め、
公正妥当な工事請負契約の履行に寄与し、あわ
せて“民間（旧四会）連合協定工事請負契約約
款”の販売を行う。

（10）他団体との交流、連携
　建築関係をはじめとする各団体と交流・連携事
業を行う。
　特に、平成21年度より進めてきた、関西建築
4 団体（大阪府建築士会、大阪府建築士事務所協
会、日本建築家協会近畿支部、日本建築協会）会
長・支部長懇談会における連携活動を引き続き推
進する。これまで、告示15号にかかわる自治体
等への請願、建築士受験資格に関わる大学院生イ
ンターンシップの共同受け入れなど具体化してき
たが、23年度は、災害時協力についての大阪府・
大阪市との協定締結、東日本大震災を契機とする

“アイデア募集”「記憶の継承」と防災シンポジウ
ムの実施や㈳公共建築協会、国土交通省近畿地方
整備局、大阪府、兵庫県、大阪市と共催で、公共
建築の日のイベントとして、講演会・見学会「防
災と減災̃公共建築にできること」を実施した。24
年度も引き続き、 4 会が緊密な連携で、共同でで
きることを検討・実行していきたい。
（11）支部活動
1．中国支部
　・会議
　　通常総会・常議員会及び幹事会を開催する。
　・建築工事実務講習会
　　 平成 8 年度を最後に途切れていた実務講習会

を今年度は実施する。
　・第 2 回工高生建築作品展示会
　　 第 1 回に引続き「第 2 回工高生建築作品展示

会in中国」を行い、学校と出展作品を紹介す
る。

　・支部年史
　　 将来の中国支部年史の編纂に向けて、資料の

収集を行う。
　・講演会
　　講演会を開催する。（後援・協賛を含む）
　・支部事務局の開設
　　 一般社団法人申請に向け、支部の新事務局を

開設する。
　・その他、支部の運営に必要な事業を行う。
2．東海支部
　・会議、会合
　　 通常総会、役員会（幹事会・常議員会）、各

委員会などを開催し、愛知県建築開発等行政
推進団体協議会、中部建築賞協議会、愛知県
都市景観会議、建築八団体連絡会議、愛知県
建築物安全安心マネジメント協議会、愛知県
建築構造技術連絡協議会に参加する。

　・指導、宣伝、技術向上事業
　　 「建築文化開発事業」、「講演会・見学会・講

習会」、「支部活性化」、「『建築と社会』東海
特集号の企画・編集」を行う。

　・協力事業
　　 「建築行政への協力」、「愛知県建築開発等行

政推進団体協議会の行う事業への協力」、「中
部建築賞協議会の行う事業への協力」、「愛知
県都市景観連絡会の行う事業への協力」、「建
築八団体連絡会議の行う事業への協力（新年
互礼会等）」、「愛知県建築物安全安心推進協
議会の行う事業への協力」、「建築友好団体と
共催する講演会、フォーラム、建築展等への
協力」を行う。

　・ 関係官公庁への陳情、請願及び関係団体との
連携を行う。

3．京都支部
　・会議
　　 総会（通常総会・必要により臨時総会）、正

副支部長会議、常議員会を開催する。
　・見学会の開催
　　 著名建築物や伝統建築物等の見学会を年 1 回

実施する。
　・ 2 級建築士受験のための講習会の開催
　　 ㈳京都府建築士会で開催される 2 級建築士を

目指す人たちを対象とした講習会を共催で実
施する。

　・工事請負契約約款の販売
　　 平成23年 5 月に改正された「民間（旧四会）

連合協定工事請負契約約款」を販売する。
　・連絡協議会
　　 官庁並びに他団体との連絡会及び懇談会を行

う。
　・ 会員の親睦、その他必要と認める事業を行

う。

日本建築協会

会告
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社団法人日本建築協会　平成24年度収支予算　（平成24年度正味財産増減予算書）
平成24年 4 月 1 日から平成25年 3 月31日まで 単位：千円

科　　　目

実施事業等会計 その他事業会計 法人会計

総合計
（Ｈ24年度予算）

建築関係各部門の連携協力によって、
建築に関する学術、技術及び事業の進
歩発展を図るとともに、建築を通じ広く
社会に貢献することを目的とした事業

支部活動事業 管理費 法人会計 内部取引消去

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
　⑴経常収益
　　受取会費 0 2,165 0 37,652 2,140 37,677
　　　個人正会費受取会費 0 0 10,265 10,265
　　　個人正会費（地方）受取会費 0 0 958 958
　　　団体正会費受取会費 0 0 26,412 26,412
　　　準会費受取会費 0 0 17 17
　　　支部活動収入 0 2,165 0 2,140 25
　　事業収益 18,480 7,882 0 0 882 25,480
　　　継続事業収益 18,480 0 882 17,598
　　　支部事業収益 0 7,882 0 7,882
　　雑収益 55 6 0 61
　　支部預金等繰入収益 0 4,611 0 4,611
　　経常収益計 18,535 14,664 0 37,652 3,022 67,829
　⑵経常費用
　　事業費 35,771 7,030 0 0 882 41,919
　　　給料手当 13,942 0 13,942
　　　法定福利費 2,564 0 2,564
　　　臨時雇賃金 1,600 0 1,600
　　　旅費交通費 691 0 691
　　　通信運搬費 2,090 0 2,090
　　　消耗品費 1,604 0 1,604
　　　印刷製本費 5,662 871 0 6,533
　　　光熱水料費 105 0 105
　　　建物管理費 2,280 0 2,280
　　　諸謝金 1,921 265 0 2,186
　　　租税公課 300 0 300
　　　委託費 2,537 4,947 0 882 6,602
　　　雑費 475 947 0 1,422
　　管理費 0 0 23,950 0 2,140 21,810
　　　給料手当 0 9,558 9,558
　　　法定福利費 0 1,626 1,626
　　　退職給付費用 0 643 643
　　　福利厚生費 0 10 10
　　　会議費 0 2,140 2,140
　　　旅費交通費 0 290 290
　　　通信運搬費 0 360 360
　　　集金費 0 620 620
　　　消耗品費 0 895 895
　　　備品購入費 0 320 320
　　　修繕費 0 20 20
　　　印刷製本費 0 30 30
　　　光熱水料費 0 105 105
　　　保険料 0 25 25
　　　賃借料 0 2,461 2,461
　　　事務委託費 0 1,212 1,212
　　　租税公課 0 300 300
　　　助成費 0 1,452 1,452 0
　　　雑費 0 1,883 688 1,195
　　経常費用計 35,771 7,030 23,950 0 3,022 63,729
　　　当期経常増減額 － 17,236 7,634 － 23,950 37,652 0 4,100
2 ．経常外増減の部
　⑴経常外収益
　　経常外収益計 0
　⑵経常外費用
　　経常外費用計 0
　　　当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0
　　　当期一般正味財産増減額 － 17,236 7,634 － 23,950 37,652 0 4,100
　　　一般正味財産期首残高 73,676 0 73,676
　　　一般正味財産期末残高 56,440 7,634 － 23,950 37,652 0 77,776
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　当期指定正味財産増減額 0
　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 56,440 7,634 － 23,950 37,652 0 77,776

第4号議案
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日本建築協会東海支部主催

建築工事実務講習会

この講習会は、建築CPD情報
提供制度認定プログラムです。
（公社）愛知建築士会（ 6単位）
㈳日本建築家協会（ 6単位）

■講習会会場〈昭和ビル〉

錦通

広小路通
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愛知芸術
文化センターオアシス21

テレビ塔

日　時：2013年 1 月22日（火）
　　　　9：30～17：00
会　場：昭和ビル・9階ホール
　　　　名古屋市中区栄4丁目3-26
定　員：60名（先着順）
受講料：15000円（含テキスト代）
■申込方法
FAXまたは東海支部へ直接
①講習会名
②〒・住所
③受講者氏名（年齢）
④事業所名
⑤担当責任者
⑥電話番号
⑦受講料支払方法
　（銀行振込等）
⑧ CPDを申請される方は、申請先の
団体名をお知らせ下さい。
受講料は前払制となっていますので、
併せて銀行振込等で納入して下さい。
受講料入金確認後、受講票をお送りい
たします。なお、日本建築協会HPか
ら受講申込書のダウンロードができま
すので、http://www.aaj-tokai.jpをご
覧下さい。

■申込先
㈳日本建築協会　東海支部
〒460-0008　名古屋市中区栄4丁目3-26
（昭和ビル5F愛知建築士会内）
TEL052-261-1451　FAX052-261-0251
E-mal：info@aaj-tokai.jp
URL ：http://www.aaj-tokai.jp

＜取扱銀行＞
●三菱東京UFJ銀行
　栄町支店（普通　0167157）

■趣旨と内容
●本講習会は、官公庁・設計事務所・
建設業をはじめ、設備・営繕など幅広
い分野の技術者を対象としたものです。
●とくに取り付きにくい施工計画と仮
設見積、現場実務の基礎である積算業
務に重点をおき、講義します。
●都市環境の変化に伴う法令・基準の
改正なども加え、技術の進歩に即応し
た知識の習得をはかります。
●積算業務では具体例より、その着工
準備から完成に至るまでをわかりやす
く解説します。

施工計画
日吉　智紀  氏
清水建設㈱名古屋支店

建築技術部生産計画グループ主査

適切な施工計画を立案できることが、
建築現場技術者の必須条件です。
安全で、経済的な施工計画を解説します。

仮設見積
福井　浩二  氏
㈱大林組名古屋支店

コストマネジメント部見積第二課課長

仮設工事費は、非常に把握しにくい面
があって、ついつい単位面積当たり、
あるいは請負金比率のみで処理されが
ちです。施工計画に基づいた合理的で
迅速な見積方法を解説します。

積算業務
時武　治  氏
㈱竹中工務店名古屋支店
見積部課長代理

見積業務のなかで基本となるのは、数
量積算です。この手順、基準を基本
に、より合理的で正確な積算業務を解
説します。

日本建築協会中国支部主催

建築工事実務講習会

この講習会は、建築CPD情報
提供制度認定プログラムです。
㈳広島県建築士会（ 6単位）
㈳日本建築家協会（ 6単位）

■広島工業大学　広島校舎

本川町

十日
市町

平和記念公園

袋町
土谷総合病院
デネブ高

中電前

平和大通

広島校舎

日　時：2013年 1 月18日（金）
　　　　9：30～17：00
会　場：広島工業大学　広島校舎
　　　　広島市中区中島町5-7
定　員：60名
受講料：15000円（含テキスト代）
■申込方法
FAXまたは中国支部へ直接
①講習会名
②〒・住所
③受講者氏名
④事業所名
⑤担当責任者
⑥電話番号、FAX番号
⑦受講料支払方法
　（銀行振込等）
⑧ CPDを申請される方は、申請先の
団体名をお知らせ下さい。
受講料は前払制となっていますので、
併せて銀行振込等で納入して下さい。
受講料入金確認後、受講票をお送りい
たします。なお、日本建築協会HPか
ら受講申込書のダウンロードができま
すので、http://www.aaj.or.jpをご覧
下さい。

■申込先
㈳日本建築協会　中国支部
〒730-0805　広島市中区十日市1-1-9
（相生通り鷹匠ビル4階山陽工業㈱内）
TEL082-232-6471　FAX082-291-2233
E-mal：info@aaj-chugoku.jp
URL ：http://www.aaj.or.jp

＜取扱銀行＞
●広島銀行
　本川支店（普通　3424438）

■趣旨と内容
●本講習会は、官公庁・設計事務所・
建設業をはじめ、設備・営繕など幅広
い分野の技術者を対象としたものです。
●とくに取り付きにくい施工計画と仮
設見積、現場実務の基礎である積算業
務に重点をおき、講義します。
●都市環境の変化に伴う法令・基準の
改正なども加え、技術の進歩に即応し
た知識の習得をはかります。
●積算業務では具体例より、その着工
準備から完成に至るまでをわかりやす
く解説します。

施工計画
辻井　達也  氏
清水建設㈱広島支店
建築技術部部長

適切な施工計画を立案できることが、
建築現場技術者の必須条件です。
安全で、経済的な施工計画を解説します。

仮設見積
岩崎　哲也  氏
㈱大林組広島支店

建築工事部技術課副課長

仮設工事費は、非常に把握しにくい面
があって、ついつい単位面積当たり、
あるいは請負金比率のみで処理されが
ちです。施工計画に基づいた合理的で
迅速な見積方法を解説します。

積算業務
横段　隆弘  氏
横段建築事務所

見積業務のなかで基本となるのは、数
量積算です。この手順、基準を基本
に、より合理的で正確な積算業務を解
説します。

日本建築協会

会告
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■特集予告
●1月号／特集 1　東畑建築事務所創立80周年
　　　　　特集 2　脱成長の時代を考える
●2月号／「らしくない空間（仮題）」

特集●身のまわりの世界の「構造」を探る
　【総論】
　　　建築構造を考える～減災の視点から～●⻆　彰  ―――――――――― 18

　【各論】
　 1 　機械接合の要 ねじ・ボルトとナット～緩まないナットの開発～
　　　●若林克彦  ―――――――――――――――――――――――――――――――― 22
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所 在 地―大阪市東住吉区
敷地面積―1,997.88㎡
建築面積―1,469.81㎡
延床面積―3,738.43㎡
構造規模―SRC造（一部RC造）、地上 3階
工　　期―2011年 9 月～2012年 9 月
最 寄 駅―大阪市営地下鉄　喜連瓜破駅
撮　　影―津田裕之（SS大阪）

建　築　主　学校法人　城南学園
設計・監理　安井建築設計事務所
施　　　工　大林組

大阪総合保育大学
－段々畑のような街に開かれたカタチ－
大阪総合保育大学は、幼稚園から大学院までの教育機関を展開する城南学園系列の保育系私立単科大学
である。城南学園は街に学舎が点在しており、街をキャンパスの一部として活用しているが、学生の憩い
の場となる屋外空間は多くない。一方日影規制の厳しい敷地環境で、学園から要請された建物ボリューム
を構成するには、上階になるにつれ建物をセットバックする必要があった。そこで、セットバックに
より生じる段々畑のようなカタチを、テラスや芝生広場といった屋外のガーデンとして位置づけた。
ガーデンを階段や各階に設けたラウンジスペースと連続させることで、内外に回遊性と広がりをもっ
た街に開かれた居場所を提供した。テラスや芝生広場・畑等の要素を学園の他学舎の建物ボリュームに
あわせた「サークル」によって構成し、竣工年順に配置することで城南学園の歴史を表現したランドス
ケープとしている。城南学園の歴史を表わし、市街地の立地環境の中で閉じることのない形態としたこ
と、そしてみどりや、光、空気の流れをとりこむこの場所は、ここにしかない環境装置として、学園の
アイデンティティを街に発信している。

（寺岡宏治・小林直紀・清原健史／安井建築設計事務所）

Ｎ

gardening stage

bench

deck
bench

ラウンジ

小教室

2F屋上 １F屋上

3F屋上

城南学園の歴史を表現したランドスケープ

jonan history garden1935 1986 2008

第1学舎
R6345.44 第3学舎

R2356.69

幼小学園
R9933.12

中高学舎
R9411.33
第五学舎
R1569.61

大阪総合
保育大学
R3919.39

食実習棟
R574.46

第二学舎
R3303.65

北側外観　　　　 学生の憩いの場となる城南ガーデン



所 在 地―兵庫県たつの市龍野町日飼字柿の木
敷地面積―14,863.46㎡
建築面積― 6,125.72㎡
延床面積―14,590.21㎡
構造規模―RC造、地上 5階
工　　期―2011年 4 月～2012年 6 月
最 寄 駅―JR本滝野駅
撮　　影―野口兼史（K’s Photo Works）
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建　築　主　ヒガシマル食品株式会社
設計・監修　KAJIMA DESIGN
施　　　工　鹿島・進藤　共同企業体

ヒガシマル食品　新工場
●歴史軸に沿ったまちづくり
龍野には歴史軸に沿ったまちなみがある。
旧市街には武家屋敷や土蔵が今も残り、城下町として栄えたまちなみが続く。
その東を流れる揖保川沿いには、その清らかな伏流水を使った醤油工場が建ち並び、
昭和初期に造られた赤レンガの近代建築が醤油の町・龍野の現代のまちなみ風景を
形成している。
さらに東へ向うと、ヒガシマル食品新工場の建つJR本竜野駅周辺となる。駅周辺で
は観光と醤油の街・龍野の活性化を目的として、都市整備事業による新しい街づく
りが行われている。
新工場は、この歴史軸と積極的に関係付け、伝統と未来の融合をテーマに、地域の
活性化と未来につながるまちなみ形成の指針となるデザインを試みた。

●歴史と風土を映すランドマーク
まちなみのスケールに合わせて建物ボリュームを分節し、さらに敷地外周に緑豊か
な空間を確保することで周辺への圧迫感を抑えた。
また、龍野の歴史や風土を意識したデザインとすることでこの新工場が地域に溶け
込み協調しつつ、これからつくられる新たな景観のランドマークとなることを意図
した。

●伝統と未来を融合する素材・ディテール
立ち位置により見え隠れする切妻屋根、蔵をイメージさせる白壁、和を想起する縦
格子と言った伝統的要素の中に、自然の肌合いをもつコンクリート打ち放し壁、周
辺の風景を取り込むガラスカーテンウォールと言った現代的な要素を持ち込むこと
で、伝統と未来が融合し、龍野の風土と調和するまちなみ風景を醸し出している。

●地域に開かれたポケットパーク
「地域に貢献する工場」をコンセプトとして、本竜野駅と城下町観光エリアを結ぶ
観光動線上に歴史的まちなみを継承するポケットパークを計画した。
歴史＝黒塀・石畳、近代＝レンガタイル、そして未来＝コンクリート打ち放しの歴
史軸に沿った素材と地下水を利用したせせらぎや木陰・ベンチが地域交流や子供の
遊び場として開放されている。

※兵庫県　第14回人間サイズのまちづくり賞　知事賞　受賞（2012年）
（吉野 博史・細田 尚宏／鹿島建設）
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所 在 地―大阪府堺市堺区築港八幡町
敷地面積―352,973.54㎡
建築面積― 2,994.64㎡
延床面積― 5,675.21㎡
構造規模―SRC造・S造、地上 3階、地下 1階
工　　期―2011年 9 月～2012年 2 月
最 寄 駅―大阪市営地下鉄　住之江公園駅
撮　　影―古川泰造・道下和亮

建 築 主　㈳大阪府サッカー協会
基本設計　ユーデーコンサルタンツ
実施設計　竹中工務店
施　　工　竹中工務店

J-GREEN堺　DREAM　CAMP
「DREAM CAMP」は、サッカーを中心とするスポーツ総合施設「J-GREEN堺」
の敷地内に、合宿所と観覧席、そして将来の「なでしこ」を育てる寄宿舎

「女子アカデミー」の複合施設として計画された。
建物は、メインピッチのコーナー部に大きく広がる十文字プランとして
ボリュームを抑え、広大な敷地と海に呼応する、水平ラインを強調した
外観とした。また観覧席部分をゴールに対してシンメトリカルに配置し、

「J-GREEN堺」のメインピッチのシンボル性を高めた。
ボリュームを 2 層に抑えた事により、竪穴区画を発生させずに自由な
吹抜空間をつくる事を可能にした。水平への広がりと共に垂直方向にも
繋がる空間は、トップライトを伴った明るく健康的なコミュニケーション
スペースとなった。随所に設けたこれらの空間が、外部への視線のヌケを
生み、目の前に迫るメインピッチの天然芝が、サッカーに対する気持ち
の高揚をうながすだろう。
内外空間を一体に感じさせる開かれた建築をめざし、境界ゾーンにおいて
は、ガラススクリーン・庇・半透明の金属スクリーン・ピロティ・デッキ
テラス・植栽帯等、ライン・面の要素を重層的に構成し、内部／外部が
様々な密度で混じり合う場所としている。

（森　康郎／竹中工務店）



50人の小さな音楽ホール「ヒメシャラ堂」。
幹がほんのり赤い株立ちのヒメシャラが玄関前で迎える。中庭を介してヒメ
シャラ堂（RC造）と住棟（木造）をリニアに並べ、茶室でつないだ。
同じ焼杉板をヒメシャラ堂の型枠と住棟の外壁に利用し、コンクリートと
板張りという異なる素材を用いながら、深い木目と茶炭のチャコール色に
よって、互いに呼応し、統一感のある外観とした。
ホールは、常時はピアノ2台のレッスン室であるが、倉庫にピアノ1台を移動
することで、コンサートスタイルに転換する。ステージ照明は、レイアウト
自由なワイヤー照明を採用した。
これまでに、ピアニストである妻と娘を中心に、ヴァイオリンやチェロの
ゲストを呼んでの春秋の定期コンサート、芸大教授などによる公開講座・公開
レッスンを開催し、小さいながらも上質な音楽を街に発信している。

大守　昌利（おおもり　まさとし）

1964年　　岡山県生まれ
1986年　　京都大学卒業
1989年　　ウィーン造形美術アカデミー
1991年　　京都大学大学院修了
1991年～　日建設計

撮影　　　川岸潤司
企画編集　西田佳代（作品作風小委員会）

ヒメシャラ堂
設計

大守 昌利

左：ヒメシャラ堂　右：住棟

音楽ホール　ワイヤー照明と音響に配慮した傾斜屋根芝生とテラスの中庭　正面は茶室　テラスは大型オーニングで覆われる
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特集

身のまわりの世界の「構造」を探る

私たちの身のまわりの世界の様々なモノは、それぞれ特有の「構造」を有しており、

これら構造に関するクライテリアは、その機能や性能に重要な関わりを持ちます。

建築に携わる人々にとっての構造とは、建物の構造設計・構造躯体などが最も身近

なキーワードであると思われますが、建築物以外のモノでは、どのような「構造」

に目をむけて、それらの機能や性能が担保されているのでしょうか？　機械部品の

単位から、交通・社会基盤、宇宙に至る規模まで、身のまわりの世界には、建築と

いう限られた視点のみからでは見えてこない構造があります。本特集では、様々な

分野で日々活躍されている皆さまに、知っているようで知らない身のまわりの世界

における「構造」について多様な視点から語っていただきます。

総論

建築構造を考える ～減災の視点から～／ 　彰

各論

機械接合の要 ねじ・ボルトとナット ～緩まないナットの開発～／若林克彦

自動車の車体設計 ～SKYACTIVボデー開発～／上野正樹

次世代の鉄道車両を担うアルミ車両 ～アルミ合金製車両の変遷について～／

　　　　　　　　一般社団法人日本アルミニウム協会 アルミニウム車両委員会

船の構造と安全性／飯島一博・澤村淳司

身近な「橋」も奥が深い?／加藤敏明

潜水艦という特殊な世界／坂本　明

宇宙エレベーターの構造 ～宇宙大量輸送機関～／大野修一

企画：構造分科会

石田大三（日建設計）・岸本光平（竹中工務店）・志摩好宣（鴻池組）・瀧野敦夫（奈良女子大学）

角田耕一（大林組）・橋本宗明（北條建築構造研究所）・向井洋一（神戸大学大学院）



建築と社会■2012.1218

■はじめに
　本特集のテーマ“身のまわりの世界の「構

造」を探る”が選ばれた趣旨は、建築以外の

構造に触れて建築の構造あるいは建築全体を

再考し、建築に関わる人間の視野を広げるこ

とであると考える。そこで本論では“建築以

外の構造”と比較しながら、自然災害に対す

る減災の視点で、改めて建築の構造を見直し

てみたい。

　“建築以外の構造”と建築の構造が異なる

点は①寿命が長い、②動かない、③自然の力

が相手、④一品の受注生産、⑤民間投資が主、

⑥製品コストが高い、等の特徴がある。

　また建築の機能のなかで建築利用者に関心

があるのは使いやすさと美しさであり、強さ

は当たり前であって殆ど意識されていない。

それに比べて“建築以外”では構造そのもの

が機能である場合が多く、建築と大きく違う

ところである。

　ここで“構造”の字義をしらべてみると

「いくつかの材料を組み合わせてこしらえられ

たもの、またそのしくみ」あるいは「全体を

構成する諸要素の依存の関係の総称」とある。

この意味では、建築界で現在一般的に使う

「建築の構造」は言葉の意味の幅をかなり狭く

絞っていることになる。一般には外力に抵抗

するために働く“建築の骨組み”に限定し、

種々の材料を組み合わせて造った骨組みその

もの、あるいは骨組みのしくみを“構造”と

呼んでいる。本来は建築全体を対象としてそ

の組み合わせや仕組みそのものを指して使う

べき言葉である。それとも古来、我が国の伝

統木造建築では骨組みそのものが建築であり、

建築の最も主要な部分であるため建築を代表

して骨組みを“建築の構造”と呼んでいるの

かもしれない。

　ここでは建築構造について、現状について

考え、次に未来への期待を込めた課題につい

て示したい。

■近代建築構造の進展
　建築はもともと意匠、構造、設備と区別し

て呼ぶようなことはなかったし、職能として

も分れるものではなかった。18世紀後半の産

業革命以降、鉄の構造に続いて、鉄筋コンク

リート構造が実用化され、巨大な建築を大量

に、かつ迅速に造る技術の開発によって欧米

に近代建築が誕生した。現代の建築は構造技

術の発展の結果として成立したものであり、

200年程度の時の流れを経たものである。

　我が国でも明治に入ると、いち早く鉄と

コンクリートの建築構造が受け入れられる。

1894年 3 階建て鉄骨造煉瓦壁の工場が、1905

年には鉄筋コンクリート造の倉庫が建設され、

急速に新しい建築構造が普及していく。

　当初は外装はあくまで煉瓦と石であり、意

匠上は旧時代の建築を踏襲するものであった。

しかし荷重を支えるものは鉄骨や鉄筋コンク

リート造の柱・梁である。これから建築の構

造とは意匠と離れた荷重支持部分を指すよう

になったのかもしれない。

　1923年関東大震災により我が国の建築構造

は一変する。欧米直輸入の構造は地震力につ

いては無力であった。我が国では建築構造が

抵抗すべき力は重力から地震力へ重点が移り、

水平震度0.1が義務化され、独自の発展を遂げ

ていくことになる。

　その後、第二次世界大戦後の復興期、それ

に続く高度経済成長期を迎え、建築界の急膨

張が続く。その間の50年近くは、幸運にも日

本は地震平穏期にあたり、建設需要に合わせ

て、大規模建築や高層建築が大量に生産され

ていった。建築の粗製乱造とも言われた時代

であった。

　しかしこの間にも1968年十勝沖地震、1978

年宮城県沖地震の被害を受けて1981年に新耐

震設計法が施行され、世界に冠たる耐震構造

設計が義務づけられた。

　そして1995年、兵庫県南部地震が発生し日

本列島の地震活動期が始まった。兵庫県南部

地震の建築被害は甚大で建築構造への関心は

一気に高まり、免震・制振技術と耐震補強が

急速に広がることとなった。

　旧基準の建物の想像を絶する被害の一方で、

新耐震基準の建物には、地震動の大きさに比

べれば被害は予想以下であった。初めての近

代都市を襲った震度 7 の地震にたいして現在

の構造技術がその機能を発揮した最初の経験

であった。

　それから10年、2005年に設計効率を上げる

ため構造一貫計算ソフトに頼る構造設計界の

総論
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弱点をついた構造計算書偽造問題が発生し、

構造設計への信頼は一気に地に落ちてしまっ

た。その結果、構造設計への規制強化が図ら

れ、構造設計のあり方について混乱が続くな

かで、2011年、だれにも想定できなかったマ

グニチュード 9 の東北地方太平洋沖地震が発

生する。我が国の近代建築構造が始まって100

年、兵庫県南部地震以来のこの16年は誠に建

築構造激動の時代であったといえる。

　しかし、今や中近東では1km近くの高さの

建築を可能にし、自然の猛威を世界で最も激

しく受ける日本でさえも東京スカイツリーが

完成し、間もなく大阪市阿倍野区には日本一

の300m超高層建物が完成するまでになった

（写真－ 1）。一見、構造技術の華々しい成果

を誇っているかのような時代になっている。

写真－1　工事中の300ｍ超高層建物

■構造の機能
1．強さ

　建築の機能は“強・用・美”と言われてい

る。構造はその中で“強”を担うと説明され

る。しかし正確には“用・美”が必要であっ

て、それを実現するために“強”が必要なだ

けであり、その“強“を構造が担っている。

従って建築の機能を満たすのはまず構造が

“強”を満たすところから始まる。強とは“安

全”である。

　ここで安全とは何に対して安全かが重要で

ある。重力に対してなら簡単である。それは

地球上にあるものなら日常作用しているから、

安全の証明方法は明白である。地球上にある

ものは、それ以外に大地からの地震力と土水

圧、大気からの風力や熱、また酸化による劣

化を受ける。その他、人為的な力としてテロ

による爆破、衝突また火災がある。テロは世

界共通の建築の脅威となりつつある。

　我が国では地震力が最も大きな脅威である。

ところが地震力は再現期間が数十年から数百

年あるいは数千年の場合があり、建築の寿命

から比べるとあまりに長い。結果としては、

ある土地に定着した建築はその構造機能“強”

を発揮できるかどうかを判定できないまま取

り壊される場合が殆どである。

　勿論、地震力そのものも既知ではない。震

源断層の大きさ、その動き方、波動の伝達経

路、また建築の建つ表層地盤の特性も明確に

は分かっていない。ある地点における地震力

と発生確率は未知と言わざるを得ない。また

地震力そのものは建物の特性と組み合わさっ

て決まるため、自然力の研究だけでは全く不

完全である。以上のことから考えると安全を

求めてはみても、確実に安全とは言えないの

が建築の構造である。

　さらに、安全についての理解の仕方が専門

家と利用者では全く違う。利用者または所有

者は安全とは生命の確保はもちろん財産価値、

恐怖感までを含めて安心を求めている。しか

し専門家は地震の不明確さと構造設計技術の

限界から、「倒壊・崩壊せず生命を守ること」

が大地震時の構造の機能と固く信じている。

　また“強”の中には耐久性がある。構造体

の耐久性は重要な構造機能である。しかし、

まだ100年の歴史しかない近代建築構造には耐

久性について十分なデータで保証できる状況

にはない。我が国では急激な高度成長のおか

げで、物理的耐久性で決まる寿命を全うする

よりも、建築用途上の耐久性が不足して取り

壊される物が多かったこともデータ蓄積を困

難にしてきた。今後の低成長時代では構造の

寿命がもっと優先される予感がある。

2．快適さ

　建築機能の“用”のなかには快適性がある。

その中で建築の構造に関連する問題に、日常

生活での変形や振動が人間に与える不安感が

ある。変形の問題は重力に対する対策のため

再現性があり、比較的明快である。しかし振

動は必ずしも明快ではない。それは人間の感

覚に帰するためである。そのため感覚を無理

やり数値化して対応している。このような問

題は近年ますます要求が高くなり環境振動な

どでは、いわゆる建築のプロでは手に負えず、

専門家に任せるしかない状況である。

3．美しさ

　“美”に貢献する構造の役割は“建築以外”

に比べて特徴的である。建築の外観や内部空

間の形状を決めるのは構造体であり構造技術

の果たす役割は決定的である。しかし、その

形を選ぶのは建築家である。古くはトロハや

ガウディ、現代ではカラトラバ（写真－ 2）

のように一人で構造的合理性と美を融合して

形を決定できるスーパースターもいる。しか

し大多数の構造技術者はその形を構造上合理

的にするために種々の提案を行うのみであり、

建築家の無理解に苦しみながら悪戦苦闘する

のが日常である。

　美しく、印象的な建築であればあるほど構

造の合理性が要求される可能性は高い。しか

し構造的合理性だけで美が造れるものでは勿

論ない。

写真－2　カラトラバ設計の超高層建物

■構造と社会の関わり
1．性能保証

　建築の構造は自然の力が相手であり、しか

も寿命は長い。このような特徴が建築構造の

性能保証をかなりユニークなものにしている。

　自然災害、特に地震に対する性能保証は曖

昧である。保証すべき地震の大きさとは何か
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が曖昧である。地震の大きさはマグニチュー

ドで表せるが、建築構造の性能保証には何の

関係もない。震度に対して保証するかという

とそうでもない。現在の気象庁の計測震度は

ある領域の建築の地震被害には関連するかも

しれないが特定の建築の揺れやすさを表すも

のでないため、被害とは直結しない。また地

震の揺れ方は表層地盤のかなり微地形に影響

を受けるためか、我が国のように変化の多い

地形では同一震度の地域内でもバラツキが大

きく、一様な地震力が作用するとは言えない。

　従って、現状では法に従って設計されたこ

とだけが性能保証となっている。法に適合し

ていることを構造計算適合性判定と建築確認

の取得で性能保証されたことになっている。

しかし、法は設計外力の大きさは規定してい

ても、明確に地震の大きさを規定しているも

のではない。一般には大地震とは震度 6 強程

度と言われているが、震度 6 強に相当する加

速度は相当大きな幅があり性能保証するには

幅が大きすぎる。従って、いざ大地震が発生

しても性能保証の範囲であるかどうかが全く

不明確である。このような曖昧な性能保証で

巨額なコストの商品が流通できることが不思

議である。

　また建築の寿命は60年程度と言われている

が、その期間にわたって性能保証できる設計

や施工の企業あるいは個人が存在するとは限

らない。存在しない方が普通である。まして

や再現期間500年程度ともいわれる大地震につ

いては論外である。こうなると建築構造の性

能保証は誰ができるのだろうか。ましてや少

なくとも数億円以上もの建築を弁償する能力

のあるものは限られる。ちなみに施工者や設

計者が利用できる保険で自然災害に対して補

償するものはない。

2．設計・生産の体制

　建築の生産は一品、一品の受注生産で建設

地はその都度かわる現地生産である。設計と

施工は別会社が担当することが多い。特に海

外では殆どが別会社であり、我が国でも公共

工事は同様である。出来上がった商品の性能

に対する責任は、それぞれが分担した部分に

ついて負うことになる。従って、時に設計責

任か施工責任かが争われることになる。“建築

以外”が製造物責任としてあらゆる責任を最

終供給者が負うことと比べると大きな違いで

ある。

　設計者は国から資格が与えられ、有資格者

の独占が認められている。“建築以外”にはこ

のような独占はなく、すべて自由競争である。

さらに独占している資格者でも、設計は法に

より細部にわたり規定されており、技術者の

裁量をできるだけ少なくするように定められ

ている。もし構造設計者が法に違反した場合

は、実際に被害が生じていなくても禁固刑を

含む罰則が定められている。しかし技術の世

界の詳細をすべて法で規定することはできな

いため混乱が絶えない。また技術の進歩のス

ピードに法はついていけないため新技術の採

用が大変に不自由なことになっている。“建築

以外”においても構造技術の失敗が人命を脅

かす可能性は十分あるが、このように法規定

されているものはない。こんなにも法が技術

を規定するのは建築構造の特徴である。これ

は前章で示したように技術者に性能保証能力

がないため、国が消費者を守る必要があると

考えているからに相違ない。

　建築の施工は数万点に及ぶ部品の組み立て

であり、部品の製造者も組立者もそれぞれ別

会社である。また現地生産かつ一品生産であ

るため、生産性は極めて低く、3K職場とし

て若者に敬遠され、技能者の老齢化が進んで

いる。熟練技能者が消えていくのは止められ

ない流れである。建築主から直接請負う会社

（総合請負会社）はこのバラバラの会社を順

序立てて、仕様書通りに作業させ、工期通り

に組み立てる責任を負うだけである。従って、

本来は完成品の品質の責任を負う立場にはな

い。

　また建築の施工における構造体の品質保証

は全て製造過程の工程確認のみである。“建築

以外”では性能確認試験を行って品質を保証

したものが納入されるのに比べると大きな違

いである。完成品で容易に性能を確認できな

いため計画通りに造られてきたことのみが性

能を保証すると見ているである。誠に頼りな

い確認方法である。

■これからの建築構造
1．法を守るだけでよいか

　自然外力に対する構造の目標性能は常に法

により定められてきた。しかし自然の力の不

確定性と個人の財産権との関連から法は頻繁

に改変できない。また高度な性能を規定する

こともできず最低の基準を示すのみである。

一方、科学技術の進歩は目覚ましく、建築以

外の世界では、人類が手にできる新しい可能

性は広まるばかりである。建築の構造の世界

においても、希望する人たちにはより高度な

性能を提供できるように進めなければならな

い。往々にして建築構造の技術開発は“より

安く”、“より早く”を競ってきた傾向がある。

建築界で行われているVE提案というものが、

同等の性能を“より安く”、“より早く”の価

値で行われる傾向が強いことからも想像でき

る。法を満たして“より安く”、“より早く”

だけでなく、いま利用者のために建築の構造

が何を提供できるか考える時である。たとえ

“よりコスト高”になっても求められる構造性

能を提供できるように変革すべきである。

　東北地方太平洋沖地震でマグニチュード 9

を経験して以来、地震の大きさの“想定範囲

内”とは何かが議論されている。専門家がま

ず自己規定して“ここまででよい”と決める

ことが批判されている。

　筆者は現在知り得る範囲内で可能性のある

最大の地震動の大きさを想定することから始

め、種々の判断のもとで、大きさを限定し建

築物の目標性能を定めることが必要と考える。

そしてこの決定の過程を専門家と生産側だけ

で決めるのではなく利用者にオープンにする

ことで了解点、妥協点を見出すべきと考える。

　例えば大阪には上町断層という都市直下の

活断層がある。この断層は8000年間隔で動く

と推定されている。また地震動の大きさは桁

はずれに大きな予想も含まれている。これに

対して諦めから思考停止していたのが今まで

であった。しかし社会は今やそんな立場では

止まっていない。｢完璧ではなくとも、どこま

でできるか ? ｣ を専門家に求めているのであ

る。関西の構造技術者と研究者は、この上町

断層にたいして自主的に選択できる設計用地

震力を決めようとしている1 ）。各地でこのよ

うに、法に頼らない構造技術者の活動が望ま

れる。

　現在も性能設計として地震力を1.25倍や1.5

倍にした設計が時に行われる場合もある。し
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かし、これが広まらないのは漠然とした数字

だけの安全率では、一般の人々は納得しない

からである。単にコストアップだけが印象に

残るだけではないか。根拠に基づいて、イ

メージを持てる可能性のある最大の地震動を

示すことが必要と考える。

　自然災害を受け続けてきた我が国だからこ

そ、最低の基準（法）から始めるのでなく、

最高の想定から始め、今、どこまでできるか

を合意して、設定していくことが、これから

の建築構造である。

2．倒壊を防ぐだけでよいか

　構造設計の目標は「大地震に対して倒壊を

防ぎ、人命を守る。」である。保有耐力計算で

確認される崩壊メカニズムを保証して倒壊に

至らないように設計するのが、現在の法の求

めるところである。しかし、大地震の発生を

目の当たりにした社会が求めているものは、

多少の損傷はあっても大地震後も安心して使

用できる建築である。これは個人の財産確保

の意味だけではない。人口密集地帯の建築は

倒壊が防止できても続いて使用できるかどう

かが大きな分かれ目になる。もし居所を退去

しなければならないとなり、避難民が膨大な

量で集中すれば、避難所の不足だけでなく避

難民の移動だけでも救助活動の妨げがおこり

初期救助活動に重大な問題を生じる。都市に

利用可能な建築群が残ることはあらゆる面で

被害を軽減することになる。

　またBCP（事業継続計画）を進める専門家

からは発生直後の被害状況から即座に建築の

使用可能性を判断できる手法を要求している。

当然余震が頻発する状態のもとでの判断であ

る。これは現状の建築構造技術では至難の業

である。

　これらのことは建築を利用する人から見れ

ば至極当然の要求であるが、造る側から見る

と現状はそんなことを考えてもいない。

3．構造体だけでよいか

　いま天井の安全性確保が法で要求されよう

としている。過去の地震でも、地震発生の度

に起こっていた天井の落下がようやく注目さ

れ対策が打たれようとしている、同じように

エスカレーターも新しく見直される。兵庫県

南部地震でも同じことがあっても、建築構造

体の被害が甚大であったため無視されていた。

このことは我が国の地震対策がかなり進歩し

てきたことを証明している。これらの仕上げ

材や設備が建築の構造設計の対象であるのか

という疑問が構造設計者から挙がっている。

しかし、他に誰がこの問題に対処できるだろ

うか。地震時の建築挙動をイメージできるの

は構造設計者以外にない。過去の延長だけで

物を見ることはやめて、建築の利用者の視点

で自らの役割を考えなければならない。天井

は、従来の考えでは構造体ではなかったとし

ても、「はじめに」で述べたように“構造”の

字義に戻って建築構造を見直すべきと考える。

そしてそのまとめ役を構造設計者が務めるべ

きである。

　その他にも危険なものが建築の中には潜ん

でいるかもしれない。我々は現象を忠実に観

察していく必要がある。

4．性能向上のために

　今までは“高さや大きさ”への挑戦でよ

かったけれど、これからは、もっときめ細か

な性能が求められる。さらに構造体の性能だ

けではなく、建築物全体へ、あるいは都市全

体にまで配慮が必要になってきている。

　東北地方太平洋沖地震において現設計法は

大地震に対しても十分な性能を発揮したと言

われている。しかし、十分過ぎたのではない

かとの問いかけもできる。兵庫県南部地震に

おいて、震度 7 地域では新耐震建物の殆どが

中破以上あるいは倒壊を免れる程度の被害で

ないと設計目標とは合わないはずである。し

かし何故か、大部分のものは健全に残ってい

る。つまり建築の構造性能は“建築以外”に

比べると全く目標通りには設計できていない

状態にあると言える。これからは大地震に対

して、もっと注意深く観察し、“何故壊れた

か”でなく、“何故壊れなかったか”を丹念に

探ることが必要であると考える。

　そのために建築のモニタリングが有効な手

段と考える。これは建築の挙動を直接確認す

ることができ、我々が想定している構造性能

を評価することができる。古くは地震計、沈

下計や土水圧計などがある。近年は情報技術

の飛躍的な進歩を受けて構造体の応力や変形

を計測することも容易である。

　またこれは建築構造のためだけではなく、

被災後の状態を迅速に推定して使用可能かど

うかの判断のために活用できる。

　さらに設計や施工の原因で起こるトラブル

について、意図した性能を発揮したかどうか

を証明することになり建築の保証に道を開く

ことにもなると考える。筆者はエレベーター

の地震感知のように、すべての建物に地震計

が設置される時代が来ることを期待している。

　性能向上のために欠かせない大きなテーマ

は施工技術である。少子高齢化と3K職場が重

なり熟練技能者の存在はもはや望むべくもな

い。現場施工の宿命をもつ建築で熟練のワザ

なしで高度な性能設計をしても、まさに絵に

描いた餅に終わる。「これからの建築構造」を

考える上で最も困難なテーマである。最近騒

がれているBIMを駆使して、複雑な建築生産

を省人化していくことも、この問題に対する

一つの有望な方策であるかもしれない。

■おわりに
　建築は本来、前向きで明るいものである。

その中で構造だけが災害のイメージとつなが

り、少し暗い。しかし日本中で減災が叫ばれ

るなかで建築の構造がはたすべき役割は非常

に大きい。寺田寅彦は1934年（昭和 9 ）、｢天

災と国防｣ 2 ）において ｢文明が進めば進むほ

ど天災の暴威による災害がその激烈の度を増

す｣ と記している。建築の構造に求められる

性能は現代の高度な社会では、ますます高い

ものとなっていく。しかし我が国は“E-ディ

フェンス”という実大建物を模擬できる世界

一の実験施設を有している。また“京”と呼

ぶ世界最速のスーパーコンピューターも保有

している。さらには全国にはり巡らした地震

計も世界最大級である。すでに建築構造は世

界最高の技術を作り上げる基盤を十分備えて

いる。

　次の巨大地震までどれだけの時間が残され

ているかは知る由もないが、その時に備えて

建築構造界は一層、奮起すべきである。

（すみ　あきら）

参考文献
1 ）近藤一雄他：大阪府域直下型地震への備え「建築

と社会」2012.8　pp.16～19
2 ）寺田寅彦：「寺田寅彦随筆集　第五巻」岩波文庫、

岩波書店1948.11　pp.56～66
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■はじめに
　当社ハードロック工業は、「ゆるみ止めナッ

ト」を製造販売してほぼ40年になるが、いま

だその必要性から、需要は増え続け、鉄道、

自動車、産業機械をはじめ、あらゆる分野で

採用をいただいているのが現状である。

　実際、一般的に使われているねじは、一旦

締結した状態でそれほどゆるむのかというと、

答えはNoである。

　しかし、現実はどうかというと、世界中い

たるところ、ねじのゆるみが原因で事故が多

発している。

■ねじゆるみについて
1．ねじのゆるみの定義

　それでは、そもそも「ねじのゆるみ」とは

どういうことなのだろうか。『ねじ締結体は、

締付けによってボルトの軸部に発生している

引張力（ボルト軸力）と被締付け物に発生し

ている圧縮力（締付け力）により一体化され

ている。これらの力は、ねじ締結体に外力が

作用していない時は互いにつりあっており、

その状態における両者を総称して「予張力」

という。締付けの際にねじ締結体に発生し、

保持されているはずの予張力が機械の使用中

に何らかの原因で低下することがある。この

ような予張力の低下をねじのゆるみ』という。

しかし、少しでも軸力が低下した時点で「ね

じのゆるみ」というのか、どの程度の低下ま

ではねじ締結体の機能を損なうことが無いの

かといった具体的な定義付けはされておらず、

ここでいう「ねじのゆるみ」と我々が日常考

えている「ねじのゆるみ」とでは、かなり大

きな開きがあるように思える。

2．ねじのゆるみの分類

　分類としては大きく分けて、ねじが

戻り回転しない場合とする場合に大別

される。まず、「ねじが戻り回転しない

ゆるみ」とは、初期ゆるみ、陥没ゆる

み、微動摩耗によるゆるみ、密封材の

永久変形、塗装材の破損によるゆるみ、

過大外力によるゆるみ、熱的原因によ

るゆるみ等がある。これらは、経時変

化によるものが多く事前に対策をたて

れば防止することが可能である。

　一方、通常「ねじがゆるむ」といわれるも

のが「ねじが戻り回転してゆるむ」場合で、

種類としては、軸周り方向、軸直角方向、軸

方向へそれぞれ繰返し外力がかかることによ

るゆるみであり、その中でも、対策が最も困

難といわれるものが、軸直角方向繰返し外力

によるゆるみであった。

■ゆるみ止め部品のゆるみ止め効果と評価
　「ゆるみ止め」「回り止め」等と称される部

品が数多く存在するが、実用されている代表

的なゆるみ止め部品の効果についてすでにま

とめられている。表 1はゆるみ止め部品の有

効性及び機能について示されている（1）。この

中で、初期ゆるみ、陥没ゆるみ対策用の皿ばね

座金、平座金などでは、ボルト・ナットの戻り

回転に対しては、効力を発揮することはほとん

どできない。このことはすでに山本晃（2）の著

書に示されている。

　次に、戻り回転抵抗タイプには、ある程度

以上の軸力低下は防ぐものや、軸力の低下

の速度を遅らせるもの（フランジ付ボルト・

ナット、ナイロンインサートナット等のプリ

ベリングトルク形ナット他）、単なるナットの

脱落だけを防止するもの（割ピン付ボルト、

舌付座金他）と様々であるが、軸力低下をな

くす為の根本的解決には至らない（2）｡

　最後に、戻り回転防止タイプは、軸力の低

下がほとんど発生しない部類であり、戻り回

転によるゆるみに対する性能が最も優れたも

のである。このタイプはかなり有効ではある。

　ただし、ダブルナットでは、互いのナット

が完全な羽交い締めの状態であることが条件

となり、接着剤（2）も、適切な使われ方がなさ

各論 1

機械接合の要
ねじ・ボルトとナット
～緩まないナットの開発～

ハードロック工業株式会社
代表取締役社長

若林克彦

1933年大阪市生まれ。
大阪工業大学卒業後、バルブメーカーに就職
し、設計技師となる。国際見本市で見た戻
り止めナットをヒントに「Uナット」を開発
し、冨士産業社（現冨士精密）を創業。その
後、世界で唯一の絶対に緩まない構造をもつ
オンリーワン商品「ハードロックナット」を
開発し、74年ハードロック工業を設立。2005
年アメリカ機械学会において、その緩み止
め効果が世界で証明される。現在まで約40
年間、日本のみならず、台湾、中国、ドイ
ツ、英国の高速鉄道、F1カー、東京スカイツ
リー等の様々な重要箇所に幅広く採用されて
いる。また、NEWSWEEK誌の「世界が注目
する日本の中小企業100社」に掲載される等、
国内外のメディアからも高い注目を浴びてい
る。2009年には「旭日双光章」を受章。

表1　ゆるみ止め部品の有効性（2）

有効性 機　　能 適　合　例

初期ゆるみ対策 ばね圧力 皿ばね座金、ばね座金

陥没ゆるみ対策 面圧低下 高剛性平座金

戻り回転抵抗

機械的回り止め
溝付ナット、割ピン付ボルト

舌付座金、つめ付座金

ねじ部密着度増加
タッピンねじ

コイル状インサート

戻しトルク増大

非金属インサート付

戻り止めナット

全金属製戻り止めナット

フランジ付ボルト、ナット

プリべリングトルク形ナット

戻り回転防止

嵌め合い隙間除きの

強制ロッキング
ダブルナット

嵌め合い隙間内での

固化、接着

嫌気性接着剤

接着剤入りカプセル付ボルト
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れなければ効果がないと推測される。どちら

の場合もある程度の技術が要求されるため、

実際の現場作業員では、素人化が進む今、完

全な締結状態で管理できているかは大きな疑

問が残る。

■ゆるまないねじ
　ハードロックナットの誕生
　ねじがゆるむ原因は、ボルトとナットのね

じのガタ（遊間）にあり、それを完全になく

すことが最大の課題であった。そこで、古代

木造建築に使用されている「くさび」を利用

すれば解決できるはずと研究を重ねてきた結

果、ついに誕生したのが、「ハードロックナッ

ト」であった。図 1はハードロックナットの

構造原理（3）を示している。構造は簡単で、凹

凸 2 種類のナットで構成され、凸ナット（締

付けナット）は若干偏芯（※）加工させたのに

対し、凹ナット（ロックナット）は真円加工

を施している。その結果、ボルトに凹凸ナッ

トを締付けた時、嵌合部にクサビ効果が発生

し、ねじのガタをなくす構造が完成した。

（※）通常の「偏心」と区別し、当社オリジナルの「偏
芯」を用いる。

　このクサビ効果がどれほど強力なものであ

るか、以下に示す 2 種類の代表的な軸直角方

向のねじゆるみ試験で、一般ナットとの比較

データを紹介したい。図 2はJunker式（4）を、

図 3はNAS式（5）の概要を示す。 1．で軸直

角振動試験（Junker式）の内容を、 2．で

NAS3350・3354規格に準じる加振式衝撃ゆる

み試験について述べる。

1．軸直角振動試験（Junker式　DIN65151）

　固定板と振動板とを試験ボルト・ナットで

締結し、振動板に軸直角方向の外力を加えて

振動変位させる。変位は回転成分が入らない

平行変位だけとする。

2  ．NAS3350・

3354規格に準じ

る加振式衝撃ゆ

るみ試験

　試験ボルト・ナッ

トで締付けたねじ

締結体を鉛直方向

の長穴内に横たえ

長穴の本体を振動

台で上下に振動さ

せ、長穴の上下端

で軸直角方向の衝

撃を与える。

3  ．ゆるみ試験結果例

　図 4はJunker式の結果の一例である。共に

JISに規定されているM10×P1.5のボルト・

ナットを用いた。縦軸がボルト初期軸力を、

横軸が振動繰り返し回数を示している。初期

軸力をボルト降伏点の30%とし、振動変位振

幅をS=±0.35/±0.5/±0.75mmとした時の一般

ナットとハードロックナットの比較である。

一般ナットは全ての変位振幅でボルト軸力が

殆どゼロになることを示し、他方、ハード

ロックナットは最も過酷なS=±0.75mmという

条件でもボルト軸力が残り、ゆるまない事を

示している。

　図 5はNAS式の結果を示す。縦軸には初

期締付けトルク値を示し、横軸は振動回数を

示している。結果は、M20×P2.5のボルト・

ナットで、一般ナットはボルト破断寸前の

300N・mで締付けた場合のみ、試験基準を満

足したが、ハードロックナット（HLN）の場

合は、非常に低い締付け状態であっても全く

ゆるまなかった。

　以上の結果から、ハードロックナットの場

合、初期軸力が非常に低い状態であっても、軸

力低下がみられず、クサビ効果が十分発揮され

ていることがわかる。このことは、2005年ア

メリカ機械学会でも科学的に証明されている。

■世界で認められたハードロックナット
　アメリカ機械学会（ASME PVP2005-

17333）で高度なコンピュータ解析と様々な実

験結果から、軸直角方向繰返し外力によるゆ

るみに対し「非常に有効である」と発表され

た。今日では、日本をはじめ、台湾、中国、

英国等の高速鉄道、F1カー、明石海峡大橋、

東京スカイツリー、ベビーカーにいたるまで

国内外の様々な産業分野に安全を提供する必

需品として認知されている。最近は、最も品

質の厳しい航空宇宙分野の品質規格を既に取

得し、ボーイング社等への参入準備をすすめ

ている。

参考文献
（1）日本ねじ研究協会編：ねじ締結ガイドブック（2004-

3、新版）p.71.
（2）山本晃著：ねじ締結の原理と設計　養賢堂（1995-

3、初版）p.132～139.
（3）ハードロック工業㈱　総合カタログ（2011）p.37．

http://www.hardlock.co.jp
（4）日本規格協会：ねじ締結体設計のポイント（2002、

改訂版）p.243～250.
（5）AIA/NAS　NAS3350（1992）, NAS3354（1989）.

（わかばやし　かつひこ）

ハードロックナットのゆるみ止め構造
日本古来の「クサビ」の原理を用いたゆるみ止め構造とは！

クサビ

ク
サ
ビ

クサビをハンマーでたたき込む。

クサビをナットのねじで押し込む。

クサビをナットと一体化とする。

原  理 ボス部を偏芯加工した凸ナット❶と真円加工
を施した凹ナット❷を組み合わせることでボ
ルト軸直角方向にクサビの原理による強力な
ロック効果を力学的に発生させる。

HLN のクサビによる強力なゆるみ止め効果は
ボルトとナットを完全に一体化させ、如何な
る振動、衝撃も寄せ付けない。

作用効果の
ポイントはココ !

図1　ハードロックナットの構造原理（4）
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図 5　NAS規格加振式衝撃ゆるみ試験結果図 2　Junker式概要（4）　　図 3　NAS式概要（5） 図 4　軸直角振動試験（Junker式）振幅比較結果



建築と社会■2012.1224

■はじめに
　CO2排出低減や低燃費など、環境性能への

要求が急速に高まる中、マツダでは内燃機関

の基本に立ち返った熱効率の改善に取り組

み、世界一の高圧縮比14＊ 1を実現したガソ

リンエンジンや新世代クリーンディーゼルを

SKYACTIV技術として導入し好評を得てい

る。一方、環境性能の改善には車体の軽量化

も効果的である。100kgの軽量化で約3%の燃

費改善の効果が見込まれ、車体の軽量化が大

きな課題である。

　次に安全に関しては、国土交通省によると、

平成22年度の交通事故による死者数（事故後

24時間以内）は4,863人であり、ピークの昭和

45年度の 3 分の 1 以下にまで減少している。

今後も更なる被害低減を目指し平成27年まで

に死者数を3,000人以下とし、世界一安全な道

路交通の実現に取り組んでいる。また、日本

以外においても、米国でのスモールオーバー

ラップ衝突の追加や世界的な歩行者保護要件

強化など、衝突安全性能への要求も引き続き

高まっている。

　従って、自動車の開発においては、軽量化

と衝突安全性能の両立が重要課題である。本

稿では、衝突安全性能を中心に、マツダの新世

代商品の基本構造であるSKYACTIVボデーを

題材に、自動車の車体設計について紹介する。

■マツダのクルマづくり
　マツダでは、Zoom－Zoomをブランドコン

セプトとして、①見た瞬間に乗りたくなる

デザイン、②乗った瞬間から楽しくなるパ

フォーマンス、③優れた環境安全性能を柱に

商品開発を行っている。このうち①デザイン

については、例えばチーターが獲物を狙って

力を溜め飛びかかる一瞬のような生命感あ

ふれる動きを“魂動KODO”としてデザイン

テーマに掲げている。このようなデザインを

限られた車両サイズの中で実現するには、さ

まざまな部品の緻密なレイアウトが必要なこ

とはもちろん、限られたクラッシュスペース

の中で衝突安全性能を高める技術的なブレー

クスルーが必要である。

　また②パフォーマンスについては、ドライ

バーの操作にクルマがリニアに反応し、気持

ちよく思い通りに走る、マツダらしい「人馬

一体の走り」を重視している。このようなク

ルマを、お客様に安心して楽しんでいただく

ためには、③優れた環境安全性能がベースと

なると考える。

図1　“魂動”を具現化した新型アテンザ

■SKYACTIVボデーの開発
　SKYACTIVボデーは、CX－5以降、マツダ

の新型車に採用を予定している最新の車体基

本構造である。その開発においては、最高レ

ベルの衝突安全性能とデザイン、衝突以外の

性能との整合取り、そして軽量化のために、開

発のもっとも早い企画段階から、以下のような

ステップで、コンピュータシミュレーション

（CAE）を駆使しながら、構造設計を進めた。

（ 1  ）衝突エネルギを車体各部で無駄なく吸収

するエネルギマネージメント構想

（ 2 ）CAEによるエネルギ配分の最適化

（ 3  ）衝突エネルギを最高の効率で吸収するた

めの構造設計

以降、各ステップについて解説する。

（1）エネルギマネージメント構想

　衝突現象は、衝突時に自車や相手車両のも

つ運動エネルギをいかに効率よく車体で吸収

するかがポイントである。その際、乗員保護

の観点から、客室は強固にして変形を極力低

減しながら、エンジンルームや荷室などのス

ペースを効率よく潰してエネルギ吸収させて

いる。以下、前面衝突を例にエネルギ吸収の

コンセプトについて述べる。

　前面衝突では、従来エンジンルーム内に配

したフロントフレームを主なエネルギ吸収部

材として設計しており、衝突時に前側から順

次圧潰するよう、フレーム前側に対して後側

の耐力を高めている。特にフロントフレーム

からアンダーフロア／センタートンネルにつ

ながる領域は、フレームが屈曲してモーメン

ト荷重が作用するため、従来構造では大幅な

各論 2

自動車の車体設計
～SKYACTIVボデー開発～

マツダ株式会社
車両開発本部　衝突性能開発部
衝突性能先行技術開発グループ

上野正樹

1990年大阪府立大学・機械工学科卒。同年
マツダ株式会社入社。車両解析グループに配
属。最初に担当した車種はファミリア。CAE
を使って車体剛性、NVH性能を開発。以降、
車両領域のCAEを専門に行う。1994年から
は衝突安全性能開発を担当。トリビュート
やCX－7、MPVなどの開発に携わった。現
在は衝突性能先行技術開発グループのマネー
ジャを務める。CAEの技術開発とその車種開
発への適用、および次世代商品開発に向けた
衝突安全性能の先行技術開発を担当。
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補強重量がかかる問題があった。

　SKYACTIVボデーでは、サスペンションに

ペリメータタイプのサブフレームを採用する

とともに、フェンダの支持構造体であるエプ

ロンも活用し、衝突エネルギを「フロントフ

レームからアンダーフロア／センタートンネ

ルへ」「エプロンからフロントピラーへ」「サ

スペンション・サブフレームからアンダーフ

ロアへ」の、 3 つの連続した経路（ロードパ

ス）に分散させて吸収する「マルチロードパ

スコンセプト」を採用した。フロントフレー

ム以外の既存の部品にもエネルギを負担させ

ることでフロントフレームの分担を軽減し、さ

らにその後部の支持構造を含めたトータルで軽

量化につなげた。

Front Pillar

Apron

Front Frame

Sub-Frame

Under Floor

図2　マルチロードパスコンセプト（フロントボデー）

（2）CAEによるエネルギ配分最適化

　次に、マルチロードパスのそれぞれのパス

に対して、軽量化につながるベストな耐力の

配分を求めるために、CAEによる最適化を

行った。図 3は車両を構成する主要骨格部材

をバネと質点に見立てた 3 次元バネマスモデ

ルである。各バネには耐力に応じて質量も算

出できる機能を開発し、最新の数値最適化計

算技術により数千ケースにのぼるスタディか

ら、質量効率に最も優れた耐力配分を見出し、

車体各部の目標とした。 
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図 3　CAEによるエネルギ耐力最適化

（3）構造設計

　車体の構造設計にあたっては、力学の原理

原則に立ち返って、部材形状を最適化し構造

のポテンシャルアップを図ったうえで、高張

力鋼板の適用拡大を検討した。

①構造のポテンシャルアップ

　衝突の入力を効率よく伝達するために、基

本骨格を可能な限り直線で構成した。特にプ

ラットフォームは、極力湾曲や屈折をなくし

たストレート形状とした。図4に示すように、

従来はパワートレインやドライブシャフトの

可動軌跡を逃がすためにフロントフレームに

湾曲や凹み形状があったが、今回はパワート

レインも一新し、車両全体が適正となるよう

開発を同時に進めたことによりストレート化

を実現した。また、アンダーフロアにおいて

も、フロントフレームから続くフレームをハ

の字形状とし、リアサイドフレームにダイレ

クトにつないだほか、センタートンネル左右

に閉断面を形成し、衝突時の乗員足元の変形

を最小限にとどめた。

Current Model

Curvature

Deflections

Discontinious

Straight

Continuous

Straight Continuous

SKYACTIV-Body

図 4　SKYACTIVボデーのフレーム構造

　各部材形状についても、断面形状を工夫す

ることで圧潰する際の耐力特性を高め、逆に

板厚は低減して軽量化を図った。

　図 5は、フロントフレーム先端部を示して

いる。当部位は衝突時に軸圧縮変形させてよ

り効率的なエネルギ吸収を狙っており、軸圧

縮を誘導するビードを付加している。さらに

圧潰時の耐力には、断面の稜線部が座屈する

荷重の寄与が支配的であり、稜線の数を増や

す目的で十字型断面を採用した。その結果、

当部位では、所定の衝突エネルギ吸収量を確

保しつつ、CDセグメントで従来のBセグメン

ト並みの板厚を実現した。

Front Frame

Crash Can

〝Cross〞

Shaped Section

図 5　軽量化のための多稜線構造

②高張力鋼板の適用拡大

　SKYACTIVボデーでは、高張力鋼板の適用

も積極的に行った。その適用率は質量比で現

行CDセグメントの40%から60%に拡大してい

る。具体的には、フロントフレームやフロン

トピラーなどに成形性と強度のバランスに優

れる引張り強さ590MPa材を適用したほか、サ

イドシルやクロスメンバなどのキャビン部品

を中心にさらに高強度な780～980MPa材を採

用した。一般的に高張力鋼板は延性が低く、

部品の成型性に課題がある。特に絞りの深い

形状では割れが発生するため、部品形状を加

工しやすいシンプルなものに見直して、適用

につなげた。

　さらに、CX－5や新型アテンザでは、ホッ

トスタンプと呼ばれる1800MPa級の超高張力

鋼板を世界で初めて前後バンパビームに採用

した。ホットスタンプは、材料を約900℃に加

熱してプレス型で成形と同時に急冷して高強

度化する手法で、高い成形性と強度を両立で

きる。これを車体に適用することで、さらな

る軽量化が期待できる。

■最後に
　以上のステップにより、SKYACTIVボデー

では、従来モデル比約8%の軽量化を達成し、

CDセグメントの中で最軽量を実現した。また

CX－5では、米国IIHSのTOP SAFETY PICK

やEuro NCAPで最高位の 5 ★を獲得するな

ど、トップレベルの衝突安全性能を獲得しつ

つ、他社とは一線を画すデザインの実現にも

貢献した。今後も、たゆまぬ衝突安全性能の

技術開発により、マツダらしいZoom－Zoom

なクルマづくりに貢献していきたい。

＊ 1 　国内仕様は圧縮比13。

（うえの　まさき）
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■はじめに
　1962（昭和37）年に日本で初めて、車体の

骨組み（以下、車両構体）が全アルミニウム

合金製の電車（以下、アルミ車両）が登場し

て以来、アルミニウム合金の軽量性、耐食性、

リサイクル性が鉄道関係者に広く認識され、

通勤車両から新幹線車両まで幅広くアルミ車

両が普及し、昨今では、毎年製造される車両

の約半数をアルミ車両が占めるまでになって

いる。アルミニウム車両委員会の調査では、

平成23年度までのアルミ車両の製造両数の累

計は19,399両となり、平成25年度早々には 2

万両を突破する見込みとなった。

　本稿では、東京地下鉄（以下、東京メトロ）

車両のデザインと構体構造を例に、アルミ車

両の変遷について説明する。

■車両構体の構造
　鉄道の車両の車体は、構造の骨組みとなり

強度を負担する車両構体と、主に乗客への

サービスを提供する内装に大きく分けられる

が、車両構体に対しては、強度、剛性、耐久

性、軽量性、耐火・耐熱性、機密性（高速車

両の場合）、コスト、リサイクル性など、多

くの要求事項がある。図 1は、アルミ車両構

体の代表的な構造を示す。構体は、古くは台

枠部（図 1に示す側はりや横はり部など）で

車体の強度の大部分を負担する構造として、

厚い鋼板を使用し頑丈に製作されていたが、

1955年頃より、車体軽量化を目的として構体

全体で強度を負担するセミモノコック構造が

採用されるようになり、現在に至っている。

その間、構体の構造は軽量化・衝突安全性向

上・低コスト化などを主な目的として、素

材・接合法・応力解析技術などの進歩ととも

に進化を続けてきた。

屋根板 幕板

吹寄せ
床板

横はり 側はり

ダブルスキン側板

図1　アルミ車両構体の構造

　図 1に示すダブルスキン板は、Mg-Si系ア

ルミニウム合金6N01の押出形材で、長さは車

両の全長に渡り、これを摩擦攪拌接合やMIG

溶接により車両構体として組み上げていく。

ダブルスキン板は側板だけでなく、屋根板、

床板や妻板（車体前後の側面板）にも使用さ

れ、構体部品の低減、溶接箇所数減による信

頼性向上・製造工程短縮・表面の美麗化など

に寄与している。

■東京メトロにおけるアルミ車両
　東京メトロの各路線の特徴として、急曲線が

多い、駅間距離が短い、通勤車両のため乗客の

乗車率が高いことなどが挙げられる。これら過

酷な環境下で運用される車両には、高度な耐

久性と省エネルギー性が必要となり、耐久性を

確保したまま軽量化が可能であることから、東

京メトロではアルミニウム合金製の車体を採用

し、改良して今日まで継続使用されてきた。図

2に東京メトロのアルミ車両数の推移を、図

3に車両デザインの変遷を示す。1966年に東

西線にアルミ車両を試験投入してから、その数

は着実に増加し、2006年には全ての保有車両

がアルミ車両となった。この間にアルミ車両構

体の製作方法も進歩し、リサイクル性について

も設計時に十分配慮されるようになった。アル

ミニウムは、新地金を製造するために必要な電

力量のわずか3%で再生地金を製造することが

可能であり、リサイクルによって省資源、省エ

ネルギー効果が得られる。日本において1962

年にアルミ車両が誕生して以来、その数は着実

に増加してきたため、今後これらの車両の廃車

が増加することとなり、リサイクル手法の確立

は非常に重要な課題である。

　そこで、初期のアルミ車両では軽量化と高

剛性を両立させるために強度の異なるアルミ

合金を溶接していたが、合金種別毎に分別回

収することを考慮して、以降のアルミ車両の

設計は、リサイクル性の向上を目的として使

用合金を部位別に極力統一し、最近ではモノ

アロイ化が図られている。図 4に、東京メト

ロにおけるアルミ車両構体構造の変遷と構体

部位別のアルミ合金種別使用量を示す。

■今後の展望
　昨今、「地球温暖化防止」をスローガンとし

各論 3

次世代の鉄道車両
を担うアルミ車両
～アルミ合金製車両の

変遷について～

一般社団法人日本アルミニウム協会

アルミニウム車両委員会

一般社団法人日本アルミニウム協会アルミニ
ウム車両委員会は、1970年から活動を開始
した軽金属車両委員会の活動を受けて平成10
年度に名称を変更した。当会はアルミニウム
材料の鉄道車両への利用のため技術データの
整備等を目的とし、鉄道研究機関、鉄道事業
者、車両メーカ､ アルミメーカの横断的組織
として、一般社団法人日本鉄道車輌工業会と
共同で運営している。
具体的には、大型押出形材の車両への適用推
進、アルミ車両のリサイクルに関する調査研
究、車両安全設計のための各種データの整
備、アルミ車両統計の調査、アルミニウム車
両委員会報告書の編纂等を行っている。
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てCO2排出削減や省エネルギーが叫ばれ、こ

れらを追い風として、国内外において鉄道の

復権が言われ、新しい鉄道の建設や新しいコ

ンセプトの車両の製造が盛んに行われている。

例えば、欧米の多くの都市で一度廃止した路

面電車がLRT（Light Rail Transit：軽量軌道

交通）として復活し、我が国では2013年 3 月

から東北新幹線で、E5系と呼ばれる車両の最

高運転速度が現行の300km/hから320km/hに引

き上げられる予定である。

　CO2排出削減や省エネルギーには車両の軽

量化が有効であり、一方で、高速化も同時に

必要とされることから、アルミ合金の使用拡

大が期待される。そのためには、アルミ合金

製車体の疲労強度や衝撃強度に関する研究、

およびそれらをベースとした車体強度や衝突

に関するシミュレーション法と設計法の開発、

押出形材から押出形材へのリサイクルに関す

る技術開発、リサイクルを容易にするための

モノアロイ化（東京メトロ車両では6000系ア

ルミ合金で統一がなされているが、例えば新

幹線電車では、強度上の必要性から、図 1に

示した横はりなどには7000系アルミ合金が使

用される）に関する技術開発、さらには構体

以外の車両部品への適用拡大に関する研究開

発、などが重要であり、このような研究・技

術開発の結果として、国内外におけるアルミ

車両のいっそうの普及が期待される。

■まとめ
　日本国内において1962（昭和37）年に初め

てアルニウムミ合金製の車両が誕生して以来、

平成25年度早々には 2 万両を超える見込みと

なった。

　アルミニウム合金製車両の構体製作は、幾

多の変遷を経て、部位毎に合金種を統一した

り、モノアロイ化するなどして、リサイクル

性の向上についても配慮されるようになって

きている。

　今後は、さらなる環境負荷の低減を目的と

して、使用合金を統一したモノアロイ型のア

ルミニウム合金製車両により、リサイクルが

活発に実施されていくことが期待される。ま

た、さらなる快適性・安全性を求めたアルミ

ニウム合金製車両も開発されることであろう。

銀座線01系と東西線の初期05系はシングルスキン 

アルミ合金製車両数 保有車両数：2687両
アルミ車両率：100％

1988年　東西線05系
シングルスキン（大型形材）構体

2002年　半蔵門線08系
セミダブルスキン（大型形材）構体

2006年　有楽町・副都心線10000系
フルダブルスキン（大型形材）構体

1968年　千代田線6000系
アルミ量産試作車

1966年　東西線5000系
アルミ試験車両

1983年　銀座線01系
シングルスキン（大型形材）構体

1974年　有楽町線7000系
シングルスキン（骨材+板材）構体

年度

初期型アルミ車両構体 合金使用部位考慮型アルミ車両構体 モノアロイ化
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図 2　東京メトロ アルミ車両数の推移
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図 3　東京メトロ 車両デザインの変遷

名
称

1966年～（初期型）
シングルスキン（骨材+板材）

屋根板（A5083P） タルキ（A5083S） 軒ケタ（A7N01S） 長ケタ（A5083S） 長けた
（A6063S）
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側梁

（A6N01S）

中梁
（7N01S）

枕梁補強
（A5083P）

枕梁補強
（A5083P）

端梁
（A5083P）

枕梁
（7N01S）

屋根板
（A6063S）

軒桁
（A6N01S）

屋根板
（A6N01S）

隅柱
（A6N01S）

入口柱
（A6N01S）

腰板
（A6N01S）

妻外板
（A6N01S） 端梁

（A6N01S）
中梁
（A6N01S）

側梁
（A6N01S）

枕梁
（A6N01S）

床板
（A6N01S）

タテケタ（A5083S）

蛍光灯取付座（A6063S）

キーストン（A5005P）

マクラハリ
（A7N01S）

中ハリ
（A7N01S）

横ハリ
（A7N01S）

側ハリ
（A5083S）

長土台
（A5083S）

側板
（A5083S）

側柱・戸袋外柱
（A5083S）

1983年～（合金使用部位考慮型）
シングルスキン（大型形材使用）

2004年～（モノアロイ化）
フルダブルスキン（大型形材使用）

台枠：はり+キーストン
側・屋根：骨材+板材溶接

台枠：中空形材
側・屋根：形材溶接

台枠：中空形材
側・屋根：中空形材

1両あたり車体質量：4200kg
5000系Al合金：2710kg（64.5％）
6000系Al合金： 310kg（ 7.4％）
7000系Al合金：1180kg（28.1％）

1両あたり車体質量：4570kg
5000系Al合金： 640kg（14.0％）
6000系Al合金：3430kg（75.1％）
7000系Al合金： 500kg（10.9％）

1両あたり車体質量：5700kg
5000系Al合金： 200kg（ 3.5％）
6000系Al合金：5500kg（96.5％）
7000系Al合金： 0kg（ 0％）

構
造
模
式
図

使
用
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量

図 4　東京メトロ　アルミ車両の構体構造の変遷
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■船の構造基準の成り立ち
●IMOの役割

　船は国内沿岸域で作業・航行するものを除

き、多国間を移動する国際的な商品である。

仮に日本で建造された船であれ、世界中いず

れの地域でのサービス提供（貨物の輸送）に

際し、その安全性が保障されるべきである。

このような認識の下、国際海上人命安全条約

（1912年のタイタニック号の事故を契機）な

どの国際条約が、国連の一機関である国際海

事機関（Int’l Maritime Organization; IMO）に

おいて採択され各国政府に批准されている。

IMOは造船・海運にかかわる問題を政府間レ

ベルで協議する国連の専門機関である。船の

安全性を保つ仕組みは第一に国連IMOにある。

●船級協会の役割

　実は船の安全性を保つ仕組みは、国連IMOよ

り古く船級協会（Classifi cation Society）が有し

てきた。船級協会は中立的な立場で船の設備

や安全の適合性を検査し、格付けする業務を負

い、さらに検査基準自体も作成する。安全性が

技術的に保証できる船でなければ保険を掛けら

れない、という業界の習慣と相俟って、政府機

関ではない船級協会による検査がうまく機能し

てきた。このあたりは他業界と異なり、政府と

の関係は？と不思議に思う向きもあろう。

　実は政府も船舶安全法を始めとする規則を

持ち、船級協会と同様の検査体制を所有し

ている。しかし、歴史的な経緯から貨物船や

タンカーなど通常の商船は、船級協会が独自

に定めた船級規則で検査され、これを受けて

合格となった船舶は政府の検査を受けて合格

したものと同等と見なすことで、政府の検査

との重複が避けられている。ちなみに船級協

会はメジャーなものだけでも世界中で10を

数え（日本海事協会NK、アメリカ船級協会

ABS、ロイド船級協会LRを含む）、独自の船

級規則を所有している。その一方で、これら

船級協会は国際船級協会連合（Int’l Assoc. of 

Classification Societies; IACS）を作り、規則

の共通化や調和化を図っている。

　船の安全性を保つ上で検査は非常に重要で

ある。検査は設計・建造時に限らず、就航後毎

年行う年次検査、2－ 3年目に行う中間検査、

さらに 5年に一回船全体の構造、設備を検査

する定期検査がある。定期検査を経て船舶検査

証書の有効期限が更新されるので、約5年が検

査の周期といえよう。過去の事故例では腐食衰

耗の関連する損傷が多くを占め、衰耗の進行状

況を把握することが重視されている。衰耗量が

基準値を超える場合には板の切り替えを行う。

■船の強度の基本
●船の構造

 

①

②

③

④

⑤

⑥ ⑦

⑧
① 船側外板
上甲板②

③ 船底外板

④ 横隔壁

⑤ 内底板

⑥ 防撓材（ロンジ材）

⑦ フロア ⑧ ガーダ

典型的な船体構造

　船の強度は大きく縦強度、横強度、局部強

度に分類される。この理解のためには船の構造

形態と荷重の伝達経路を理解する必要がある。

ここで、典型的な船の構造の説明をしよう。ま

ず、船を形作る部材として外板がある。水圧を

受ける外板は小骨と表現される防撓材で支えら

れる。小骨はロンジ材（longitudinal; 船の長手

方向の意味）とも呼ばれ、船の長さ方向に縦通

しする。小骨の間の間隔は 1m弱なので、30m

ぐらいの船幅では、船の横断面には30－40本ほ

どのロンジ材が配置されていると思えばよい。

　ロンジ材はさらにこれに直行する骨材で支

えられる。この骨材はさきほどの小骨より大

きな寸法を有しており、大骨と呼ばれる。船

底部にあれば特にフロア（floor）と称し、フ

ロアはフロアに直行し、ロンジ材と平行な大

骨であるガーダ（girder）と互いに防撓し合

う。フロアやガーダはさらに一層大きな構造部

材である隔壁に支持される。このように板から

伝わった水圧は小骨、大骨、隔壁の順に伝達さ

れ、それぞれの構造部材は縦横に支え合う。

●局部強度

　船体構造の最も基本的な単位はロンジ材と

フロアで囲まれた板である。このような防撓

材と板の組み合わせからなる部分構造は前述

の通り水圧を受けており、大水圧に耐えるよ

うに設計されなければならない。このような

各論 4

船の構造と安全性
大阪大学工学研究科准教授

飯島一博

大阪大学工学研究科助教

澤村淳司
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東京大学助手、港湾技術研究所、日本海事協
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強度のことを局部強度と呼ぶ。

●縦強度

　船体構造を大局的に眺めると一本の梁（ハ

ルガーダ）と見なされよう。ハルガーダの断

面には水圧、自重、貨物荷重が積分されて生

じるせん断荷重や縦曲げモーメントなどの断

面力が作用し、ハルガーダは断面力に対して

十分な強度を有するように設計される。最も

単純には、断面に作用する縦曲げモーメント

を断面係数で除することで作用応力を算出し、

作用応力が許容応力を下回ることを確認する。

　強度は作用応力が許容応力を下回ることを

確認するのが基本であり、この点で船の設計

は許容応力設計法的であるが、近年では応力

ベースのチェックに並行して、部分安全係数

を乗じたハルガーダ縦曲げ最終強度が極限的

な縦曲げモーメントを上回ることを確認する、

限界状態設計法も導入されている。

●横強度

　船は荷物を積んで運搬するという機能から、

いわば箱の形状をしており、箱の横断面の形

が崩れないような設計する必要がある。横断

面方向の形を保つためには主として、先述の

大骨が正しく配置されている必要があり、古

くは大骨が形作るラーメン構造の強度を確認

した。このように局部強度よりも大きな単位

の部分構造としての強度を横強度と呼ぶ。

●FEMと強度評価

　縦強度、横強度、局部強度の分類は船体構

造の設計の基本であり、設計の見通しを良くす

るが、例えば外板一枚を取ってみても実際には

多様な強度を受け持っている。現在ではある一

定以上の大きさの船の構造については、有限要

素法による構造解析の適用により、少なくとも

縦強度的な変形と横強度的な変形を考慮し、設

計荷重の下で、板一枚、骨材一つ一つの作用応

力を求め許容応力を下回ることを確認する。複

雑かつ巨大な三次元鋼構造船である船体構造を

数値的にモデル化し、設計荷重の下、構造の中

の一個一個の部材の強度を確認するのである。

畢
ひっきょう

竟、合理的な設計荷重が求められる。

■船の設計荷重の基本
●波浪統計

　船が出会う荷重の主要なものは波浪荷重であ

る。波浪は不規則な現象であるが、通常、2－

3時間程度の区切りの中では不規則波浪の代表

波高、周期、波向きなどの統計的性質を一定と

見なす。このような時間スケールの海象を短期

海象という（気象とは呼ばないことに注意）。

　次に一層大きな時間スケールで眺めると、

代表波高など短期海象のパラメータが 2 －

3 時間ごとに移り変わる（長期海象）。これ

らパラメータはある確率的な分布に従う。こ

の確率分布特性は長期の波浪観測によって得

ることができ、世界の海域ごとの調査結果

が、例えば波浪発現頻度表の形で公表・販売

されている。著名なものにBritish Maritime 

Technology社がとりまとめたGlobal Wave 

Statisticsがある。設計荷重の設定はこのよう

な自然現象の観測結果に基づいて行われる。

●荷重の確率レベルと推定技術

　船が生涯で出会う波浪荷重の回数はおおよ

そ何回であろう？船の寿命が25年で、そのう

ち80%程度港外にあり、一つの波浪荷重が 6

秒程度で繰り返すと考えると、108回という数

字が得られる。この数字は船舶工学の分野で

合意が取れている数であるといってよい。

　設計荷重には座屈や降伏あるいは最終強度

的な一発の極限荷重と、長期の分布に依存す

る繰り返し作用を考慮する疲労強度的な荷重

がある。前者では設計荷重は船が生涯の中で出

会う最大レベルの荷重を参照するので、108回

不規則な事象が繰り返された時に一回生じる程

度の確率レベルの荷重を参照することになる。

　妥当な設計荷重の設定のために、数値シ

ミュレーション技術や実験技術が発達してき

た。実験技術では、造波を行った試験水槽の中

で1/50から1/100程度の縮尺模型を用いて、船

体に作用する荷重推定を行う。重力波の一種で

ある波浪現象だから、重力と慣性力の比を相似

にする、いわゆるフルード則を用いて実船に対

応づける。この他、近年では実際に運行する船

舶をモニターする実船計測の結果も援用される。

●他の荷重

　船体の構造設計時に考慮すべき荷重は通常

の波浪荷重だけではない。荷役装置が貨物槽

にぶつかることもあるし、船首尾部では船が

大動揺し、海面に貫入する際に生じる、スラ

ミング荷重（波浪衝撃圧）がある。液相・固

相の貨物自体の動揺による荷重があり、特に

液相であれば衝撃的なスロッシング荷重が作用

する。液化天然ガスなどは低温液状貨物の典型

例であり、最新の数値シミュレーション手法や

大型の模型装置による実験結果を利用して衝撃

的な効果を含めた設計荷重が定められる。

　貨物重量、自重や浮力のバランスから生じ

る縦曲げモーメントなどのハルガーダ荷重も

多彩な積み付けによって様々に変動する。こ

のような荷重を静水中荷重という。実は静水

中の縦曲げモーメントは波浪による縦曲げ

モーメントと同じオーダーに達し、積み付けを

誤れば船体は折損しうる。静水中の縦曲げモー

メントに関してIACSが統一的な許容レベルを

取り決めており、設計者は通常の積み付け下で

は静水中縦曲げモーメントが許容レベルを下回

ること、また設計上許容する積み付け方法とそ

の確認方法をマニュアルとして用意し、船の運

航者は積み付け状態のチェックを行う。

　さらに、船にとって終局的な事象に沈没が

ある。沈没は衝突や座礁により貨物倉に穴が空

き海水が流入して連続的に構造が崩壊し浮力や

安定性を喪失する事象である。海水流入が船体

の一部に限定されることを意図して、十分な強

度を有する妥当な数の水密の隔壁で船体を仕切

ることが、国際海上人命安全条約により定めら

れている。適当な隔壁設置は、大規模な油流出

による環境汚染を防ぐためにも有効である。

■おわりに
　近年、スペイン沖で 2 － 3 万トンもの重

油を流出させた2002年のPrestige号や、ブル

ターニュの400kmに及ぶ海岸に大規模な油汚

染をもたらした1999年のErika号などの大規模

事故が注目を浴びた。その結果、過度に船級

協会に頼らず、IMOがより積極的に船の安全

性に関与する仕組み作りが進められている。

　IMOは2005年ごろより目標指向型基準

（Goal Based Standard; GBS）の策定を開始し

た。GBSでは船の満たすべき安全性や機能性上

の要件を定め、船級規則を適用することで、要

件が満足されることを検証する。GBSが上位

に位置し、下位の船級規則を律する形の規則と

いえる。IMO/GBSを通して、十分な船体強度、

少ない環境負荷、小さな社会的コストの最適な

組み合わせを達成できる余地があるといえ、船

舶の規則・基準は大きな転換点を迎えている。

（いいじま　かずひろ／さわむら　じゅんじ）
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　橋について書くという難しさは予感してい

たが、身近にあるがゆえに様々な観点でとら

えられている橋をどう解説するかはなかなか

困難な作業である。建築家が橋梁技術者向け

に建築物に書いてほしいと依頼された場合の

感覚と同じではないかと思われる。ともあれ、

橋についてあらためて考えるよい機会と前向

きにとらえた。説明不足による誤解は覚悟で

橋のトピックスをつれづれに紹介する。建築

構造設計を専門とする本誌読者各位になるほ

ど橋ってそうなのか、と感じていただければ

幸いである。

■日本に橋はどれくらいあるのか
　橋は用途で分けると道路橋と鉄道橋に大別

され、歩道橋（人道橋）は一般に道路橋に含

まれる。本稿では道路橋を対象として取り上

げるが、基準は異なるものの設計や施工の体

系はそれほど両者に差は無い。さて、日本に

橋がどれくらい造られているかと言うと、道

路統計年報2011によれば、全道路橋数は約68

万橋で、そのうち長さ15m以上のものは約15

万橋である。公共物である道路橋は、国の直

轄、地方公共団体および民営化した各道路会

社で建設、管理されている。

■橋の耐用年数と長寿命化
　日本では建設投資の減少と橋の高齢化が並

行して進んでいる。建設投資は、GDP比で

1990年には18%で2011年には8.3%まで減少し

ている。これと比例して橋への建設投資も半

減してきている。一方、高齢化は人口だけの

問題では無く橋の高齢化も進み、高度成長時

代に建設された橋の年齢がここ10年で次々と

50年を迎える。

　そもそも橋の寿命すなわち耐用年数はどれ

くらいを設定しているのか。減価償却資産と

しては60年などと決められているが、技術規

準の背景にある現在の耐用年数は100年以上、

精神論的なもので根拠はないのであるが、近

代の橋が造られてからの実績から100年は持

ちそうだあるいは持たせないといけないとい

う考えだ。たとえば、サンフランシスコ湾の

ゴールデンゲート橋は1937年に完成し、75年

経過して現在も現役で健在だ。もちろん、定

期的な塗装塗り替えやリハビリテーションが

施された結果である。日本でも明治に造られ

た鉄道橋等は100年以上供用されている。この

ように橋への建設投資がしぼみ、高齢化が進

む中、橋の長寿命化は自然の流れである。その

結果、橋の構造設計では、100年目標の長寿命

化とともに維持管理容易性が求められている。

写真1　ゴールデンゲート橋

■鋼橋とコンクリート橋
　公共事業では特別な場合を除いて、設計施

工分離の原則があり、設計はコンサルタント、

施工は施工会社に別けた発注になっている。

設計に関しては特に説明するまでもないが、

施工に関しては結構ややこしい仕組みになっ

ている。まずは、特殊な例を除いて、橋は上

部工と下部工が別々に発注される。下部工は

一般にゼネコンが受注し、上部工は一部例外

を除いて橋梁専門メーカーが受注する。一部

例外とは、コンクリート橋を営業対象とする

ゼネコンは上部工の施工も行うのである。そ

して歴史的な背景もあり、鋼橋とコンクリー

ト橋では建設する専門会社が異なるのである。

具体的には、鋼橋は鋼橋メーカーで大半は橋

梁建設業協会にする。コンクリート橋はほと

んどがプレストレストコンクリート（以下

PC）製であり、PC建設業協会に属するPC専

門メーカーと先に述べたゼネコンが施工する。

■ 橋の設計基準
　～ガラパゴス化した日本の基準～
　道路橋の設計は、道路法に基づき、道路橋

示方書・同解説が政令で定められている。ち

なみに鉄道橋は、鉄道構造物等設計標準・同

解説による。このように建築基準法とは別枠

の体系となっているが、海外の基準、たとえ

ばBSやEurocodeは建築物と橋が同じ体系の中

におさまっている。かのエッフェルは鉄橋と

鉄塔を違和感無く建設したことや最近では、

各論 5

身近な「橋」も
奥が深い?

株式会社大林組生産技術本部
橋梁技術部長
博士（工学）

加藤敏明

1981年　 京都大学大学院工学研究科土木工学
専攻修了

1981年　株式会社大林組入社
2007年　生産技術本部橋梁技術部長
現在に至る

主な業績
1996年　 「鋼管・コンクリート複合構造橋脚

の開発」でJCI技術賞受賞
2006年　 「新東名芝川高架橋」で土木学会デ

ザイン賞受賞
詳細設計を担当した新東名都田川橋、猿田川
橋・巴川橋および羽田D滑走路連絡誘導路橋
で土木学会田中賞（作品部門）を受賞
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カラトラバ、ローラン・ネイに代表される構造

家と称される才能の活動領域の広さは、基準の

統一性がもたらすものだと思われる。日本の建

築の基準と土木の基準が分かれ、ガラパゴス

化していることが必ずしも悪いことだと言い

きれないが、海外競争力の低下が懸念される。

■耐震設計
　橋の耐震設計においては、橋の供用期間中

に発生する確率の高い地震動（レベル 1 ）と

橋の供用期間中に発生する確率は低いが大き

な強度をもつ地震動（レベル 2 ）の 2 段階の

地震動を考慮する。そして橋の耐震性能は、

重要度と地震動レベルに応じて 3 段階に設定

されている。橋にとって重要な点は、レベル

2 地震動を受けても、まずは落橋しないこと

と損傷を限定的に留め、震災後早期に機能回

復できることである。具体的には、上部構造

は弾性域に留め、橋脚の下端に塑性化する個

所（塑性ヒンジ）を設けてその損傷度をコン

トロールすることが多い。レベル 2 地震動は、

プレート境界型と内陸直下型の 2 種類を考慮

する。例えば固有周期1.0秒の橋の標準応答ス

ペクトルは、それぞれ約2000galと1000gal程

度である。吊橋のような長大橋では、耐風設

計が支配的となる場合があるが、ここでの説

明は割愛する。

■橋の基礎構造は多種多様
　橋は様々な地形、地質条件下で基礎を設け

ることが宿命であり、急斜面や軟弱地盤など

不安定な個所、水中、海中にも基礎を設置し

なければならないことが多い。そこで、通常

の杭基礎以外にケーソン基礎（オープンケー

ソン、ニューマチックケーソン、設置ケーソ

ン）、大口径深礎、鋼管矢板基礎などが開発さ

れてきている。

写真 2　新東名　芝川高架橋

■橋の構造は施工法で決まる
　橋の形式は多種多様であるが、その解説は

橋の技術書に譲ることとして、架設方法に

よって最適な構造が決まることを指摘したい。

当然のことであるが橋は、谷や川や海峡など

を渡るので、施工条件としてはかなり悪い。

そこで、様々な架設工法が開発され、それに

適合した構造が適用されている。橋の大きな

特徴としてはこのように構造と施工法が密接

につながっていることである。一例として、

PC橋の片持ち張出架設工法（カンチレバー工

法）はコンクリート断面内に配置したPC鋼材

の補強が空中のやじろべえ架設を可能にして

いる。

写真 3　カンチレバー工法で施工中の橋

■橋はよく動く生き物
　橋は横に長く、大スパンであることから施

工中のみならず完成後の変形が大きい。施工

中の事例では、前述の片持ち張出架設の場合、

先端でのコンクリート打設で垂れ下がり、プ

レストレス導入で持ち上がる。この変形をコ

ントロールしながら高さを合わせていく。こ

れを上越し管理あるいはキャンバー調整等と

称するが、 1ブロック毎の変形をあらかじめ

計算しておき、型枠高さを調整することが技

術の要点である。また、厄介なことにコンク

リートは持続荷重によるクリープ変形が生じ

るので考慮しなければならない。完成後もク

リープ・乾燥収縮変形のほか、温度荷重や活

荷重（自動車荷重）や風荷重により日常変化

する。

■構造デザイン
　橋はその目的、性能を発揮するために最適

な構造設計を目指すことは明らかである。例

えば、支間長や架橋条件に適した桁橋、アー

チ橋、吊橋などの橋梁形式が適宜選定される。

橋において意匠（景観デザイン）も重要な要

素であるが、飾りでは無く、機能から自然に

受ける美しさを尊重する。F.レオンハルトは

その著書「Brücken」で“機能と美とは統一さ

れなければならない。そして機能が優先され

なければならない”と述べている。

　2010年フーバーダムバイパスに建設された

コロラドリバー橋は、渓谷にマッチしたコン

クリートアーチ橋が採用されている。

写真 4　コロラドリバー橋

■橋と建築物の調和
　橋と建築物は都市施設や商業施設でクロス

オーバーすることがある。建物を結ぶ歩廊が公

道上を渡る場合がその一例である（写真5）。

　橋と建築物はお互い主張し合うものではな

く、調和が必要だ。セーヌ川河畔では、橋、

橋詰広場やその周りの建築物の調和に成功し

ている。日本でも建築物と橋梁のトータルデ

ザインが望まれる。また、これからの都市計

画では、首都圏直下型地震を想定した都市防

災機能としての橋と建築物のコラボレーショ

ンが必要ではないかと考える。

写真 5　 六本木ヒルズ　橋と建築物がリンクし
た例　エスエス東京撮影

参考文献
1 ）F. Leonhardt : Brücken/Bridges, 1984
2 ）橋梁と基礎　2008年 8 月号特集
　　「荒廃させない日本」への道

（かとう　としあき）
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推進機 縦舵

横舵

外殻部

機関部
（原子炉、タービン、減速機、
発電機などが置かれている）

各種タンク

オハイオ級弾道ミサイル原潜は現行の
潜水艦の中では最大の大きさを誇る。

■潜水艦の構造
　潜水艦は水中を航行するという特殊な目的

のために造られた船である。当然ながら構造

はその目的のために特化している。潜水艦に

とってなによりもなくてはならない能力が水

中へ潜ること。そのためにはまず船体が水密

性であること、また水中へ潜ったり再び浮上

するための機能が必要だ。

　潜水艦が潜行・浮上を行う際に利用できる

のは浮力と自らの重さ（自重、重力に等し

い）。浮力と重さが釣り合っていれば水上に浮

いた状態。重さが浮力に勝れば艦は潜行、逆

ならば艦は浮上する。このとき実際に潜水艦

が利用できるのは海水で、海水を船体内へ取

り込んだり、取り入れたものを排出するとい

う方法がとられる。このため潜水艦には海水

を出し入れする装置、取り入れた海水を貯め

ておく場所が必要（それらがメイン・バラス

ト・タンクなどの各種タンク類）。

　そして水中に潜行した潜水艦が、望む深度

と姿勢で自由に動き回るためには、潜水のた

めのタンク類を使用した浮力と艦の重量との

つり合い関係だけでは難しい。そこで潜航の

ための大まかな調整にはメイン・バラスト・

タンクなどの各種タンクが当てられ、微調整

は艦外に取り付けられている潜舵（艦首ある

いは艦橋側面に付けられている）、横舵（艦尾

に付けられている）、縦舵（いわゆる舵）に

よって行なわれる。深度と姿勢の調整を行な

うのが潜舵と横舵（あわせて水平舵ともいう）

である。

　水中では10m深くなるごとに 1 気圧ずつ増

していく。たとえば水深200mにもなると21気

圧の圧力が船体に加わることになる。当然、

船体は押しつぶそうとする圧縮力に耐えるだ

けの耐圧性が必要。また水上では波浪による

縦曲げ応力も加わり、そうした力に対抗して

船体を守るのが耐圧殻。

　耐圧殻は水中で潜水艦にかかる高い圧力に

対して船の形を保ち、内部の設備や装備、乗

員を守るためのもの。潜水艦ではほとんどの

ものを耐圧殻の中に納め、そのうえ船体を浮

かせる浮力の大半を耐圧殻の大きさでまかな

うことになる。潜水艦それぞれの構造もある

だろうが、船体が受ける浮力は容積が決定す

るのであり、耐圧殻の大きさが決まれば容積

も決定されるからである。一方、海水や燃料

の入る外殻部分は浮力には関係しない。

　このため耐圧殻は圧力に対しては球形が適

しているが、様々な設備や装備を納めて実用

的なものにするとなると円筒形が最も適して

おり、潜水艦では円筒形の耐圧殻をつなぎ、

その筒の前後を閉じたようにして基本的な船

の構造物となる耐圧殻部分を造る。そして筒

の各部分に様々な穴を開けて、艦外への配管

や脱出塔などの設備を取り付け、海水や燃料

を入れるタンクを構成する外殻、艦橋などの

上部構造物を付けて船体が完成される。

　耐圧殻部分には潜行時に水圧による高い圧

各論 6

潜水艦という
特殊な世界
ライター／イラストレーター

坂本　明

長野県出身。東京理科大理学部物理科卒業。
雑誌「航空ファン」の編集を経て、ライター
／イラストレイターとして活躍。メカニック
とテクノロジーに造形が深く、イラストを駆
使したビジュアル解説でミリタリーファンに
広く知られる。
著作に「最強世界の潜水艦図鑑」「最強世界
の軍用ヘリ図鑑」（学研パブリッシング）、グ
ラフィックアクションシリーズ「世界のミサ
イル・ロケット兵器」「最新兵器戦闘マニュ
アル」「未来兵器」（分林堂）、「戦う制服」（並
木書房）など多数。現在「コンバットマガ
ジン」（ワールドフォトプレス）、「歴史群像」

（学研パブリッシング）などに連載中。
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兵員居住区
（オハイオ級など
ミサイル原潜では
発射管の間に設置
されている）

食堂および厨房

魚雷発射管室
士官居住区

外殻部

耐圧殻

潜舵
ミサイル発射管

潜望鏡および各種アンテナ

発令所を始めとする
戦闘区画

ソナー

力（圧縮力）が加わるので、耐圧殻の材料は

それなりの強度を持っていなければならず、

特殊な金属が使われる（これに関しては各国

が年月をかけて独自に開発しており、耐圧殻

の厚さすらも秘密になっている）。

　ところで、潜水艦を推進させ、艦の他の機

能（兵器、通信、住居など軍艦として機能

するためのあらゆる諸設備）を動かすエネル

ギーを発生させるのが機関部である。潜水艦

にとって最も重要な部分で、機関部は艦全長

の約1/3にも渡っており、重量も艦全体のかな

りの部分を占めている。軍艦の重量比はもち

ろん艦種によっても多少異なってくるが、一

番配分が大きくなるのは船体構造、次に機関、

補機、電気と続く。そして残りの分が航海用

の艤装、通信情報、武装などで占められる。

これは潜水艦でも同じこと。そして、この機

関部の中でも最も中枢であり、機関部自体の

重量や容積を決定し、艦の推進方式までも決

定するのが推進機関である。推進機関は通常

動力と原子力に大別できる。

■搭乗員の生活空間
　これまで水中航行に特化した潜水艦をメカ

ニズムという点から見てきたが、搭乗員の生

活空間という点から見ると別な面がある。

　現代の潜水艦ではかなりの部分が自動化さ

れ人間の手を煩わすことが少なくなり、乗員

数が減り、個人の占有スペースの面積が増え

た。それでもプライバシーのないことや様々な

不都合さは多い。船体が大きくスペースの広く

取れそうな原潜でもそうした点は変わらない。

　昔から、潜水艦の乗員といえば何らかの特

技を持つエリートだ。したがって志気も高い

し、潜水艦での任務に就く心構えもできてい

る。とはいえ長い間太陽も見ず、閉鎖された

空間に閉じ込められた上、任務をこなすとな

ればストレスも溜まる。そうした影響が任務

に出れば生死も分けかねないのが潜水艦だ。

そこで可能な限り居住性を良くして艦内を快

適な空間にするよう努めている。たとえば艦

内の空調を整えたり、照明や色に注意を払う

といったこともそのひとつ。

　通常、潜水艦では発令所に隣接してソナー

室などの戦闘に必要な設備を置き、乗員の居

住区はそれ以外の部分（たとえば魚雷発射管

室や機関室の近く、場合によってはその室内

に設置したり、大型でもっとスペースに余裕

のある艦ではオハイオ級などのように 4 階分

ある甲板の 3 階部分やミサイル発射管の横に

配置）に置かれる。一般的にいえるのは士官、

下士官兵の使用するスペースは分離され、艦

内に分散配置されていることである。

　ひと口に居住区画といっても食事やブリー

フィング、艦内学習などに使用される食堂、

寝たり非番時に余暇を過ごしたりするベット

や私物を置く寝室のスペース、シャワー等が

設置されている。軍隊という所は階級が高く

なるほど特権が増える。潜水艦内の個人の占

有スペースにも同様のことがいえるが、艦内

で個室を持っているのは艦長だけ。アメリカ

海軍ですら士官も個室ではなく士官用寝室の

2 段ベッドを使い、プライベートな空間は

カーテンを閉じたベッドだけである。

　下士官兵の場合はもっと大変だ。小数の上

級下士官なら専用のベッドもあるが、通常は

3 人で 2 台のベットを共有する「人肌の寝台」

ということになる。私物を置くのも下士官兵

の場合はベッドのマットレスの下に設置され

たわずかなスペースのみで、それすらも共有

しなければならない。

　ちなみに今もって潜水艦がなぜ人肌寝台に

なるかというと、艦のクルーはそれぞれが異

なる勤務体制に就いているためだ。潜水艦で

は各員が18時間周期で行動し、乗員の半数が

寝ている時でも残りの半数は起きて何らかの

仕事をしている。それならば誰も寝ていない

ベットを置いておくよりも省略して共有の人

肌寝台とするほうがスペースが無駄にならな

いというわけだ。

　このことは食堂についてもいえる。同時に

食事ができるのは半数程の乗員（国によって

は1/3程度）で、交代で食事を取らねばならな

い。ただし士官は専用の食堂で食事を取る場

合、席は全員の分がある。

　以上が大まかに見た、日常ほとんど見るこ

とのない潜水艦という特殊な世界の話である。

少しでも特殊な世界についてご理解いただけ

ただろうか。 （さかもと　あきら）

イラスト：坂本　明

●オハイオ級弾道ミサイル原潜
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■宇宙エレベーターの構造
　宇宙エレベーター（以下Space Elevator＝

SE）はこれまで宇宙開発に使われてきたロ

ケットに代わる、全く新しい宇宙交通機関で

ある。宇宙空間に存在する比較的大きな重力

を発生させる質量を持つ惑星、衛星、恒星な

どを重力井戸と呼ぶことがあるが、SEは重力

井戸の底である惑星や衛星の表面から、無重

力である宇宙空間に出る（昇る）、またはそこ

に入る（降りる）のに利用できる全く新しい

概念に基づく交通機関である。

　SEは、宇宙空間に浮かぶある程度の質量

（おもり）と惑星や衛星の表面を綱＝テザーで

結ぶことで成立する。地球では、海上に浮遊

する5,000トン程度のステーションと、幅90cm、

厚み0.1ミリ程度のベルト状のテザーを接続し、

これを宇宙まで延ばす。海上ステーションとの

接続点の張力は25～30トンと考えられている。

具体的には自転のある地球の場合、テザーとそ

の先にある質量を自転により振り回す、たとえ

るなら地球規模のハンマー投げのような状態

を作り出せれば、これがSEとなるわけである。

SE全体にかかる重力と、自転とともに回転

することにより発生する遠心力の釣り合いを

調整すると、地上の人から見るとまるで宇宙

に向かってピンと張ったテザーが立ち上がっ

ているように見え、このテザーをよじ登って

いくと宇宙空間に出たり、また宇宙空間から

入ってくることができるという寸法である。

　一度きりしか使えない消耗品であるロケット

に比べ、SEは補修を続けながら長い期間使用

することができる、いわば耐久消費財であるた

め、利用するためにかかるコストも格段に小さ

くなる。また補修作業時以外は連続的に使用

できること、赤道周辺に一定の間隔で数多く建

設できることなどから、真の宇宙時代を切り

開く宇宙と地球の間の大量輸送機関ととらえ

ることができる。渡し船で渡るしかない川に、

一気に橋を架けるというイメージであろうか。

　SEの構造や構築方法についてはこれまでに

多くの検討があるが、ここでは最も一般的と

言ってよい、NASAのNIAC；NASA Institute 

of Advanced ConceptにおいてSE研究を行い、

また私どもの協会の名誉会員でもあるエドワー

ド博士のプランをベースとすることにする。

カウンター質量
（おもり）

高軌道
ステーション

静止軌道
ステーション

低軌道
ステーション

エレベーター

エレベーター

海上（または地上）
ステーション

高度約3万6000㎞
（静止軌道）

5
〜
10
万
㎞

宇宙エレベーター全体図
©斎藤茂郎／JSEA

■宇宙との大量輸送
　ではSEのような宇宙との大量輸送機関が

実現するとどのようなことが可能になるかを

考えてみたい。現在までのロケットを用いた

宇宙開発では最大30トン程度の貨物を比較的

地球に近い高度数百キロに15分程度で輸送し

てきた（スペースシャトル29トン、ただし史

上最大のサターンVは100トン以上を輸送で

きた）。対して初期のSEは10～20トン程度の

ペイロードを静止軌道3.6万キロまで輸送で

き、これにかかる時間は 5 ～ 7 日とされてい

る。ただし、NASAでも年数回までしか打ち

上げられなかったスペースシャトルなどと違

い、SEは毎週運行することが想定されてい

るため、年間の輸送力は 1 基のSEで1,0000～

1,500トン程度と見積もられている。さらに

楽観的に考えるなら、商業ベースでの複数の

SEが構築されればその能力全体は、そう遠か

らず100万トン単位を超えていくであろうか。

（現在の日本の航空産業が取り扱う貨物量は年

間100万トン程度）

■どのようなことが可能になるか
　SEを説明する機会がある際に、人々に

「SEが実現するのとどのようなことが可能に

なると思いますか ? 」と聞くと、まず最初に

出てくるのは新婚旅行、宇宙葬儀などの冠婚

葬祭についてである。これは、「それなりにお

各論 7

宇宙エレベーター
の構造

～宇宙大量輸送機関～

一般社団法人
宇宙エレベーター協会会長

大野修一

1987年　神奈川大学工学部機械工学科卒業
　　　　 神奈川大学情報処理センター／教務

技術職員
2001年　神奈川大学財務部予算課長補佐
2007年　 株式会社PTKデータ設立、代表取

締役就任
　　　　 NASA後援の米国宇宙エレベーター

競技会参加
2007年　 有限責任事業組合　宇宙エレベー

ター協会設立、代表組合員就任
2009年　 一般社団法人　宇宙エレベーター協

会設立、会長就任
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金をかけてもいいと考えられる人生の個人的

行事」を宇宙でということであろうか。しか

し、もう少し想像力をたくましくすると、そ

のような宇宙への大量輸送は人類の抱える大

きな課題のいくつかを解消するために利用で

きることがわかる。その一つが我が国でも国

家プロジェクトとして研究が進む太陽光発電

衛星の実現である。雨や曇り、時刻による太

陽光の傾き、さらには夜さえ存在しない宇宙

空間にメガソーラーを浮遊させると、地上へ

のマイクロ波による伝送ロスを勘案しても、

なお年間の発電効率は地上のメガソーラーの

10倍を超える。大体15キロ四方の太陽発電衛

星 3 ～ 4 基で日本のエネルギーはすべてまか

なえるばかりか、発電にともなう放射能、温

室効果ガスの排出などへの対処も不要となる。

仮に今後50年後にSEが実現したとして、その

後の努力で22世紀に入るまでにエネルギー問

題と温室効果ガス排出に抜本的に対処し始め

ることができる可能性がある。このようなプ

ロジェクトは他に存在せず、原子力発電の取

り扱いが非常に困難であることがわかってき

た昨今では、なおさら実現のための努力が必

要と考えるところである。

■技術的課題
　現在最も大きな技術的課題は、SEのテザー

であるといってよい。SEには非常に強靱で軽

量な素材が必要で、その最も有力な候補と考

えられているのがCNT；カーボンナノチュー

ブやグラフェンなどの炭素素材、その次に考

えられているのがBNNT；窒化ホウ素系ナノ

チューブなどである。SEを成立させるには、

テザーを力学的な中立点である静止軌道周辺

を最大とするテーパー形状にして材料要求強

度を下げたとしても、最低でも鋼鉄の50倍、

単位断面積あたりの引っ張り強度は最低でも

50GPa程度が必要と目されている。CNTな

どは微少なサイズでは余裕でこの強度を持つ

ようだが、より合わせて長大な糸を紡ぎ出す

ために必要な一定の長さ、たとえばメートル

単位での大量生産についてはまったく方法が

わかっていない。ちなみに研究のトップラン

ナーは静岡大学工学部の井上翼先生で、現在

世界最先端と思われるミリメートル級のCNT

の効率的な合成に成功している。

クライマー想像図
©Space elevator Visualization Group

■スペースデブリとメテオロイド
　宇宙開発において最近最も大きな課題とな

りつつあるのが、スペースデブリと呼ばれる

宇宙ゴミの問題である。燃焼後のロケットの

2 段目や 3 段目などやそれらの切り離しの際

につかわれる爆発ボルトの破片、果ては宇宙

飛行士が放してしまった工具や手袋など様々

な物体が秒速7km程度で地球を周回している。

秒速0.9km程度の発射直後のライフル銃の弾

丸の実に 8 倍ほどの速度である。またその数

は、10cm以上でカタログ化されているもので

も9,000個を超えており、それ以下のものはゴ

マ粒ほどの大きさのものまで含めると数千万

個とも言われている。

　スペースデブリが人間により撒き散らされ

たものだが、それとは別に太陽系内に自然に

浮遊している物質が地球に落ちてくることが

ある。大気圏で燃え尽きずに地上にまで到達

する大きさや密度をもったメテオ（隕石）や

それより小さく、大気上層で燃え尽きてしま

うメテオロイド（流星物質）などに分類され

る。スペースデブリと異なりその速度は非常

に大きいもので、秒速20～70kmに達する。地

球に落下するこれらの物質の頻度は直径 1 mm

以上のもので年間10億回程度、砂粒大のもの

まで含めて年間数万トン以上が降り注いでい

ると考えられているが、これらがテザーに及

ぼす影響規模は全く未知数である。

　基本的にはデブリもメテオロイドも、その

速度からテザーに衝突した瞬間に、運動エネル

ギーはすべて熱に変換され、テザーには穴が開

く。その実際の頻度や大きさはまだまだわかっ

ておらず、この点が結局、穴の開いたテザーの

上に新しいテザーを貼り付けたりするような保

守に必要な時間、つまり稼働率を求める根拠

の一つになると考えられている。元々このよう

なことを考えて複数本のテザーを用いたSEを

実現するべきとの意見もある。

■宇宙エレベーターに加わる外力
　SEに作用する力は、さまざまなものがあ

る。これらは人工衛星の軌道を精密に制御し

ようとするときに考慮されるものに近いと考

えられる。ただし全長10万キロにもおよぶSE

のように巨大なスケールでは、比較的微小な

外力でもその影響は非常に大きい上、全体に

わたり一様ではない。

　引力ということであると地球の引力はもち

ろんのこと、月、太陽、木星、火星や金星に

ついて考慮しなければならなく、またこれら

の引力による地球自体や海洋の潮汐からの影

響を考える必要があるであろう。さらに、地

球の形状と密度が一様でないことから来る重

力異常、テザーが導電性の素材であるなら、

地球地磁気や大気の電位、太陽風の影響も考

慮しなければならない。

■宇宙エレベーターの先にあるもの
　想像力をたくましくしていくと、より規模

の大きなSEの実現とそれにより可能になる大

規模宇宙開発が視野に入ってくる。月や小惑

星での採鉱、宇宙での工業／農業生産、宇宙

科学や理論物理学分野の劇的な促進、宇宙に

おけるリハビリ施設をはじめとした医療施設。

さらには誰も見たことのないような様々な宇

宙での経験を元にした文化や芸術の発展。こ

こまでくると気づかされるのは、我々の未来

を見通そうとしたときの想像力の不足であり、

そのような想像力を持つ人々とは、つまりSE

時代に実際に生きて行くであろう、今そして

これから生まれてくる子供たちだと気づかさ

れる。皆さんも是非子供たちとSEの実現とそ

の後の世界について語りあっていただきたい。

そこに本物の未来があることに気づかされる

事となるであろう。

（おおの　しゅういち）
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特集の題名「身のまわりの世界」とは程遠

い、壮大な計画の宇宙エレベーター。超ス

ピードで回るEVが地球とつながっていて、そ

れに人が乗って宇宙に出かけるというのが私

にはどうにも想像がつきません。存在自体想

像がつかないということは計画の実現に向け

ては当然、想像もできないような困難が待ち

受けているのでは？…文章を読ませていただ

き、困難のほんの一端を垣間見ることができ

ました。今後、計画が進むにつれ噴出するで

あろう新たな困難に対しても、人類の知恵と

勇気と技術力で乗り越えることをただ願うば

かりです。執筆者の大野様には何の面識もな

い私の原稿依頼を快諾頂き感謝の念に堪えま

せん。ここで改めて御礼申し上げます。

（志摩好宣）

特集号のテーマ選びは、毎年のことながら悩

みのタネですが、今年は比較的早い段階で当

テーマに意見集約できました。ところが具

体的な各論考の選定となると執筆者がなかな

かみつからず、ボツになるものが続出。たと

えば便器、飛行機、遊園地のジェットコース

ター等々。そんななかで、本屋で見つけた潜

水艦に関する書籍の執筆者である坂本明氏に

潜水艦についての執筆依頼してみたところ、

なんと快諾頂きました。坂本様、お忙しい

中ご執筆ありがとうございました。（表紙を

飾った潜水艦のオモチャは、現在長男の格好

な遊び道具です） （石田大三）

「構造」というと、どうしても堅苦しいイ

メージですが、今回の特集はテーマの選定が

良かったのか、かなりバラエティに富んだ各

論となり、それぞれの方が考えている事、悩

んでいる事、自慢したい事？などが表現され

ていて、自分の仕事である構造設計という立

場から離れても、非常に興味深い内容になっ

たと思います。土木構造物である「橋」に関

しては、私と同じ会社という頼みやすさか

ら、加藤様に無理に執筆をお願いしました

が、「土木は建築とかなり近い世界？」とい

う当初の勝手な想像とは異なる面も色々と御

紹介いただき、「身近な橋」を見る目も少し

だけ変わったような気がします。 （角田耕一）

固定されて動きのない建築構造物と比べて、

船などの動きのある構造物ではやはり考える

べきポイントが異なっています。例えば、波

浪荷重以外に衝撃的なスロッシング荷重を考

えていたり、安全性を保つための検査を定期

的に実施していたり。なるほどなるほどとう

なずきながら、時に意外な部分もあり、まさ

に今回の企画である「身のまわりの世界の構

造」を知ることができ、充実した特集になっ

たのではないかと思います。お忙しい中執筆

いただいた皆様に感謝申し上げます。

（瀧野敦夫）

普段の通勤や通学でお世話になっている電車

の構造は、建築構造と近い仲間であると気づ

かされました。車両に求められる「強度、剛

性、耐久性、軽量性、耐火・耐熱性、機密

性（≒防水性）、コスト、リサイクル性」な

どは、そのまま建築構造にも当てはまりま

す。材料や技術の発展に伴い構造形式が変遷

していく様子も同様です。どの世界において

も、やはり構造とは、安全と言う普遍的なも

のに、付加価値を与えて日々進化して行くも

のであると感じました。 （岸本光平）

自動車業界では、環境負荷低減に向けCO2排

出低減や低燃費の技術開発競争が行われてい

ます。そのなかで車体は環境性能を達成する

ため軽量化を図ると同時に安全性も確保する

必要もあります。寄稿では開発者の創意工夫

でその両方の目標を見事に達成しています。

開発者の地道な努力に感動しました。私たち

建築構造設計者も、法律に従って設計するだ

けでなく、創意工夫することを忘れてはいけ

ないと改めて思いました。 （橋本宗明）

「ねじ」は建物や機械を構成する部品の中で

も接合の要となる最小のパーツ。そんなこと

を考えながら、ジャマイカのボブスレーチー

ムが冬季五輪に挑戦するコメディ映画を思い

出しました。ナットは振動で緩んでくるので

強く締めてやる必要があります。でも、外

観から締め付けの状態を確認するは難しい。

「わずか１本のナットが全体の品質を支配す

ることもある。」そういえば、テレビで「絶

対に緩まないナット」が紹介されていたのを

見たことがありました…あれはなんの番組

だったかな？　仕組みはプリミティブです

が、開発・製造のインパクトは大きかった。

「ねじ」の常識を打ち破る技術と言っても過

言ではないと感じました。 （向井洋一）

編集後記
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　奈良県は、世界に誇る多くの歴史文化遺産
とそれらと一体をなす歴史的風土と豊かな自
然環境に恵まれ、歴史的風土などと人々の営み
とを調和させようとするたゆまない努力によっ
て美しい景観が守り育てられてきた地である。
　しかし、駅前や幹線道路沿道等で派手な色
彩や目を引く外観の建物が建ち並び、屋外広
告物が氾濫するなど、全国どこにでもあるよ
うな雑然とした景観がみられる。農山村でも
過疎の進行や都市化の影響により、集落と農
地・山林が調和した景観が失われつつある。
　本県の個性豊かな美しい景観が生活する
人々の心と生活を豊かにしていること、優れ
た景観を体験するために多くの人々が訪れて
いることを再認識し、奈良にふさわしい良好
な景観を守り、創り育て、活用するよう努め
ていかなければならない。

 これまでの経緯

　これまで、自然景観や歴史的景観は、自然公
園や風致地区などの規制誘導制度の活用によ
り保全し、広域的な眺望等は、高度地区指定に
よる建築物の高さ制限等により確保してきた。
　景観への関心が高まる中、県民・事業者・行
政の適切な役割分担と協働により、本県の景観
を美しく風格のあるものとし、これを次世代
に引き継いでいくため、平成21年に奈良県景
観条例（以下、「条例」という。）および奈良県
景観計画（以下、「計画」という。）を定めた。
　施行から3年が経過し、景観により配慮した
設計が増えつつあること、派手な色彩の建物が
改修等の機会に改善されだすなど、多くの成果
も見られるが、更なる理解を得たいとの思いも
含め、ここで改めて検証してみることとした。

 計画の概要

■奈良県の景観の特性
　本県の景観の特性は以下のとおりである。

（1）「日本のふるさと」としての景観
　本県は様々な時代の多彩な景観資源によっ

て構成され、これらが重層することにより、生活
環境、歴史文化、自然が融けあった一体的な風土
が成り立っており、「日本のふるさと」と呼ぶに
ふさわしい質の高い景観が形成されている。

（2）豊かな「眺め」
　「大和は 国のまほろば たたなづく青垣 山
ごもれる 大和しうるわし」と古事記に謳われ
たように、大和平野を囲む「青垣」の山々や
丘陵は本県の景観の重要な骨格を形成してい
る。その裾野に広がる「山の辺」には古墳、寺
社などの景観資源が数多く存在し、平野部の

「低地」からは「青垣」とこれらの景観が一体
となった本県固有の「眺め」が望める。山々や
丘陵などの「高み」から高原や渓谷の雄大な
自然など、多くの優れた眺望の場が存在する。

（3）新たな都市景観
　本県の都市景観は、歴史的に形成、蓄積された
原風景の大きな構造のなかに、新しい都市開発
などの景観の要素が加わって形成されている。

（4  ）農林業や地場産業が特徴づける地域の
景観

　稲作や茶、果菜類の栽培など、四季折々に彩
る本県の農業景観は、「日本のふるさと」として
の重要な要素である。県土の8割を占める森林
は、杉、檜等の人工林により美しい景観を形成
している。茶筅や金魚、そうめん等の地場産業
は、地域独特の魅力ある景観を形成している。

（5）表情豊かな自然景観
　桜の名所である吉野山やススキが広がる曽
爾高原など四季折々に変化をし、室生火山群
が生んだ柱状節理の岩壁群や奇岩、近畿の屋
根と称される大台ヶ原など雄大な自然美が存
在し、表情豊かな景観を形成している。
■課題
　経済の発展や利便性を優先した都市化の進
行や景観への意識の欠如などの課題がある。
主なものは次の4点である。

（1）歴史的景観の保全・活用
（2）眺望景観の保全
（3）市街地景観・沿道景観の整備・整序
（4）自然・風土景観の保全
■景観づくりの基本目標等
　計画では、美しく風格のある景観の創造を
目指し、次のような基本目標を定め、達成する
ための「規制・誘導」「支援・協働」「意識醸成」
等に関する各種施策を総合的に推進している。

（1  ）「日本のふるさと」としての奈良にふさ
わしい風格ある景観づくり

　「日本のふるさと」と呼ぶにふさわしい質の
高い景観を守り育て、奈良としての価値を高め
るとともに、未来につなげる景観づくりを進める。

（2）「暮らし息づく場」としての景観づくり
　景観はそこに生活する人々の身近な環境に
よって形成されるものでもあるため、人々の

日常の生活を快適で心安らぐようなものとす
る景観づくりを進める。

（3  ）交流と活力の源泉としての「もてなし」
の景観づくり

　国際的な観光・交流の時代に観光立県として
人々を迎える「もてなし」の景観づくりを進め、
地域の活性化につながる景観づくりを目指す。

（4）「県民主役」「協働」の景観づくり
　良好な景観は地域の財産であり、県民が主
役となり、地域を基盤として形成されるも
のである。「県民および事業者等」と行政が

「協働」して、景観づくりを進める。

 条例に基づく届出制度

　ここでは、良好な景観形成の推進策の一つ
である「規制・誘導」のうち、条例に基づく建
築物等の届出制度の概要について紹介する。
　本県では、県内全域（市町村が景観計画を
定めている区域を除く。）で、広域的な景観
に大きな影響を及ぼす大規模な建築物などへ
の規制誘導を行っている。
　県を代表する歴史文化遺産が集積する地域
や県への広域的な玄関口となる主要なイン
ターチェンジ周辺および広域幹線道路等の沿
道は、国内外の人々が観光・交流する奈良を
身近に感じる場であり、日々の生活や産業活
動の主要な舞台である。広域的・先導的な景
観づくりの観点から特に「重点的に景観づく
りに取り組む区域」として定め、さらにきめ
細かな規制誘導を行っている。
　具体的には、一般的な区域では、建築面積
1,000㎡または高さ13mを超える大規模な建築
物、高さ15mを超える鉄柱等の工作物などを
届出対象としている。周辺の景観に調和した
形態・意匠とするとともに色彩の基準や行為
地内の緑化等について定めた景観形成の基準
に適合するよう求めた。「重点的に景観づく
りに取り組む区域」においては、更に小規模
な建築物（例：広域幹線沿道区域では建築面
積500㎡または高さ10mを超える建築物）等
を届出対象とするなど、より景観に配慮した
基準に適合するよう求めている。
　この制度は、建築物の新築等だけでなく、外
壁の模様替えなど、外観を変更する行為や一
定規模以上の開発行為等も対象としている。

 おわりに

　良好な景観の形成には、建築に携わる者が
果たす役割は非常に大きい。今後も各位のご
理解とご協力により、より良い景観づくりに
取り組んでまいりたい。

（やまもと　やすし）

●山本靖司 
1983年奈良県入庁（建築職）。
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山本靖司
奈良県くらし創造部景観・環境局風致景観課課長補佐
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　コージェネレーション・システム（Cogeneration 
System 以下CGSと略記）は、お客さま先に
設置され、都市ガス等を燃料に電気と熱を同
時に供給できる省エネルギー・省CO2システム
である。これまで熱需要の多い工場、建築物、
住宅を中心に普及してきた。CGSは形態に
よって、ガスエンジン、ガスタービン、燃料電池
の3種類に分類される。
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図 1　CGSの省エネルギー性概念図

 電源供給力としての国の目標

　東日本大震災以後、電力ピークカットや節
電対策に注目が集まり、エネルギーセキュリ
ティー向上の観点も相まって、分散型電源が
果たすべき社会的意義が高まっている。分散
型電源の中で、特に省エネルギー性能の高い
ものが、CGSである。
　一方、国ではエネルギーミックスを巡って

「エネルギー・環境戦略」で議論が進んでい
る。その中で国はCGSを電源供給力として
新たに位置付け、2030年度の全電源構成のうち
15%（2,500万kW）を導入する目標を掲げて
いる（家庭用燃料電池は530万台）。この目標は、
現在すでに導入されている量の約5倍という
野心的な数値となっている。
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図 2　国の電源構成目標案

 CGSの設計

　CGSはパッケージ形が主流となってきてお
り、設置工事は比較的容易である。特に単機
出力50kW未満のパッケージ形は、ジェネラ
イトと呼ばれ、ユニット化により複数台設置に
も容易に対応できる設計となっている。一般
的な工事では、お客さま先にCGS機器本体

（貯湯槽）、電気盤、付属機器等を設置する。
　建築物（業務用）においては、ガスエンジン
CGSが主流で、機器ラインアップは発電容量
で5kWから数千kWまである。設計時には電力
需要と熱需要を想定して、適切な機器容量を
選定する。CGSの発電容量は、建築物の電力
デマンドの30～50%が目安だと言われているが、
特に電力ピークカット効果と熱交換器や排熱
投入形吸収式冷温水機を介して、排熱が給湯・
蒸気・冷暖房に十分活用できるよう配慮する。

図 3　CGS（業務用）外観

　住宅（戸建）においては、ガスエンジン（エコ
ウィル）あるいは燃料電池（エネファーム）
によるCGSがあり、通常は戸建住宅１軒に
対して、CGS 1基（1,000W相当、700W）を
貯湯槽1基とともに設置する。

図 4　CGS（エネファーム）外観

 CGSの発電効率の向上

　CGSが導入できる対象業種は、建物規模
と、熱電比率（熱需要と電気需要の比率）
で、セグメンテーションすることができる。
特に、電気が需要の中心であるお客さまへ向
けて、機器の発電効率を高める努力が続けら

れている。ガスエンジンは長年の技術開発の
結果、発電効率が著しく向上、系統電力の
平均火力発電効率である40%（低位発熱量基
準。以下同じ。）を超える機種も普及し、昨
今は48％以上の機種が登場している。
　家庭用燃料電池は、世界最高水準の総合
効率94%を誇る固体高分子形（PEFC。エネ
ファーム）のみならず、2012年春には発電
効率46.5%の固体酸化物形（SOFC。エネ
ファームType-S）も商品化されている。

 エネルギーセキュリティー

　都市ガスの低圧ガス管は、可とう性・耐震
性に優れるポリエチレン管での敷設を進めて
おり、供給安定性の確保に取り組んでいる。
 また中圧ガス管は東日本大震災でほぼ被害
がなかった実績がある。中圧ガス管のうち、
内燃力発電協会が技術評価している導管には、
非常用発電機兼用CGSが設置できる。

１．中圧導管が400ガル
程度までの地震に
耐えること

２．1台設置も可能
３．非常時には40秒以内
に防災負荷への
電力供給

防災負荷

CGS

本支管
中圧導管

一般負荷

商用電力

図 6　非常用発電兼用CGSシステムの条件

　停電時でCGSが独立に稼働して、電気と
熱を供給できることも重要な機能である。
　ガスエンジンCGSは、停電時であっても
稼働が可能なブラックアウトスタート仕様も
発売されており、高度な電源セキュリティー
が求められるお客さまでの採用が進むと思
われる。また既存CGSをブラックアウトス
タートとする、改造が可能な機種もある。
　家庭用燃料電池は、2012年夏にエネファー
ム、秋にエコウィルの自立運転機能付きの機
種も発売（予定）され注目されている。

 国によるCGS導入支援

　2012年8月に、CGS導入促進の施策企画・
立案や、導入等ワンストップサービスの総合
窓口として、資源エネルギー庁に熱電併給推
進室（通称：コジェネ推進室）が、各経済産
業局に担当窓口が、それぞれ設置された。
　今後、新たな「エネルギー基本計画」のも
と、さらに多様なCGS誘導施策が推進され
ることと思われ、その動向が注目される。

（きだ　しげお）

●喜多茂雄 
1990年　京都大学大学院機械工学専攻終了。
同年　大阪ガス株式会社入社。
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喜多茂雄
大阪ガス㈱エネルギー事業部 計画部 課長
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図 5　ガスエンジンの発電効率の向上
過年度の「天然ガスコージェネレーション計画・
設計マニュアル」日本工業出版より作成
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関西の建築界／群像　第40回

倉方 俊輔 ─KURAKATA  SYUNSUKE─

経歴
1971　東京生まれ
1994　早稲田大学理工学部建築学科卒業
1996　早稲田大学大学院修士課程修了
1999　早稲田大学大学院博士課程満期退学
2003～2006　日本学術振興会特別研究員
2004　博士（工学）
2010～　建築系ラジオコアメンバー
2010～2011　西日本工業大学デザイン学部建築学科 准教授
2011～　大阪市立大学大学院理工学研究科都市系専攻 准教授
2012～　倉方塾　コーディネーター・塾長

＜著書・受賞＞
2004　『伊東忠太を知っていますか』（王国社、鈴木博之編、共著）
2005　『吉阪隆正とル・コルビュジエ』（王国社）
　　　『吉阪隆正の迷宮』（TOTO出版、共著）
2006　日本現代藝術奨励賞受賞
　　　稲門建築会特別功労賞受賞
　　　『見えない震災』（みすず書房、五十嵐太郎編、共著）
2007　『東京建築ガイドマップ 明治大正昭和』
　　　（エクスナレッジ、斉藤理と共著）
2010　『建築家の読書術』（TOTO出版、共著）
2011　『ドコノモン』（日経BP社、共著）

「西本願寺伝道院」前にて

建築史家ならではの目線
　「建築を設計することには興味はなかった。建築の存在そのものを知

りたい」。

　このように語る氏は、高校 3 年生の時、父親の赴任先であるパリを訪

れた。パリの歴史を重ね築かれた街並み、建築、アート、住まう人々の

息づかいを感じ、同じ人間が住む街でどうしてこうも異なるのかという

疑問を抱いた。街、人間、社会に深く関係する建築を学ぶ起点となった。

さらに、建築は語り始めると、経済、政治、その時代の社会背景、産業

などの話に必然的に結びついていく。建築とはどのようなものか、どう

さまざまな事象と関係するのかに関心をもち、建築史の道を選ぶことに

なった。

　氏の研究対象である伊東忠太設計の西本願寺伝道院をご案内頂いた。

伊東忠太が世界旅行を通じ、各地の建築をスケッチし、目で見て、考え、

彼がつかんだ世界観を建築にぶつけた最初の事例である。当時の時代背

景、世界と日本の関係を独自の世界観で捉え、その世界を少しでも良く

しようと、建築を通じ試みられている。氏は、今ある目の前の対象から

しか探究しないという。建築を知りたいと思うと、必然的にそこには過

去、現代としての要素が当然あり、それにかかわるさまざまなしきたり、

既成概念であったり、そのようなものはどうして始まったかなど、現在

に関する疑問があるから、歴史研究が付随するのである。氏独特の視点

がうかがえる。

　建築をつくらない人ならではの視点がある。建築を使う人は一般の人

であり、プロではない。一般の人が気持ちいいか悪いかということが判

断基準であって、プロによる法令や建設などの技術的解決がどうかとい

うことは別の論理である。もちろんそれを実現させるプロの手法には感

銘を受ける。同じ広さの空間でもこの建築では心地良いとか、一般の人

が感じることは何か、設計者の意図がどうであったかなど、シンプルに

建築の良さを伝える為に、各知見を取り上げ交わせる立場の人が建築界

に居ることが健全な状況をつくるのではないかと考える。氏の著書「ド

コノモン」では、無名のすばらしい建築を発掘し、一般の人々にもわか

りやすい形で建築を伝えている。有名建築家がつくったからではなく、

目の前にある建築の良さをフラットな視点により批評することで本質的

に良いものを伝えたいと考えている。

　早稲田大学から、西日本工業大学での 1 年を経て、大阪市立大学に着

任された。東京以外の街での生活を通じ、地方都市の見方が広がったと

いう。北九州は、70年代の公共投資の結果インフラが整い、近代建築な

ど建築資産も多く遺されている。街のスケール感が生活に最適で、都市

としての豊かさが実感できる。単に建築をつくるだけでなく、街の価値

をくみ取り、つくるということは建築にしかできない。街の資産を見出

し、使う知恵があれば、街の可能性が広がるはずと氏は考える。

　建築と街、街と街との関係性を俯瞰できる視点も持てるようになった

という。現在大阪にて開催する倉方塾では、半期ごとにテーマを定め、

連続対談を行っている。大阪であえて九州をテーマにあげ、地方都市の

可能性も探る。建築と街への視点がひろがる。

　大阪中央郵便局の取り壊しをめぐり、国を訴える裁判にも携わる。保

存か解体ではなく、大阪の駅前という場所でモダニズム建築が遺る意義、

延いては文化財を街の資産としてどう遺すかについての問題提起を行っ

ている。裁判では、社会に使命を果たすという新たな挑戦に熱い志で応

えてくれた弁護士に感銘を受けた。建築を通じ、街をわかりやすく伝え、

世の中への貢献を目指している。

　本質に迫る氏の視点、活動により、現状を打破し、今後の建築界、街

の姿がより良い姿へ変わることを期待したい。
聞き手　　三谷勝章（大林組）
写真撮影　河合止揚



建築と社会■2012.1240

カトリック夙川教会献堂80周年記念

•
カトリック夙川教会の歩み

　カトリック夙川教会聖堂は、梅木省三の設

計により1932年（昭和 7 年）に建設された。

高さ33mの尖塔、鉄骨鉄筋コンクリート造

ヴォールト天井を有するネオゴシック様式の

特徴的なデザインの建物であり、長きにわた

り市民に親しまれている。（2009年　西宮市・

都市景観形成建築物に指定、2012年　兵庫県

景観形成重要建造物に指定）

　建物の規模は地下 1 階、地上 2 階建てであ

るが、聖堂部分の 1 階と 2 階は大きな吹き抜

け空間となっている。阪神・淡路大震災では、

激震地にあったが倒壊をまぬがれ、聖堂の瓦

屋根や壁面の剥がれ、 2 階にあったパイプオ

ルガンの落下などの被害が発生している。地

震後にクラック補修や屋根面の鉄骨補強など

の復旧工事が実施され現在に至っている。

•
2012年の大改修

　阪神・淡路大震災からの復旧は完了したが、

その後〈優れた社会資産としての評価〉が定

着するとともに、聖堂を利用する人の安全を

守る社会的責任が問われるようになった。一

方、建築の経年変化も少しずつ進行しており、

2000年代に入って、現聖堂を技術的な裏付け

のもとに改修し、今後も存続させることが妥

当かつ現実的な選択、との判断に向かうこと

になった。

　これに基づき現状調査と計画検討に着手し、

2011年 5 月に基本設計、 9 月に実施設計がま

とまった。工事は翌年 1 月から10月まで献堂

80周年記念行事の一環として実施された（設

計・監理／安井建築設計事務所、施工／柄谷

工務店）。目標としたのは①将来的にみた耐震

性能の改善②竣工80年で生じた経年変化への

対応③あらゆる来訪者が安全に利用するため

のバリアフリー化等対応――といった事項で

ある。

　①は地震発生時の在館者の安全を図ること

が最大の目的であった。建物の文化的価値に

配慮し、内外観とも可能な限り変えることな

く、目標とする耐震性能を確保することが課

題となった。②については、阪神・淡路大震

災改修時ではまだ顕在化していなかった課題、

すなわち外壁・内壁クラック改修、屋上の防

水改修、防災のための設備改修といった項目

と、破損が目につくステンドグラスの取り替

えなどのサッシュ補修を並行して実施した。

③については、地上から聖堂フロアおよび地

下フロアに達するエレベーターを設置してい

る。エレベーター棟を新築するにあたり外観

の意匠については、検討を要した。西宮市景

観アドバイザー会議において有識者の先生方

とも議論を行い、歴史的建築物のイメージを

壊すことの無いよう安易に聖堂のディテール

を模倣することをやめ、簡素なコンクリート

の箱として脇にそっと置くように配置するこ

とを選択した。足元にはオオイタビを植え、

将来壁面が緑に覆われることを期待している。

また、エレベーターの地下着床位置から地下

ホールへは北側倉庫を経由することから、こ

の倉庫を、教会の歴史を公開する場としての

展示ギャラリーとして整備を行っている。

カトリック夙川教会献堂80周年耐震改修工事について

安井建築設計事務所　佐野吉彦／楠　敦士／松尾雅夫／松本　猛

改修後の聖堂１階内観※ 
（柱は約100ｍｍ増打されている）

新設したエレベーター棟※

新たに整備した地下展示ギャラリー※

聖堂東側外観※
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•
耐震補強計画

　昭和初期の設計であることから現行の耐震

設計基準は満足しておらず、「耐震改修促進

法」に基づく第 2 次診断によると、桁行（東

西）方向のIs値は0.53、張間（南北）方向のIs

値は吹き抜け部分の独立柱で決定され0.32で

あった。本建物の耐震性の特徴をまとめると

以下のようになる。

地下部分：コンクリートの剛強な箱体が形成

され、耐震性が高い。

張間（南北）方向 1 階・ 2 階：屋根面の水平

剛性が低いため屋根を支える独立柱が南北方

向にばらばらに変形し、水平耐力が不足して

おり耐震性が低い。

桁行（東西）方向 1 階・ 2 階：袖壁付柱が多

く、水平耐力は比較的大きいが、耐震性は 1

階で少し不足する。

その他：東面の妻壁は上部で支持されていな

いため、面外方向に転倒・倒壊する危険性

がある。阪神・淡路大震災で、パイプオルガ

ンが落下しており、壁自体にも水平方向にク

ラックが生じている。

　耐震補強工法の選定にあたっては、本建物

の構造特性・工事中の使用条件などを考慮し、

次の基本方針を設定した。

・都市景観形成建物に指定されていることか

ら、補強後に外観・内観のデザインに違和感

が出ないように配慮する。

・補強個所はできるだけ少なくし、建物機能

を損なわない補強工法を採用する。

・工事中の代替施設はないことから、耐震補

強工事は短工期かつ部分使用が可能になるよ

うに補強個所を限定する。

　基本方針を基に種々の工法の比較検討を

行った結果、以下の補強を行うこととした。

・張間方向の補強は、独立柱の両面（外側、

内側）に鋼板を貼り付け、アンカーによって

一体化させることにより柱の水平耐力は増大

させる。柱断面は各面で100mm大きくなる。

・桁行方向の補強は、既設壁の増し打ち補強

により水平耐力を増大させる。一部窓を塞ぐ

個所があるが、ステンドグラスはそのまま維

持されるように配慮した。

・東面の妻壁にバットレスを設け、ポリエス

テル繊維を全面に貼り付ける補強を行って、

大きな壁の面外の剛性と耐力を増加させると

ともに、亀裂と剥落を防止する。

・屋根面の剛性を高めるため、妻面壁の面外

に発生する地震力を桁行架構に確実に伝達さ

せるため、屋根面に水平ブレースを増設する。

　上記の補強により、「耐震改修促進法」に規

定された所定の耐震性を満足し、制約条件が

多い中での聖堂の耐震補強を実現させた。補

強した建物は、補強前の建物と全く違和感が

なく、どこを補強したのかがわからないとの

声を聞いている。

断面図 

平面図 

１階平面図 

左香部屋 右香部屋

聖堂

柱補強

柱補強

壁面補強

エレベーター
新設

袖壁の新設と
壁面補強

楽楼

吹抜

壁面補強

吹抜
屋上 屋上

屋根面
ブレース補

屋根面
ブレース補

メタルラス

無収縮モルタル

（外側） （内側）

鋼板19mm

鋼板19mm鋼板19mm
折り曲げ加工

無収縮モルタル
圧入

（外側） （内側）

1SL

100

100程度 100程度720
テーバー
（0～290）

100

6
0
0

4
5
0

あと施工アンカー
D19

EV

ドライエリア
上部

ドライエリア
上部

祭壇

柱補強詳細図 ２階平面図 

改修後の南側外観※

（柱部を補強している）
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対談　教会建築が目指すもの―象徴性と公共性のあいだで―

山形　政昭
（大阪芸術大学教授）

佐野　吉彦
（㈱安井建築設計事務所代表取締役社長）

司会：設楽　貞樹（㈳日本建築協会副会長）
と　き：2012年 9 月14日
ところ：㈱安井建築設計事務所

•
はじめに

設楽　　カトリック夙川教会（以下夙川教会

とする）が今回大改修された成果について特

集を組むことになりました。この改修の狙い

をご紹介いただけますか。

佐野　　夙川教会の聖堂は落成して今年で

80周年です。その建築的価値・歴史的価値

は広く認知され、西宮市・都市景観形成建築

物（2009年）と兵庫県・景観形成重要建造物

（2012年）に指定されました。優れた社会資産

として評価されたことで、信徒をはじめ聖堂

を利用する人の安全を守る社会的責任が問わ

れることにもつながってきます。

　1995年の阪神・淡路大震災以降は、建築基

準法のなかでの既存建築の耐震化・安全性確

保などの法律の整備が進み、公共性の確保が

求められるようになりました。もっとも、人

が集う場である教会としては当然のように果

たすべき課題ですね。建築の経年変化も少し

ずつ進行しますから、現聖堂を技術的な裏付

けのもとに改修し、今後も存続させることが

妥当かつ現実的、との判断があったのです。

山形　　今回の改修記録を拝見すると設計か

ら順調に纏めてこられたように感じますが、

ご苦労な点はどのあたりにありましたか。

佐野　　まずは改修がめざす目的を聖職者と

信徒が共有することが重要でした。すなわち、

地震発生時の在館者の安全を図るために「将

来的にみた耐震性能の改善、現行の建築基準

法の耐震基準への適応」ということになりま

すが、柱の補強や耐震壁の設置、天井裏の小

屋組の剛性を高めています。内外観ともに改

修による変化を最低限目立たないものとする

趣旨で進めました。この建築とともに教会活

動は続いてきたわけですから、技術的には細

心の注意を払った仕事でしたね。

設楽　　今回の工事のもう一つのポイントと

してバリアフリーがあったときいていますが。

佐野　　この聖堂の正面エントランスは、地

上レベルより約 2 メートル階段を昇ったとこ

ろにあり、中央と両脇の 3 か所の扉を持ち、

その上部に大きなバラ窓（ステンドグラス）

があります。正統的な教会のスタイルですね。

主フロアの地下にはホールがあり、多目的に

使われるスペースとして活用されています。

しかしバリアフリーの問題が残っていた。そ

こで 3 層をつなぐエレベータを設けましたが、

エレベータ棟のデザインには注意を払いまし

た。コンクリート打放しで建築として聖堂と

は離れて自立したものをつくりました。出来

上がってみると意外に存在感がありますね。

聖堂以上に引き締まった感じが出てしまいま

した（笑）

•
設計者・梅木省三、

そして夙川教会の建築スタイル
山形　　夙川教会を設計した梅木省三につい

て調べてみたのですが、資料がなかなかなく

て謎の部分が多いですね。

佐野　　梅木さん自身のことも、作品のオリ

ジナリティについてもよく伝えられていま

せん。夙川教会を設立したシルベン・ブスケ

神父はサン＝ドニ大聖堂（フランス）のイ

メージでとおっ

しゃったようで

すが、それほど

サン＝ドニ大聖

堂とは似ていな

い。丘の上の教

会というイメー

ジを示そうとし

たのかもしれないですね。

山形　　出来ている聖堂はよくまとまった立

派なものですから、そういうものを作り上げ

る力量のあった方なのでしょうね。

佐野　　当時は設計者に著作権という意識も

無かったかもしれませんし、設計記録も残っ

ていません。設計途上でどういう議論や合意

形成があったのかは興味深いですね。

山形　　梅木省三はここの教会員でいらした

ということですが、プロフィールは建築のほ

うではなかなか明らかになっていないのです

が、これだけの建物を作っているわけですか

ら改修を契機にどういう人であったのか知り

たいですね。ステンドグラスや照明器具の作

家等、どういうメンバーと一緒に仕事をした

のか、人の関わりが明らかになるとより親近

感が出てくると思いますね。

佐野　　ぜひ歴史分野のご協力を得たいと思

いますね。

佐野　　夙川教会自体は時代を経て、景観形

成資産・文化資産に位置づけられるようになり

ましたが、以前はそれほどの見られ方はしてい

なくて、むしろウィリアム・メレル・ヴォー

リズやインターナショナルスタイルの優れた

サン＝ドニ大聖堂（フランス）
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住宅が点在することで知られた夙川にあって

は、聖堂のデザインの質は注目されませんで

したね。幸か不幸か、今はそれらの住宅がな

くなってきています。夙川教会の価値が認め

られてきたのは、ある意味皮肉なことです。

山形　　最近は様式建築や折衷的なものも時

代の表現や個性として多面的に評価されます

が、20年ほど前までは、明治、大正時代の歴

史的な建築と、モダニズムの新しさをもった

建築の両方が注目されていて、その折衷的な

ものは日本ではあまり評価されなかったとい

われています。

　鉄筋コンクリート造の夙川教会は「こうい

う様式だ」と端的に言いにくい建物ですね。

全体にはゴシック様式といえますが、良く見

ると個性がありますね。屋根はスパニッシュ

瓦葺きで、その棟にはクレストという棟飾り

が並んでいます。RC造の鐘楼屋根上に鉄骨

造の装飾的な屋根が

聳えていて、このよ

うに骨格だけで表現

することをオープン

ワークと言うらしい

ですが、ゴシックの

近代特有の表現で遠

景より見るととりわ

けシンボリックなと

ころになっています。

佐野　　小林聖心女子学院聖堂（宝塚市）の

鐘楼もそうなっていますね。それから布池カ

トリック教会聖堂（名古屋市東区）にもあり

ます。

山形　　個性のある表現では、ファサードに

おけるバラ窓を中心としたゴシック様式の構

成を、さらに大きな一つのポインテッドアー

チの内に収めた巧みなデザインに気がつきま

す。そして単身廊のシンプルで明るい構成の

礼拝堂にはモダンな表現も感じます。

　ところで外壁の明るいピンクがかった色で

すが、これはいつ頃からですか。

佐野　　戦前のモノクロ写真を見ると濃い色

を塗っているものがありますが、年輩の方も

あまり覚えておられない。献堂当初からそう

だったのかちょっとわからないですね。

山形　　仕上げの色がおしゃれな色で夙川の

ランドマークにぴったりしている。修復でも、

外壁の色をどれくらい鮮やかな色にするかと

工夫をされたのではないでしょうか。

佐野　　私の意識では全面がアイボリー色で、

白い教会のイメージがあります。1980年くら

いにピンクに塗って、それから30年くらい経

過しました。今回の改修で色を選択するとき

に意見を聞いてみたところ、ピンクに対する

親和感も大きかった。最終的にはそれぞれを

尊重した決定色です。プロセスとして聖職者

や信徒の意見に基くのは、教会活動としての

意義はあります。真白の歴史とピンクの歴史

はどちらも重要な歳月だったのです。

　それよりも、夙川教会のイメージは内観に

こそ貫かれたものがありますね。守護聖人

が聖テレジア（マリー・フランソワーズ・テ

レーズ・マルタン：19世紀フランスのカルメ

ル会修道女）なので、女性らしさと内観の持

つ優雅さとは響きあうものがあって、これが

信徒に共通する夙川のイメージであるように

感じます。

•
改修のメニューについて

山形　　今回はRC造の教会堂に鉄板を挿入さ

れてコンクリートの柱の打ち増しをあまり目

立たなくされましたが、コンクリート造に使

われる事例はまだ少ないようですね。かなり

検討をされたと思いますが、どのようなサイ

ズのものが入っているのですか。

佐野　　柱の見付けに等しい幅の厚さ19ミリの

鉄板です。あまり柱での事例はありませんね。

山形　　柱の仕上げの中に鉄板が入っている

わけですか。煉瓦造建築を鉄板補強して煉瓦

壁にピンニングする工法は定着しているよう

ですが、鉄筋コンクリートの補強は難しいよ

うですね。最近は目立たない補強は避けられ

る傾向があり、補強部が目で分かる手法や、

新しい鉄骨のフレームを入れるケースのほう

が多くて、このように目立たなく強度アップ

というのは、設計者としては難しい選択をさ

れたのだとおもわれますが。

佐野　　既存の柱にアンカーを打ち込んで鉄

板を留め付けたうえで打ち増し、コンクリー

トと鉄板を一体化させているのです。なので、

内観の印象に大きな変化が起こりません。そ

こで改修箇所を気付かせないことは、この教

会に必要な解決であったと思います。

山形　　教会堂建築は内外ともに意匠が重要

で注目されるところですが、RC造建築で積極

的な補強の事例はまだ少ないようです。著名

なところでは村野藤吾さんの世界平和記念聖

堂（広島市中区）ですね。戦後初期における

名建築で1980年代に一度修復され、2000年代

に入ってかなりのコンクリート打ち替えをし

て保存されていると聞いています。RC造の建

築は長く維持して行くのは少々厄介なのでは

ないかと歴史の分野では言われています。こ

れからこうした事例が増えて行きますね。明

治期の煉瓦造では長崎の五島列島にある旧井

持浦天主堂とかありますが、構造的には素朴

な建築のようで補強方式は明快なようです。

煉瓦そのものは1000年もつという恒久的なも

ので、それが崩壊しないように補っていけば

良いわけです。木造の場合は腐食している部

材そのものを交換しながら維持して行くとい

う方式が伝統的にあります。RC造は、容易に

交換は出来ないし、コンクリートの質をどの

ように評価できるのか難しい対象ですね。

佐野　　今回は外壁・内壁のクラック改修、

屋上の防水改修、防災のための設備改修と

いった項目をこなす一方で、破損が目につく

ステンドグラスの取り替えなどのサッシュ補

修を並行して実施しました。壁面は全体的に

吹き付けで仕上げていますから、そういう意

味では修理箇所は目立たなくなりますね。

山形　　小屋組の鉄骨も補強されたようです

が、これはどのような補強でしたか。

佐野　　東端の楽楼（ 2 階部分）上部と、西

端の祭壇付近について補強材を入れて架構を

固めました。耐震壁を確保する工事とあわせ

て、これも改修が目立たないように計画して

います。

山形　　もともとヴォールト天井は合板で作

られていたように感じたのですが、ジョイン

トが目立たないですね。

佐野　　仕上げは吹き付けです。できあがっ

カトリック夙川教会鐘楼※
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てしまえば旧状と見た目はほとんど同じです

から、どのような工事にどの程度の費用をか

けたのかは一見してわかりにくい。そこで、

教会の月報に解説記事を書いて工事写真を添

えて、経過を知らせるようにしました。そも

そも元通りの形を極力保つ趣旨で計画し、信

徒のコンセンサスを得てきたわけですから、

理解はいただけたわけです。今回の改修では

耐震改修に始まって設備改修からステンドグ

ラスの改修に達したという進め方でしたが、

振り返るとずいぶん広汎なメニューを含むこ

とになりました。

山形　　ステンドグラスのデザインは類例が

あまり無いモダンで特色がありますが、ガラ

スの破損部は修復でかなり入れ替えられたん

でしょうか。

佐野　　新しいガラスは古いガラスと100%イ

コールではありません。今はもう手に入らな

い種類のガラスがありますからね。現代の既

製品から選んでいます

が、全体の印象として

見れば何ら違和感はな

いと思います。

設楽　　どれくらいオ

リジナルのガラスが

残っているのでしょう

か。

佐野　　それでも 8 割くらいは残っています。

•
教会のこれまでとこれから

山形　　ところで、設計を進めるにあたって、

昔の設計図をどの程度参照されたのでしょうか。

佐野　　立面と矩計図、構造図が残っていま

すね。これは興味深いものでした。鐘楼の位

置が異なる立面図が残っていて、そこに横文

字でメモが書かれています。おそらく、神父

が持っておられた図面でしょう。もちろん実

測は行いましたが、もともとの図面からは重

要なメッセージが伝わってきます。

山形　　神父さんの助言があったのかもしれ

ませんが、コンクリート造の建物としては

特色がありますね。聖堂全体の空間構成もそ

うですが、地下ホールの梁型のデザインとか

柱が少し上でひろがった構造には力の流れに

沿ったデザインが工夫されています。このデ

ザインはどのように評価されていますか。

佐野　　同じ西宮市内に先年まであった白鹿

の旧工場（辰馬本家酒造白鹿館）のモダニズ

ムと同じ感覚があるように感じます。

山形　　ところで、外観は当初は赤瓦葺きの

スパニッシュの屋根でした。スパニッシュ瓦

とゴシックは珍しい取り合わせです。そこに

あまり違和感が無かったというのがこの教会

堂の特色でしょうが、いまは赤瓦が無くなっ

てしまったのは残念ですね。教会で保存され

ているものを拝見しましたが、結構大きくて

重いですね。

佐野　　瓦は阪神・淡路大震災の時に大部分

崩落して損壊しました。その復旧のおりにシ

ングル葺きにして現在に至っています。今回

の改修ではその再現はしませんでしたが、復

活させるかどうかは、長期的に検討する課題

となっています。やるならば瓦は軽量化する

ことになるでしょうが。

山形　　これまでの整備も手順を追って進め

てこられたし、次のステップで残された課題

についてさらに議論をつないで行ってほしい

と思います。

設楽　　80年の歴史の中で今という時代、つ

まり地域における建築の位置づけがどんどん

変わって行く時代に改修されたことは意味

がありそうですね。これまでは信徒のための

施設であったものが、もっと公共的な役割を

果たすことが重要になりそうです。夙川とい

う文化レベルの高い地域のかけがえのない場

所としてそういう期待が増えるのではないで

しょうか。

佐野　　それでも、聖堂とは教会活動の最前

線にある場所であることには変わりません。

その意識はずっと強くて、ある時期まで教会

には公共に向けて開くという側面は希薄でし

た。カトリック世界では「第 2 バチカン公会

議」という重要な意思決定の場が1960年代に

あり、教会の現代化・刷新がここからスター

トしました。その後、時間をかけて、より教

会は社会と近く、より地域に開かれたものに

向かっていったのだと思います。夙川教会は

この何年かで夙川の自治会との縁も深くなり、

それがきっかけで自治会からの推薦に基づい

て、西宮市の都市景観形成建築物となった経

緯があるのです。つまりそれは聖堂建築を改

修して維持するという動きに繋がったわけで

す。いろいろなことが循環していますね。で

も地域の活動の中心というにはまだまだ十分

とは言えません。

設楽　　聖堂もそうですが、地下ホールはコ

ンサートなどいろいろな活動の場として身近

に使えそうですね。

佐野　　地下ホールはこのところいろいろな

催しに貸し出すようになっています。今回

の改修で地下に教会の歩みを展示するギャラ

リーもできますから、それはいろいろな動き

のきっかけにはなるでしょう。また、日本テ

レマン協会（テレマン室内オーケストラ、合

唱団等）は地下の一部を常設練習場に借りて

いて、聖堂ではしばしば演奏会を催します。

おそらく、テレマンの「音」はここで育った

ものということができます。建築と音楽がお

互いにう

まく影響

しあって

いるとい

るのは幸

せなこと

です。

　いい建築の中でいい音楽を作るモチベー

ションが生まれているのではないでしょうか。

山形　　地域に開いて公共的な役割を果たす

ことは今後重要ですね。それにしても、歴史

的な教会堂では、それを残したいという希望

があっても、信徒の数が減ってしまえば取り

組むことができませんね。

佐野　　これまでも教会がなくなったり、統

廃合したりすることもありますし、それは日

本に限りません。信仰と建築の関係について

言えば、いい建築をつくる歴史と教会が発展

する歴史はこれまでリンクしてきました。教

会建築をきちんと維持することは信仰を受け

継ぐことにつながる、まさに今後も有効な互

恵関係ですね。

設楽　　なるほど、その互恵関係は、学校建

築と人材輩出、オフィスビルとスタッフの成

果といったところにもありそうですね。

　本日はありがとうございました。

写真提供
＊：エスエス大阪（津田裕之）
その他：㈱安井建築設計事務所

地下ホール※

ステンドグラス



■白鶴美術館建設の背景
　六甲山の山麓に在り、住吉川の清流に沿っ

て緑の山容を背景に、ひときわ目立つ白亜の

殿堂は、白鶴美術館と称せられる。その優美

な中に風格のある建ち姿は、人々の目をひく

ことひとしおである。

　この美術館が所在する阪神間の旧住吉村・

旧御影町（現・神戸市東灘区）は、近代に

なって急激に発展した阪神間住宅地の中核に

位置し、大正、昭和初期には長者村と呼ばれ

るほど、大阪、神戸の名望家が多く住む地域

として知られていた。それだけにそこには単

なる高級住宅地としての側面だけでなく、そ

こに住む人々の文化的な関心の高さからくる、

地域のコミュニティ施設や教育文化的施設、

医療や生活関連施設が次々と整備され、この

美術館の出現も、大都市近郊に芽生えた郊外

ユートピア実現への大きな一歩ではなかった

かと思われる。

　日本建築協会の機関誌『建築と社会』は、工

事中の昭和 9年 1月号で、この建物の竣工模

型をいち早く紹介し、同年8月の美術館特集号

で、大阪市美術館、京都市美術館と並んで、完

成直後の姿が紹介されており、当時として注目

を集めていた建物であったことがうかがえる。

■建物の概要
　建物の敷地は東が住吉川岸に接し、西は徳

本寺の境内に並び、北は上人山を背負う高燥

の地で、南北に長く西と東が開ける格好の土

地で、その面積は約1,178坪である。敷地面積

としては必ずしも広いとは言い難いが、全体

計画として建物を一棟にまとめて建てるので

はなく、思い切って主要な陳列室を持つ本館

を奥に、事務と研究を行う別館を前面に出し、

両棟を結ぶのに渡り廊下を配して、逆コの字

型の配置としてまとめられている。また本館と

別館との間は中庭としてその中央に、奈良東大

寺大仏殿の正面に置かれている天平の大燈籠を

模した青銅の大きな燈籠を配して中心性を強調

した構成がとられている。このような全体計画

の発想については、創立者であった白鶴酒造第

七代目社長、嘉納治兵衛白鶴翁の意向が少な

からず含まれていたのではないかと思われる。

白鶴翁については後述するが、奈良興福寺と

の結びつきの深い旧家・奈良中村家の出身で

あり、幼い時から仏法の世界や美術品とのつ

ながりの深い環境で育ったことが伝えられて

いる。それは、例えば本館と別館とを結ぶ長

い廊下は寺院の回廊としてのイメージを伴う

もので、この渡り廊下を通ることによって、

美術館の展示物に向かうに当たっての心の浄

化を求める意図があったともみられている。

　この意匠と構造について設計施工に当たっ

た竹中工務店は、昭和 9 年の開館に際し、「白

鶴美術館」と題した新築工事概要を刊行し、

その中で意匠および構造として、次のように

記している。｢建築の意匠は、その内容と不

即不離のものでなければなりません。東洋美

術、特に日本美術の大きな特徴は、その『深

み』と『寂び』と『軽快さ』とにあると云へ

ましょう。これは同時に日本建築の生命でも

あります。当美術館の意匠に於いてはこの精

神を一貫しておりまして、敢えて絢爛たる色

彩も用いず、無用の粉飾をも避けて、清楚典

雅にして明快なる印象を興しうることを期し

ました。従って様式としては日本固有のもの

を選び、これを耐震耐火的たらしむるために、

鉄骨鉄筋混擬土構造を採用しました。この構

造法の必然的結果として純粋なる木造様式に

①本館南側全景（現在）
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「建築と社会」第17輯第 1号・8号（昭和 9年 1月号・8月号）より

②全景（『建築と社会』昭和 9 年 8 月号より、以下＊印）

③本館正面（＊）

⑥白鶴美術館の石膏模型（『建築と社会』昭和 9 年 1 月号より）

④別館玄関（＊）

⑤本館階段（＊） ⑦配置及び平面図（『白鶴美術館』竹中工務店より）
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⑧本館 2階千鳥破風の細部

⑨渡り廊下内部（北から南方を見る）

⑩チーク材を用いた階段廻り

⑪本館 1階陳列室

⑫本館 2階陳列室

⑬本館より中庭をはさんで別館を見る

⑭美術館入口巨大御影石の門構えを見る

⑮本館 2 階隅柱の木鼻

⑯本館 2階の和風壁面

⑰別館 2階集会室ステージ背景の装飾部分

⑨ ⑩ ⑪ ⑫

⑧

⑬ ⑭

⑮ ⑯ ⑰
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のみ拘泥することの不合理と（中略）日本建築

の伝統的風格と気韻とを最新建築科学の内に活

かすことに努力しました｣ として、日本建築の

伝統様式をSRC構法で表現することの正当性

を述べていることは、注目すべき点である。

　この美術館の館蔵品としては、世界的なレ

ベルで評価されている優れた中国古代の青銅

器と陶磁器、銀器類があり、これらは独立し

た箱型四方ガラスの展示ケースに納められ、

本館の陳列室に個別に配置されているので、

広々とした室内空間とともに観賞しやすく配

慮されている。本館 2 階の陳列室は室内全体

が和風構成で、壁を真壁風として、上げ下げ

窓の両袖に無垢の台桧材が半柱として配され、

内法長押と天井長押を配している。要所には

鶴模様の釘隠しが付き、天井は白しっくいに

よる格天井として、格間には書更紗を張り上

げ、飛鶴と唐草文様が市松に組み合わされて

いる。この 2 階陳列室の奥は貴賓室とされ、

この部屋では内部の木部（柱、長押、鴨居、

天井廻り、床廻り等）すべて、桑材とし優雅

にまとめられている。その北側壁面は幅広い

床の間と付書院があり、天井は折上げ格天井、

真壁風の壁面は別織裂地張りである。この貴

賓室は本館 2 階東南の部屋に当たり、この部

屋や 2 階外廻りの濡れ縁からの眺望は素晴ら

しく、眼下に住吉川の流れと本山、魚崎につ

ながる阪神間住宅地街を越えて、ちぬの海に

たとえられた大阪湾や、遠く泉州の山並み堺

方面を望み見ることができる。 1 階の陳列室

も和風意匠が中心で、天井は折り上げ格天井、

床はチークを主材とした寄木張りである。

　別館は玄関、応接間、事務室など管理部門

と、 2 階に集会室、書庫が設けられている。

集会室のステージの壁面には、チーク材によ

る市松模様の浮彫が、東洋美術の逸品をモ

チーフに作成され、パネルとして取り付けら

れており、人目をひく構成となっている。

　美術館の外観は、本館が 2 階建屋根を本瓦

葺風に銅版にて仕上げ、正面中央に千鳥破風

が設けられて、大屋根は入母屋造りの堂々と

した構成で、建立以来数十年の風雲を経て見

事な緑青が全体に出て風格のある姿を見せて

いる。

　美術館の正門は、この土地から出土したと

思われる巨大な花崗岩を用いて門柱を兼ねさ

せ、重量感があり、またこの地域の風土性を連

想させるにふさわしい構成で、玄関までの道も

石組と植栽を巧みに配してまとめられている。

■オーナーとしての七代目嘉納治兵衛
　白鶴酒造は多くの御影町醸造家のなかでも

老舗の一つで、その創業は寛保元年（1741）

にさかのぼると言われる。代々白嘉納家を名

乗り、その七代治兵衛を襲名したのが、先代

治兵衛の長女けいの入婿として明治20年に結

婚した中村正久であった。正久は幼少の頃か

ら奈良の古美術に接する機会が多く、その体

験がのちに中国の古銅器の収集や日本の名品、

名器の購入につながったといわれる。自らは

白鶴翁と号し社運の向上に努めるとともに、

社会奉仕の精神を忘れなかった。石屋川河畔

に建った御影町公会堂（昭和 8 年）の建設に

当たって、多額の建設費を寄付し、また旧制

私立灘中学校の設立に当たっても、財団法人

灘育英会の設立にも貢献している。彼はこの

美術館の建設にあたってその基本的な思想は、

“夫れ美術は時代精神の現れにして、又文化を

量るの尺度なり。国盛んなれば美術栄え、国

衰えれば美術亡ぶの例は洋の東西史の古今を

通じて証跡歴々たり、（中略）予は夙に美術

奨励に意あり、故に多年収集する処の美術並

びに工芸品等の如きも、独り自家の愛玩物と

して死蔵するを好まず、これを社会一般に公

開し以って美術思想普及の資に充つべく”と

述べるが、これは白鶴美術館設立の趣意書の

文言であり、白鶴翁の美術館建設に当たって

の意気込みが感じ取れる。彼は茶の湯につい

ても造詣が深く、関西の著名人が集った茶会

「十八会」のメンバーの一人として、明治35

年に始まった茶会には、阪神間でも村山龍平、

住友吉佐衛門、芝川又右衛門、嘉納治郎右衛

門、上野理一らそうそうたる顔ぶれと肩を並

べていた。この美術館の庭内にも茶室「崧
すう

庵」

が設けられている。

■建設への参加者
　この建物の設計施工を担当した人々は、当

時設計部長だった鷲尾九郎を筆頭として、小

林三造、永山豊二、強度計算に青柳貞世、工

務部長・芝田知重、現場主任・岩崎清輔、浜

野増次、河本義雄、多田覚太郎の名前がある。

鷲尾九郎は新潟県長岡市の出身、兄の招きで

神戸に移り、神戸一中、旧制一高、東大建築

学科を大正 6 年に卒業、竹中工務店に入った

逸材であった。彼は東大卒業のとき、中村達

太郎教授に呼ばれ、“文部省か竹中工務店に行

かないか”といわれた。そのとき鷲尾は、役

人は嫌だから竹中に行くと答えたという。

　しかしその前に中村教授は、竹中工務店に

いた藤井厚二から“誰かひとり卒業生がほし

い”との依頼を受けていた。鷲尾は神戸の出

身ではあったが、竹中といってもよくわかっ

ていなかったという。実際、竹中は当時まだ

ようやく将来発展の礎を築きつつあった時代

で、藤右衛門が各地の有力者と親交を深め、後

世に残るような仕事を次々と成立させつつあっ

た。しかしまだその頃は、家庭的な雰囲気の漂

う職場で、鷲尾は仕事の合間に幼い竹中家の

令息たちの子守りをしたこともあったという。

　鷲尾は、以来一貫して竹中工務店の中枢に

位置し、設計部長、専務として多くの作品を

手がけた。

　この鷲尾の下で設計に当たった小林三造は、

名古屋高工の出身で、大正 7 年に入社し、設

計部に属して活躍した。彼は、今日近代和風

と呼ばれる日本の伝統様式を取り入れた建物

をほかに西本願寺大谷本廟守真所（昭和10

年）、横浜の東伏見伯爵磯子御邸（昭和11年）

などを手がけたといわれる。

　この美術館の本館がもつ格調のある和風意

匠は、そのディテールを見ると、極めて精度

の高い設計、施工がなされていることがうか

がえる。例えば和風建築特有の組物を天然の

御影石、人造石研出しなどの工法を用いて、

巧みにまとめあげる技術は、高いレベルに

あったと判断できる。それは現場の実際の納

まり具合を見ると、築後70数年を経過してい

ながら施工精度にほとんど狂いが見出せない

ことである。例えばスチール製の上げ下げ窓

に防火用の鉄扉を付けているが、現在でも各

窓の開閉にまったく支障がないということで

あった。構造主体が鉄骨、鉄筋コンクリート

造でありながら、各部の化粧材を都合よく納

めることは、技術的に困難を伴うものである

が、その施工精度の高さは並々ではないこと

がうかがえる。

　このような近代和風について、昭和初期の

国粋主義的思潮やモダニズム志向の動きとの

関連を指摘するむきもあるが、この建物につ

いては、白鶴翁の理想や希望に応えられたも

ので、そのような動きとは一線を画すること

が妥当であると考えたい。いずれにしてもこ

の美術館は、まさに阪神間郊外住宅地文化の

象徴的位置付けができる建築とみることがで

きよう。

　今回の見学、調査にあたって、白鶴美術館

館長・清原修氏、学芸課長・山中理氏には大

変ご協力を賜った。厚く御礼を申し上げたい。
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・「白鶴美術館」竹中工務店、昭和9年 5月

・ 「16人の建築家―竹中工務店設計部の源流」石田潤
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（さかもと　かつひこ／神戸芸術工科大学名誉教授）

48



49建築と社会■2012.12

「建築と社会」4月号では、会員作品発表の場として「第19
回会員作品特集号“私の空間作法”」を企画しております。
対象は、建築、ランドスケープデザイン、インテリアデザ

イン、まちづくり、アート等、建築に関わるすべてとし、

竣工作品、計画案を問いません。また表現方法は、写真、

CG等の別を問いません。

みなさまの個性あふれる作品のご応募をお待ちしており

ます。

■提出資料

1．写　真： 外観、内観、ディテール、模型写真等。

　　　　　　 （プリントの場合、サイズはキャビネ判程度。

電子データの場合、解像度300dpi以上、5～

6枚）

2．CG等： パース、コンセプト図等。

　　　　　　 （パースの写真撮影等は致しかねますので、

印刷原稿となる状態でお願いします）

3．概　要： 作品名称、所在地、設計者、施工者名、建築

面積、延床面積、構造規模、工期など。

4．説明文： 作品名称以外のページタイトルと作品につい

ての考えを300字程度にまとめた文章。

■掲載に際しての補足

1．掲載料は無料です。誌面は白黒ページとなります。

2．写真の撮影者名は必ず付記願います。

　　 写真に著作権等が生じる場合は、応募者にて処理願い

ます。

3．掲載ページ数は、原則として 1社（ 1人）1頁とし

ます。また、12月末までに竣工予定の作品を掲載希望

の場合、写真等の原稿期日は配慮致しますので、ご連絡

ください。

4．建物の特徴や特殊な事柄については、簡単な補足説明

をお願いする場合があります。

5．作品の掲載順および誌面レイアウトを含む特集全体の

構成は委員会にて担当致します。

■原稿期日および送付先

1．期　日：2013年1月21日（月）必着
2．送付先：㈳日本建築協会「会員作品特集号」係

　　　　　　〒540-6591

　　　　　　大阪市中央区大手前1-7-31　OMMビル7階

 　　TEL. 06-6946-6981　FAX. 06-6946-6984

 　　E-mail：koukoku＠aaj.or.jp（担当　藤巻）

作 品 募 集
「建築と社会」平成25年4月号

「第19回会員作品特集号“私の空間作法”」

私 の 空 間 作 法
日 本 建 築 協 会 ■ 会 員 作 品 特 集
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お

知

ら

せ

nformation

①須田国太郎展
　没後50年に顧みる
須田国太郎は、京都大学で美学・美術史を学
び、並行して関西美術院でデッサンを学んだ。
その後スペインに留学し、ヴェネツィア派の
色彩理論やバロック絵画の明暗法を研究、帰
国後は日本独自の油画を創造しようと研鑚し
た。本展では絵画理論と実践の綜合を求めて
創作を貫いた須田芸術を展覧する。
期　間　12月1日（土）～2013年2月3日（日）
　　　　9：00～17：00（入館は16：30まで）
　　　　 休館日　月曜日（祝日を除く）、12/28

～1/2
会　場　京都市美術館
　　　　京都市左京区岡崎円勝寺町124
　　　　TEL.075-771-4107
観覧料　一般1,000円、高大生800円、
　　　　小中生500円

須田国太郎《ルイザ・バルバラ》1922年

② 生誕150年記念　クリムト 黄金の
騎士をめぐる物語

グスタフ・クリムト（1862－1918）はウィー
ンの世紀末美術を代表する画家で、独自の甘
美で装飾的なスタイルは、今なお多くの人々
を魅了し続けている。1990年に愛知県美術
館に収蔵された《人生は戦いなり（黄金の騎
士）》（1903年）は、日本の公立美術館で初め
て収蔵されたクリムトの絵画作品。世界各地
で開催されてきた重要なクリムト展にたびた
び出品され、その存在は世界的にも広く知ら
れている。本展では、様々な側面を検証する
ことで、この作品にまつわる物語をひもとく。
国内外のコレクションによるクリムトの油彩
画約10点、素描約30点を中心に、クリムト芸
術の新たな側面を紹介する。
期　間　12月21日（金）
　　　　～2013年2月11日（月・祝）
　　　　10：00～18：00　金曜日は20：00まで
　　　　（入館は閉館30分前まで）
　　　　 休館日　月曜日、12/25、12/28～

1/2、1/15（ただし12/24、1/14、
2/11は開館）

会　場　愛知県美術館
　　　　（愛知芸術文化センター10階）
　　　　名古屋市東区東桜1-13-2
　　　　TEL.052-971-5511
観覧料　一般1,300円、高大生1,000円、
　　　　中学生以下無料

グスタフ・クリムト《赤子（揺りかご）》
1917-18年　ワシントン・ナショナル・ギャラリー
Image courtesy of the National Gallery of Art, 
Washington 

③重要文化財指定記念
　八瀬童子－天皇と里人－
2010年 6月に重要文化財指定を受けた「八瀬
童子関係資料」を中心に展示し、京都洛北の
地、八瀬とそこに生きた人々の歴史を紹介す
る。この地域は古代以来一貫して朝廷と密接
な関わりを持った地域で、今でも赦免地踊り
などの儀礼を伝える。八瀬の里人がいかに朝
廷と結びつき、生活を営み、芸能を伝えてき
たか、代々伝えられてきた古文書をもとに紹
介する。
期　間　12月15日（土）
　　　　～2013年1月14日（月・祝）
　　　　10：00～19：30（入場は19：00まで）
　　　　休館日　月曜日、12/25、12/28～1/3
　　　　（ただし12/24、1/14は開館）
会　場　京都文化博物館
　　　　京都市中京区三条高倉
　　　　TEL.075-222-0888
観覧料　一般500円、大学生400円、
　　　　高校生以下無料

後柏原天皇綸旨（重要文化財）室町時代
八瀬童子会蔵
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④樂吉左衞門館開館5周年記念
　 吉左衞門X  暗闇の音  静寂の光
高谷史郎・音／映像 ＋ 樂吉左衞門・茶碗

アーティストグループ「ダムタイプ」のパ
フォーマンスやインスタレーション作品の創
作に携わり、映像、照明、グラフィック・デ
ザイン、舞台装置デザインなどを手がけるメ
ディア・アーティスト高谷史郎氏と樂吉左衞
門氏とのコラボレーション展。本展では、こ
れまで焼物や茶碗、茶の湯世界に関わりを持
たない高谷氏の映像・光・音による表現を通
して、樂氏の作品世界を新たな視線で捕らえ
ると共に、反転・投射・展開・拡大・採取な
どにより、作品の成立する背後、周縁社会と
の関わりをコンセプチュアルに浮かび上がら
せる興味深い取り組みを紹介する。
期　間　2013年4月7日（日）まで
　　　　9：30～17：00
　　　　（入館は16：30まで）
　　　　 休館日　月曜日
　　　　（祝日の場合は翌火曜日）
　　　　12/3～12/5、12/25～1/2
会　場　佐川美術館 樂吉左衞門館
　　　　滋賀県守山市水保町北川2891
　　　　TEL.077-585-7800
観覧料　一般1,000円、高大生600円、
　　　　中学生以下無料（要保護者同伴）
■併設展示
平山郁夫館、佐藤忠良館にて常設展示

120°Projection／高谷史郎2012年制作
プログラミング／古舘健
焼貫黒樂茶碗／樂吉左衞門2012年制作

⑤東京都美術館リニューアル記念
　メトロポリタン美術館展
　 大地､ 海､ 空､
―4000年の美への旅

世界最大規模を誇る“美の殿堂”、ニューヨー
クのメトロポリタン美術館（愛称Met）の全面
協力のもと、東京でしか見られない大規模コ
レクション展が実現。Metの17学芸部門のう
ち、12部門を横断して構成される本展は、Met 
のエッセンスをそのまま凝縮したバラエティ
に富んだ内容。「自然」を切り口として、西洋
美術において風景や動植物がどのように捉え
られてきたかを、古代メソポタミア文明から
現代まで4000年にわたる「人類の美の遺産」
から、絵画54点、彫刻・工芸66点、写真13点

により紹介する。
おもな出品作家：レンブラント、ターナー、
ミレー、セザンヌ、モネ、ルドン、ゴーガン、
ゴッホ、ルソー、ティファニー、スティーグ
リッツ、ホッパー、オキーフ、杉本博司ほか
期　間　2013年1月4日（金）まで
　　　　 9：30～17：30
　　　　 金曜日は20：00まで、土曜日は18：

00まで開室。
　　　　（入室は閉室30分前まで）
　　　　 休館日　月曜日、12/31、1/1（12/24

は開室）
会　場　東京都美術館
　　　　東京都台東区上野公園8-36
　　　　TEL.03-5777-8600（ハローダイヤル）
観覧料　一般1,600円、学生1,300円、
　　　　高校生800円、65歳以上1,000円、
　　　　中学生以下無料

フィンセント・ファン・ゴッホ
《糸杉》1889年
Rogers Fund, 1949（49.30）
Image Ⓒ The Metropolitan Museum of Art

⑥開館30周年記念企画展
　 国宝 飛青磁花生と国宝 油滴
天目茶碗－伝世の名品－

室町時代、足利幕府を中心に中国渡来の美術
品が流行し、特に、宋、元、明時代の美術品
は「唐

からもの

物」として珍重された。大阪市立東洋
陶磁美術館が所蔵する国宝 2点を中心に、「唐
物」として伝世してきた名品を、その付属品
とともに展示し、これらの作品を何世代にも
わたって慈しんできた日本人の美意識を紹介
する。特に油滴天目茶碗に付属する天目台 3
点は、全て南宋時代の作品であり、日本に請
来してから油滴天目茶碗に添えられたもので、
開館以来初めての展示となる。
期　間　12月25日（火）まで 
　　　　9：30～17：00
　　　　 「光のルネサンス」期間〔12月14日

（金）～12月25日（火）〕は19：00まで
（入館は閉館30分前まで）

　　　　休館日　月曜日（12/24は開館）
会　場　大阪市立東洋陶磁美術館
　　　　大阪市北区中之島1-1-26
　　　　TEL.06-6223-0055 
観覧料　一般600円、高大生360円、
　　　　中学生以下無料
■同時開催
● 特集展「篠田博之・めぐみコレクション　
東洋陶磁の魅力」 

篠田博之・めぐみ氏から寄贈の中国、韓国、
日本陶磁コレクションから、代表的な作品約
20点を選びその魅力を紹介する。
●平常展
安宅コレクション中国陶磁・韓国陶磁、
李
イビョンチャン

秉昌コレクション韓国陶磁、日本陶磁、沖
コレクション鼻煙壺。

《国宝 油
ゆ

滴
てき

天
てんもく

目茶
ちゃわん

碗》
建窯　南宋時代・12～13世紀
大阪市立東洋陶磁美術館（住友グループ寄贈）

▶東北の手しごと展
田野畑、田老、大槌の被災地の方たちの手に
よる素晴らしい布クラフト作品を多くの人に
知ってもらうため、展示、販売会を日本建築
家協会近畿支部大阪地域部会有志が開催する。
期　間　12月6日（木）～12月10日（月）
　　　　11：00～18：30
会　場　杉deあんじょう亭
　　　　大阪市北区天神橋2-1-22
　　　　中央カラー現像所内
出展者　 ハックの家、チクチクの会ゆいとり、

わらび学園他
問合せ　東北の手しごと展実行チーム
　　　　（間工作舎／一級建築士事務所内）
　　　　TEL.06-6856-4677
　　　　期間中：050-3631-4510

本欄掲載の①～⑥の美術館等の招待券ご希望の方
は、電話等で申し込み後、招待券送付用の切手（80
円）を日本建築協会事務局までお送りください。



建築と社会■2012.1252

第59回青年技術者表彰式・講演会・懇親会

　今年で第59回を迎えた「青年技術者」は、19名の応募のなか18名が顕彰された。表彰式は

初秋とはいえ残暑がまだ厳しい 9 月19日に、大阪市中央区のマーチャンダイズ・マートビル

（OMMビル）にて行われた。

　青年技術者（当初は「青年建築家」）の顕彰は、戦後間もない建築界において、希望をもった

有能な若い建築家に勇気を与え、社会に押し出し、これにより先輩建築家との交流の場を与え、

建築の歴史的発展と建築家の人間的成長の一助にしたいとの願いのもとに1954年にスタートし

たものだ。

　さて、表彰式では、冒頭、香西喜八郎会長が挨拶で「歴代の受賞者をみますと第一線で活躍

されている方ばかりであります。今回受賞された皆さんも是非将来を担う技術者となっていた

だきたい。技術を研鑽し、建築で社会に貢献していきましょう」と述べ、会長から当日出席し

た14名の受賞者一人ひとりに表彰状と記念の盾を手渡たされた。続いて米井寛選考委員長が審

査講評で「例年に比べると応募者数は少なかったものの、今年は総じてレベルが高かった。選

考するにあたり、本人が紹介するプロジェクトにどこまで主体的に関与しているか、また、本

人のプロジェクトに対する取組み姿勢や将来への展望が的確に表現されているかを重視しまし

た。建築界を取り巻く環境は厳しいものがありますが、皆さんのような高い志を持った人が求

められています」と述べた。受賞者を代表して吉永規夫さん（本多 環境・建築設計事務所）が

「歴史ある賞を受賞でき光栄です。小さなアトリエに所属していますが他の受賞者と変わらない

熱い思いをもって取り組んできました。厳しい状況の中で建築に夢を描いて取り組んでいます

が、それが建築を通じてこれからの時代の新しい豊かさをつくるものだと信じています」と挨

拶をした。

　引き続き、鹿島建設㈱関西支店建築設計部長の菅野忠司氏（第37回青年技術者）による講演

会が行われた。テーマは「要求・欲求・探求 紙一重の自問自答」。自作の研究所や工場などを映

像で紹介しながら、その時々の自身の自問自答について語った。

　終了後10分間の休憩をとり懇親会が行われた。設楽貞樹副会長の乾杯の挨拶で歓談の場へと

会場は一変した。参加者が世代を超えあちこちで楽しく語らう様子は、まさに顕彰の目的のひ

とつである先輩建築家との交流の場であり、それは建築家の成長の一助となるのではないかと

思われた。 1 時間の懇親会はあっという間に過ぎ、天野直樹副会長の挨拶をもって盛会のうち

に終了した。

（片山　和代）

香西喜八郎会長

米井寛選考委員長

菅野忠司氏

設楽貞樹副会長 天野直樹副会長

第59回青年技術者受賞者（出席者）・会長・選考委員

吉永規夫氏

日　時：2012年 9 月19日（水）　18：00～20：20
　　　　表彰式／18：00～18：30　出席者50名
　　　　講演会／18：30～19：10　講師／菅野忠司氏（鹿島建設㈱関西支店建築設計部長）　出席者56名
　　　　懇親会／19：20～20：20　出席者50名
場　所：マーチャンダイズ・マートビル
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常設委員会／米井寛・瀬戸川葆・上原正行・山形政
昭・松原徹雄 …………………………………………… 1
●種々雑感
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作品作風
●官公庁舎
西予市庁舎 …………………………………………… 1
　発注：西予市
　設計：東畑建築事務所
　施工：建築：戸田･東部・平野特定建設工事共同企業体
　　　　電気設備：四電工
　　　　空調設備：ダイキンエアテクノ
　　　　給排水衛生設備：重松兄弟設備
●学校建築
紀北町立相賀小学校 ………………………………… 3
　建築主：紀北町
　設計監理：東畑建築事務所
　施工：北村・石吉特定建設工事共同企業体
　　　　北村組・石吉組
　施工協力：アルミ製建具工事：三協立山アルミ
　　　　　　木工事･家具工事：末永製作所
　　　　　　昇降機工事：東芝エレベータ

香久山保育園及び香久山幼稚園遊戯室棟 ………… 3
　建築主：学校法人上田学園
　設計監理：安井建築設計事務所
　施工：守谷商会
高坂保育園……………………………………………… 3

　建築主：社会福祉法人高坂福祉会
　設計監理：安井建築設計事務所
　施工：千種土建
甲南女子中学校・高等学校 …………………………… 7
　建築主：学校法人　甲南女子学園
　設計・監理：双星設計・東畑建築事務所　共同企業体
　施工：大林組
京都産業大学壬生校地むすびわざ館および付属中学
校・高等学校 …………………………………………… 7
　建築主：学校法人京都産業大学

　設計・監理：竹中工務店
　施工：竹中工務店
大阪総合保育大学 ……………………………………12
　建築主：学校法人　城南学園
　設計・監理：安井建築設計事務所
　施工：大林組
●医療・保健施設

フォレスト垂水　弐番館 ……………………………… 8
　建築主：ファインフォレスト株式会社
　設計・監理：竹中工務店
　施工：竹中工務店
順心病院 ……………………………………………… 11
　建築主：医療法人社団　順心会
　設計：昭和設計・（構造共同設計）鹿島建設
　監理：昭和設計
　施工：鹿島建設
●銀行建築
浜松信用金庫湖東支店 ……………………………… 3
　建築主：浜松信用金庫
　設計監理：日建設計
　施工：浜建・飯田組JV
京都銀行茨木ビル ……………………………………… 4
　建築主：京友商事株式会社／株式会社京都銀行
　設計・監理：竹中工務店
　施工：竹中工務店
池田泉州銀行住吉御影支店 ………………………… 9
　建築主：株式会社池田泉州銀行
　設計・監理：大林組大阪本店一級建築士事務所
　施工：大林組
●集合住宅
オーク千種 ……………………………………………… 3
　設計･監理：大林組名古屋支店
　施工：大林組名古屋支店
ウェリス帝塚山 ………………………………………… 5
　建築主：エヌ・ティ・ティ都市開発株式会社
　設計・監理：大林組大阪本店一級建築士事務所
　施工：大林組
●オフィスビル
ケントク本社ビル ……………………………………… 2
　発注：株式会社ケントク
　設計・監理：竹中工務店
　施工：竹中工務店・日土地建設JV
伏見KSビル …………………………………………… 3
　建築主：近藤紡績所
　設計監理：東畑建築事務所
　工事：大林組
●ホテル
ホテルボストンプラザ草津サウスウィング …………… 6
　建築主：南興業株式会社
　監修：建築事務所 エヌ ピィ オー
　設計・監理：清水建設 関西事業本部一級建築士事務所
　施工：清水建設
●商業施設
那覇新都心センタービル ……………………………… 3
　建築主： 大和ハウス工業株式会社・オリックス不動産株式会社・

DO新都心開発特定目的会社
　設計･監理：大林組九州支店一級建築士事務所
　基本設計、外構設計・監理：日建設計・国建共同企業体
　施工：大林組・國場組建設工事共同企業体
えんてつビル …………………………………………… 3
　設計･監理：竹中工務店
　施工：竹中工務店（他 7 社JV、一部他社施工）
●宗教建築
正導会教団神野修行所 ………………………………10
　建築主：正導会教団神野修行所
　設計・監理：竹中工務店
　施工：竹中工務店
●その他
パワー・アンド・ITデータセンター …………………… 3
　建築主：株式会社パワー・アンド・IT
　設計監理：日建設計
　施工：鹿島建設、北陸電気工事
天然温泉 竜泉寺の湯 仙台泉店 ……………………… 3
　建築主：オークランド観光開発株式会社
　設計･監理：福田泰造建設事務所

　施工：松井建設　東北支店（建築）
　　　　暖王通商（岩盤浴含む床暖房設備工事）
ヒガシマル食品　新工場 ………………………………12
建築主：ヒガシマル食品株式会社
設計・監修：KAJIMA DESIGN
施工：鹿島・進藤　共同企業体
J-GREEN堺　DREAM　CAMP ……………………12
　建築主：㈳大阪府サッカー協会
　基本設計：ユーデーコンサルタンツ
　実施設計：竹中工務店
　施工：竹中工務店
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　　　　………………………………………………… 1
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●東海の建築：環境／エコ
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…………………………………………………………… 3
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水谷俊博＋武蔵野大学水谷研究室 ………………… 4
裏山を活かす／新居照和＆ヴァサンティ ……………… 4
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／𠮷田正友 ……………………………………………… 8
各論 2 - 3 　液状化に備える／大島昭彦 …………… 8
●各論 3　災害後の復旧
各論 3 - 1 　より早い復旧に向けての備え／竹下吉人 8
各論 3 - 2 　企業の震災対策と発生後の初期対応／
北野勝也 ……………………………………………… 8
●各論 4　災害と住まい
各論 4 　応急仮設住宅の課題／三浦　研 ………… 8
●各論 5　復興への合意形成
各論 5 - 1 　復興に向けた地域の合意形成のあり方／
高鍋　剛 ……………………………………………… 8
各論 5 - 2 　宮城県南三陸町の「復興まちづくり」（兵庫
県災害派遣）／松浦　純 ……………………………… 8
●各論 6　記憶の継承
各論 6 　震災を語り継ぐ／橋詰琢見 ………………… 8
●各論 7　企業の取組み ……………………………………………
各論 7 - 1 　震災後の住まい手の意識変化～意識変化
に対応した商品戦略～／国宗　充 …………………… 8
各論 7 - 2 　産官民連携と防災まちづくり～「地域力」
を活かす先導的な災害支援拠点づくり～／山本明彦 8
●各論 8　最新防災技術
各論 8 - 1 　－安全で安心な空間を目指して－オクジュー
の耐震天井について／株式会社オクジュー ………… 8
各論 8 - 2 　巨大地震に対して建築金物ができること／
ナカ工業株式会社 ……………………………………… 8
各論 8 - 3 　ワイヤーレスガラスの特定防火設備・耐火
間仕切壁　シースルーで明るい防火区画実現／
パイロシステム株式会社 ……………………………… 8
●各論 9　関連事業報告
各論 9 　REPORT「防災フォーラム」／片山和代 …… 8
編集後記／米井　寛・勝山太郎・守井　辰・米山剛
史・間渕一博・橋本宗明・赤澤正治・高橋秀一・平山
　英・稲垣和江・前田　衛 …………………………… 8

第59回青年技術者
●設計・計画部門―
海老原浩雄／ジオタワー高槻ミューズフロント ……… 9
清原健史／近畿大学 BLOSSOM CAFÉ、
城南学園 第二学舎、自邸  …………………………… 9
倉橋尉仁／ 甲南女子中学校・高等学校「風と光と緑の
学び舎」、関西大学北陽高中体育館「キャンパスイメー
ジの一新」、弘善会矢木脳神経外科病院「まちとの境界
をなくす」 ……………………………………………… 9
小杉嘉文／神慈秀明会名古屋支部、高田本山専修寺 
高田会館ホール ………………………………………… 9
榊原洋平／京都市宇多野ユースホステル、広島修道大学
新 3 号館 ……………………………………………… 9
野口　伸／サンクタス六甲VIEWS－土地が持つ記憶の
保存と転用－、シスメックス女子陸上部独身寮－感性を
育むデザインの追求－、桜宮公会堂再生計画－近代初
期における価値の再発見と再生－ …………………… 9
福田容明／TOKYO TIMES TOWER、大樹壮旧舘改
修、奈良学園中学校・高等学校 ……………………… 9
真鍋　翼／四国学院大学ノトス館－開かれた校舎による
風景の創出－、近大姫路大学看護学部棟－大学におけ
る人の居場所の創出－ ………………………………… 9
吉永規夫／樫野埼灯台旧官舎改修－いかに痕跡を残すか
－、小さな屋根群の体験交流工房－集落の中の建築－
…………………………………………………………… 9
●構造部門―
池内邦江／都心型超高層免震集合住宅～都心居住の
あるべき姿を構造的視点から追求する～ …………… 9
石田　陵／構造要素の効果的な配置計画・隣接する免
震建物の構造計画 …………………………………… 9
西村京一郎／剛性が高い住居階と変形能力が高い事務
所階のコラボレーション、広大な2 層無柱空間の実現／
30m門型大架構を有する博物館 ……………………… 9
●設備部門―
大倉栄志／阿部野橋ターミナルビル「日本一の超高層ビ
ルでの先進的環境配慮計画」、阪急西宮ガーデンズ「西
日本最大のショッピングセンターのモール設備計画」 … 9
西山史記／意匠・構造・設備計画の融合した「環境配
慮型オフィス」の実践～焼津信用金庫本部社屋～ … 9

●施工部門―

稲葉吉亮／梅田阪急ビル建替工事（ 2 期工事）の施工
計画と実施 ……………………………………………… 9
小野孝一／転倒防止機構を備えた塔状建物対応型トラ
ベリング工法の開発 …………………………………… 9
高橋智浩／BIM活用による設備生産プロセス改革をめざ
して－情報連携と可視化による生産性向上への挑戦－
…………………………………………………………… 9
宮本勇貴／ECMセメントを用いた地盤改良体の開発と
プロジェクトへの適用 ………………………………… 9

超高齢社会に求められる住まい
総論　在宅福祉を可能にする住まいと地域社会の構築
／檜谷美恵子……………………………………………10
各論 1 　高齢者の住まいを取り巻く制度の現状と課題
／三浦　研 ………………………………………………10
各論 2 　地域密着型の建築形態－小規模多機能型居
宅介護－／佐伯博章 ……………………………………10
各論 3 - 1 　サービス付き高齢者向け住宅での生活の実
態／山川　功 ……………………………………………10
各論 3 - 2 　自分の親を安心して預けられる住まい／松
本和也 …………………………………………………10
各論 4 　高齢者居住空間の環境デザイン－人と地域・
環境、記憶につなぐ－／田中直人 ……………………10
各論 5 　住宅のリフォーム－住居改善のための連携の
必要性－／馬場昌子 ……………………………………10
各論 6 　地域の福祉コンバージョン－「泉北ほっとけな
いネットワーク」事業－／森　一彦 ……………………10
編集後記／岩見吉剛・河野　学・小松輝樹・越智有
子・吉岡　忠・平山　英・吉田　純・鷲尾真弓・吉川
玲子 ……………………………………………………10

歴史的建造物の保存活用
総論　歴史的建造物の保存活用－残すことはつくること
－／藤岡洋保 …………………………………………… 11
各論1 　東京駅丸の内駅舎保存・復原／奥　丈朗 11
各論 2 　インタビュー 国宝姫路城 平成の保存修理／野
崎信雄 ………………………………………………… 11
各論 3 　明治生命館の外壁の修復復元事例／中嶋　徹
…………………………………………………………… 11
各論 4 　東本願寺 真宗本廟 御影堂 修復／二宮　彰
…………………………………………………………… 11
各論 5 　チタン瓦で屋根荷重を削減し耐震性能の向上
～浅草寺本堂～／脇山　修 …………………………… 11
各論 6 　曳家～曳家工法による伝統建築物の保存活用
～／内藤吉政 …………………………………………… 11
編集後記／高橋秀一・藤丸啓一・中川　恒・桜井和
男・中野敬史・渡邊　聡 ……………………………… 11

身のまわりの世界の「構造」を探る
総論　建築構造を考える～減災の視点から～／角　彰
……………………………………………………………12
各論 1 　機械接合の要　ねじ・ボルトとナット～緩まな
いナットの開発～／若林克彦 …………………………12
各論 2 　自動車の車体設計～SKYACTIVボデー開発～
／上野正樹 ………………………………………………12
各論 3 　次世代を担うアルミ車両～アルミ合金製車両の
変遷について～／一般社団法人日本アルミニウム協会　
アルミニウム車両委員会 ………………………………12
各論 4 　船の構造と安全性／飯島一博・澤村淳司 12
各論 5 　身近な「橋」も奥が深い？／加藤敏明 ……12
各論 6 　潜水艦という特殊な世界／坂本明 …………12
各論 7 　宇宙エレベーターの構造～宇宙大量輸送機関
～／大野修一 ……………………………………………12

法令コーナー
和歌山県景観支障防止条例／矢代敦久 …………… 1

「みどりの風を感じる大都市・大阪」の実現に向けて～
みどりの風促進区域制度～／重光孝保 ……………… 2
神戸市都市デザイン賞の表彰制度／磨家孝明 ……… 3
CASBEE制度の拡大／西村洋二郎・村山秀明 …… 4
住宅、住生活の基本方針を見直し／
植田吉則・馬場博之・山中征次 ……………………… 5
景観的・文化的に重要な町家等を保存・活用する制度を
創設－京都市伝統的な木造建築物の保存及び活用に関
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する条例－／吉田　純 ………………………………… 6
創建当時の姿に復元－大阪府庁「正庁の間」85年ぶりの
お色直し－／石塚なぎさ ……………………………… 7
新たな「京都市都市計画マスタープラン」を策定／秋山
智則……………………………………………………… 8
住まい・まちづくり教育プロジェクト－大阪府住まい・ま
ちづくり教育普及協議会の取組み－／上木真理子 … 9
歴史都市京都における細街路対策の推進－「京都市細
街路対策指針」の策定及び細街路対策事業の実施につ
いて／北岡　愛 …………………………………………10
デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）のグラン
ドオープン－建築基準法第 3 条指定による歴史的建築
物の活用－／黒川正樹 ………………………………… 11
美しく風格のある景観の創造～奈良県景観計画～／山
本靖司 …………………………………………………12

構造の頁
世界最高強度1000N級建築用鋼材を初採用─住友金属
工業㈱総合技術研究所新研究棟─／吉澤幹夫・白沢吉
衛・泰泉寺稔子 ………………………………………… 1
正導会教団神野修行所の構造設計／熊野豪人 …… 3
高耐力板壁の伝統建築耐震改修への適用／榎本浩之
…………………………………………………………… 5
低炭素型のコンクリート「クリーンクリート®」の建築物
への適用／辻　靖彦 ………………………………… 7
耐震天井の現状と展望／小林俊夫…………………… 9

「建築構造物の耐衝撃設計の考え方」について／
向井洋一 ……………………………………………… 11

設備の頁
EV車の充電設備のこれから／池内順子 …………… 2
スマートハウス／角本　茂 …………………………… 4
大阪市立東洋陶磁美術館のLED照明効果／染井潤一 6
見逃せない安価で便利な測定器マルチに測ろう／橋本
直樹……………………………………………………… 8
既存建物の省エネ改修～提案の手法と具体例～／秋山
典子 ………………………………………………………10
コージェネレーション･システムの新しい潮流／喜多茂雄
……………………………………………………………12

素材最前線
進化するGRC（ガラス繊維補強セメント版）～社会のニー
ズと設計者と共に／旭ビルウォール ………………… 11

新製品レヴュー
資源を未来へ　オフィスの床からエコに貢献　次代のリ
サイクルタイルカーペット ｢ECOS｣ シリーズ／住江織物

（株）　（株）スミノエ ………………………………… 3
～素材可能性への挑戦～天然石複合パネルKanastone／
カナフレックスコーポレーション㈱ …………………… 4

再読　関西近代建築
　　　―モダンエイジの建築遺産―
芦屋市民会館 ルナ・ホール／橋本健治 ……………… 1
京都会館／松隈　洋 ………………………………… 2
大阪市立工芸高校／和田康由 ……………………… 3
京都高等工芸学校本館／笠原一人 ………………… 4
宝塚ホテル／川島智生 ………………………………… 5
大礼記念京都美術館（現・京都市美術館）／桐浴邦夫
…………………………………………………………… 6
綿業会館／安達英俊 ………………………………… 7
大阪城天守閣／酒井一光 …………………………… 8
大美野田園都市／和田康由 ………………………… 9
新阪急ビルディング／橋寺知子 ………………………10
大丸心斎橋店／山形政昭 …………………………… 11
白鶴美術館／坂本勝比古 ……………………………12

関西の建築界／群像
宮本佳明／藤原芳寿 ………………………………… 1
松本浩作／中村圭祐 …………………………………… 2
玉置　順／久下武彦 …………………………………… 3
慈　憲一／黒川祐樹 …………………………………… 4
宮廻 正広／三宗知之 ………………………………… 5
須部恭浩／三谷勝章 ………………………………… 6

須賀定邦／杉山美納 ………………………………… 7
辻村久信／中村祐記 …………………………………… 8
松原眞由美／奥　貴人 ……………………………… 9
角田暁治／國本暁彦 …………………………………10
陶器浩一／三宗知之 …………………………………… 11
倉方俊輔／三谷勝章……………………………………12

REPORT
随想　時を刻む　碧雲荘の建物を巡る／中村昌生 … 1
活動記録日本建築協会10年委員会（2007～2011年まで
のあゆみ）／赤木　隆・川上比奈子・門野　陽・熊野将
男・設楽貞樹・清水健司・菅原幸也・林　新一・中村
文紀・前川治彦 ………………………………………… 3

3.11 関西からのメッセージ
被災地支援の経験をとおして／澤田純一 …………… 1
阪神･淡路大震災の経験から／森崎輝行 …………… 2
東北復興まちづくりの焦点～阪神･淡路の復興まちづく
りの経験から／小林郁雄 ……………………………… 3
＜シリーズ終了＞

Member's　Forum
樫野埼灯台旧官舎の改修／吉永規夫・本多友常 …… 1
安価で便利な計測器を使おう－１－100円ショップの
デジタル温度計／橋本直樹 …………………………… 3
続「仏国寺の石造階段」／山田　修 ………………… 3
スクラップ&ビルドシステムの終焉－ストック住宅への
転換－／玉水新吾 ……………………………………… 4
ネパールの学校建設現在も進行中／野田隆史 ……… 5

記録
カトリック夙川教会献堂80周年
・カトリック夙川教会献堂80周年耐震工事について／
　佐野吉彦・楠敦士・松尾雅夫・松本猛 ……………12
・対談　教会建築が目指すもの
　―象徴性と公共性のあいだで―／
　山形政昭・佐野吉彦　司会：設楽貞樹 ……………12

information
1月～12月掲載

新刊紹介
「モダンデザインの背景を探る」バウハウスを軸にみる展
開とその思想／塚口眞佐子 …………………………… 11

入賞発表
●工高生デザインコンクール
第57回工高生デザインコンクール　設計課題／
バックパッカーのための施設 ………………………… 1
●第11回読者と選ぶ「建築と社会」賞入賞発表

【作品部門】
竹中技術実務研修センター 想／川合智明・大平滋彦・
田中光典………………………………………………… 7
池田泉州銀行夙川支店／
井上雅祐・杉本憲祐・伊藤　翔 ……………………… 7
龍谷ミュージアム／赤木　隆・下坂浩和 ……………… 7

【論考部門】
ストック活用時代の夜明け／巽　和夫 ……………… 7

「サードプレイス」考／舟橋國男 ……………………… 7
「東日本大震災の被災地を訪ねて」と「日常を失った生
活空間」／北川啓介・米澤　隆・荒木省吾・坂本　睦
…………………………………………………………… 7

会告
第 7 回「これからの建築と社会」講演会 ［演題］東日
本を襲った津波と大規模自然災害への備え／今後の展
望．第28回茶室見学会「野村碧雲荘」．㈳日本建築協
会東海支部主催「佐久島クラインガルテン、アートを巡る
旅」 ……………………………………………………… 1
第11回読者と選ぶ「建築と社会」賞のためのアンケート
回答募集 ……………………………………………… 2
平成22年度第2 回通常総会開催．第11回読者と選ぶ

「建築と社会」賞のためのアンケート回答募集 ……… 3
第58回工高生デザインコンクール（設計課題：地域の体
育館）．若き創造者たちへ「第59回青年技術者特集号」

へのおさそい．関西電力㈱堺太陽光発電所及び堺港発
電所（火力）見学会（会員限定） ……………………… 4
平成24年度通常総会開催．江弘毅講演会「店がなくな
る、街が壊れる～コミュニケーションから見た、ネット
化・コンビニ化による都市空間の変容～」と会員交流懇
親会の開催．総会議決のお知らせ．平成24年度収支予
算書．若き創造者たちへ「第59回青年技術者特集号」
へのおさそい．関西電力㈱堺太陽光発電所及び堺港発
電所（火力）見学会（会員限定） ……………………… 5
旧村山家住宅両館（洋館・和館）見学会．学生のため
の現場見学会「大阪駅北地区先行開発地域プロジェクト
Bブロック（梅田北ヤードBブロック）．平成24年度通常
総会開催．江弘毅氏講演会「店がなくなる、街が壊れ
る～コミュニケーションから見た、ネット化・コンビニ化に
よる都市空間の変容～」と会員交流会懇親会の開催
…………………………………………………………… 6
会長就任ごあいさつ．総会議決のお知らせ．通常理事
会議決のお知らせ．臨時理事会議会のお知らせ．評議
員会議決のお知らせ．平成23年度事業報告書．平成23
年度決算報告書．平成24年度日本建築協会役員会務分
掌．平成24年度日本建築協会評議員．平成24年度日本
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臨時総会

第 1回臨時総会

10月29日（月） 16：00～16：40

出席者　 香西会長ほか718名（1471口委

任状含む）

場　所　OMMビル 2 階　 5 号会議室

議　事（ 1 ） 一般社団法人への移行認可

申請の件

（ 2 ） 定款および定款細則変更

（案）の件

（ 3 ） 平成24年度事業計画変更

（案）の件

（ 4 ） 平成24年度収支予算変更

（案）の件

臨時理事会

第 2回臨時理事会

10月29日（月） 14：00～15：30

出席者　 香西会長ほか17名（33名委任状）

場　所　OMMビル 2 階　 5 号会議室

議　事（ 1 ） 一般社団法人への移行認可

申請の件

（ 2 ） 定款および定款細則変更

（案）の件

（ 3 ） 平成24年度事業計画変更

（案）の件

会長・副会長・支部長会議

第 1回会長・副会長・支部長会議

10月29日（月） 13：30～14：20

出席者　香西会長ほか12名

場　所　OMMビル 2 階　 5 号会議室

議　事（ 1 ） 一般社団法人への移行認可

申請に関する事前説明

　　　（ 2 ）意見交換

編集委員会

第 7回編集委員会

10月10日（水） 18：00～19：30

出席者　米井委員長ほか 5 名

議　事　11月号～ 3 月号特集

第 5回インテリア・住宅系分科会

10月12日（金） 19：00～21：30

出席者　間渕幹事ほか 4 名

議　事　2013年 2 月号特集企画

第 6回インテリア・住宅系分科会

10月31日（水） 19：00～20：15

出席者　川合委員ほか 4 名

議　事（ 1 ）2013年 2 月号特集企画

　　　（ 2 ）2013年 5 月号特集企画

第 7回構造分科会

10月 9 日（火） 18：00～19：30

出席者　石田委員ほか 2 名

議　事（ 1 ）「構造の頁」について

　　　（ 2 ）12月号特集企画

第 5回設備分科会

10月 3 日（水） 18：00～20：40

出席者　赤澤幹事ほか 7 名

議　事（ 1 ）「設備の頁」の企画

　　　（ 2 ）「見学会」の企画

第 7回法令分科会

10月23日（火） 16：00～17：30

出席者　平山幹事ほか 4 名

議　事（ 1 ）「法令コーナー」の企画

第 7回作品作風小委員会

10月25日（木） 19：00～20：00

出席者　池上委員ほか 4 名

議　事（ 1 ）作品の選定

　　　（ 2 ） 作品の掲載状況並びに掲載

予定の報告

　　　（ 3 ）「gallery」掲載報告・予定

第 7回広告企画小委員会

10月10日（水） 17：00～17：50

出席者　米井委員長ほか 3 名

議　事　広告依頼先検討

教育委員会

第 2回工高生教育小委員会

10月11日（木） 18：00～19：20

出席者　谷口副委員長ほか 6 名

議　事（ 1 ） 第58回工高生デザインコン

クール応募作品の予備審査

　　　（ 2 ）審査会、表彰式の役割分担

第58回工高生デザインコンクール審査会

10月20日（土） 14：00～17：15

場　所　ドーンセンター

出席者／審査委員　佐々木審査委員長ほ

か 5 名、工高生教育委員　谷口副委員長

ほか 5 名

審査結果／出品数　12校　60作品、最優

秀賞 1 点　優秀賞 2 点　入選 7 点

出版委員会

第 6回出版委員会

10月23日（火） 18：30～19：55

出席者　井上委員長ほか 8 名

議　事（ 1 ） プロのノウハウと特装本の

経過報告

　　　（ 2 ）進行中のテーマについて

10年委員会

第 5回10年委員会

10月 4 日（木） 18：30～20：00

出席者　　設楽委員長ほか 7 名

議　事（ 1 ）「新えとこ創生アイデアコン

ペ」について

　　　（ 2 ） 学生のための見学会候補に

ついて

特別委員会

第41回　群　像（インタビュー）

10月26日（金） 13：30～16：00

出席者　藤原芳寿ほか 6 名

場　所　山中酒の店本舗「さかふね」

　　　　小笠原絵里氏（間工作舎主宰）

日
本
建
築
協
会

　

月
間
の
動
き
　
　
平
成
24
年
10
月
分

■副会長
　設楽　貞樹
　本多　友常
■編集担当理事
　浅野真一郎
　佐藤　榮一
　竹中　統一
　立成　良三
　松村　孝治
　三柴　利雄
　吉村　英祐
◎米井　　寛
■副委員長
　勝山　太郎
■特集小委員会
■計画分科会
★計画系
　飯田　　匡
　鈴木　克彦
　高橋　和也
　田中　直人
　不動　剛志
　紅谷　昇平
　松田奈緒子
　三宅　次郎
△守井　　辰
　吉村　英祐
★建築計画系
　荒木　宏之
　大西　広朗
　清原　健史
　静　　茂夫
　下坂　浩和
　野田　隆史
　福田　容明
　矢鳴　陽平
△米山　剛史
★インテリア・住宅
　川合　隆之
　小西　貴宏
　黒栁　　亮
　酒井　雅男
　谷垣　浩一
　塚口眞佐子
　ペリー史子
△間渕　一博
■構造分科会
　秋田　　智
　石田　大三
　岸本　光平
　小芝　淳一
　志摩　好宣
　瀧野　敦夫
　角田　耕一
△橋本　宗明
　松村　　健
　向井　洋一

編集委員会（平成24年度）
■設備分科会
△赤澤　正治
　岩城　憲治
　梶井　宏修
　北野　勝也
　欅田　輝生
　谷野　太志
　夏井　重行
　野崎　正二
　橋本　直樹
　福谷　　周
　桝井　貴廣
　宮崎ひろ志
　村上幸三郎
■施工材料分科会
　桜井　和男
△高橋　秀一
　荻巣　友貴
　中野　敬史
　藤丸　啓一
　渡邊　　聡
■法令分科会
　岩見　吉剛
　河野　　学
　小松　輝樹
　越智　有子
　吉岡　　忠
△平山　　英
　吉田　　純
　鷲尾　真弓
■作品作風小委員会
　居内　章夫
　池上　　明
○稲垣　和江
　井上　雅祐
　加嶋　章博
　菊池　浩輔
　倉橋　尉仁
　倉渕奈千子
　澤田　純一
　鞆野　敦司
　豊田　充広
　鳥居　久人
　西田　佳代
　芳谷　晴彦
　増田　敬彦
　廻　はるよ
■広告企画小委員会
　小川　雄介
　小山　　昭
　権代　　晃
　永平　達也
○前田　　衛
　山辻　直樹

印　刷　2 0 1 2 年 11 月 28 日
発　行　2 0 1 2 年 12 月 1 日
発行人　社団法人日本建築協会
　　　　大阪市中央区大手前1-7-31
　　　　電　　話　　06-6946-6981
印刷所　㈱ 中 島 弘 文 堂 印 刷 所
定　価　1200円〔税込〕

Ⓒ「建築と社会」誌の記事の無断転載を禁じます。

◎委員長　 ○副委員長　 △幹事
（順不同）
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柄谷グループ 総合事業戦略
「K・T・S」
高い専門性に裏打ちされた総合力。多様なニーズ

に的確に対応するためには、この総合力が必要不

可欠です。当社は建築部門、土木部門を擁し、さら

に関連会社において鉄工エンジニアリング事業、倉

庫物流事業、リサイクル事業、リフォームビジネス、

輸入住宅事業、不動産事業など、様々な分野での

多彩な事業を行っています。これら事業の密接な事

業的連関を活かし、全部門が一体となって、トータル

に事業を展開しています。

本店
〒660-0873 尼崎市玄番南之町4番地
TEL.（06）6415-2800（代）

大阪支店
〒530-0003 大阪市北区堂島2丁目1番27号
（桜橋千代田ビル）
TEL.（06）6341-1905

神戸支店
〒658-0054 神戸市東灘区御影中町2丁目1番8号
（御影センタービル）
TEL.（078）843-5428

西宮営業所
〒663-8165 西宮市甲子園浦風町7番5号
TEL.（0798）41-1900

高砂営業所
〒676-0074 高砂市梅井3丁目23番12号
TEL.（079）447-6710

西播磨営業所
〒678-0165 赤穂市木津字稲荷山1325番地95
TEL.（0791）48-1581

出張所（旭硝子㈱関西工場内）
〒660-0857 尼崎市西向島町2番地
TEL.（06）6415-2880

出張所（旭硝子㈱高砂工場内）
〒676-0074 高砂市梅井5丁目6番1号
TEL.（079）447-1581

出張所（旭硝子㈱愛知工場内）
〒470-2514 愛知県知多郡武豊町字旭1番地
TEL.（0569）73-3736

柄谷グループホームページ
http://www.karatani.co.jp

カラタニ
エンジニアリング
株式会社

昌永不動産
株式会社

株式会社
ゴショー

株式会社
トータルサプライ

柄谷倉庫物流
株式会社

昌平
株式会社

株式会社 株式会社

株
ゴ

株式会社 柄谷倉庫物流

株式会社
柄谷工務店

特集：カトリック夙川教会献堂80周年記念　協賛広告
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